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日記一





　八月三十一日

　明日から学校が始まる。夏休み中は一度も顔を見なかった人もいたけれど、みんなどうしていたかしら。元気でいて欲しいのはもちろんとして、夏休み中に浮かれた格かつ好こうになってしまっている人がいたりしてはとても不快。生徒会長として注意をしなくてはね。

　秋は体育祭に文化祭とイベントが目白押しだから、スケジュール管理も大変かもしれない。いつも以上に完かん璧ぺきを目指さなくてはならない。私を尊敬する子たちを幻げん滅めつさせては忍びない。でも矢や口ぐちさんは少し休ませてあげよう。あの子はどんどん仕事を引き受けてくれるからこちらとしてもありがたいけれど、夏休みは少しオーバーワーク過ぎた。本来はクラス委員長のものではなく、生徒会内で片づけるべき仕事まで押し付けてしまったし。

　そういえば黒くろ間まくんはいつ生徒会に入ってくれるのだろう。彼が書記になってくれれば、それだけで会議の負担が大おお幅はばに減るというのに。どうも彼には嫌われているらしい。理由については心当たりがない。なにか見落としている要因があるのかしら？　しっかり問題に対処しなくてはなりませんわね。

　高校最後の夏休みだったけれど、結局かなりの時間を学校で過ごしてしまった。でもこれも仕方が無い。秋の行事で頑がん張ばるのは生徒たちで、それを滞とどこおりなく進めるためには、夏のうちに私が用意を周到にしておかなくてはいけないから。そのせいで父に叱しかられてしまった。高校生活も大事だが、家族の時間も大事にしろ、ですって。イタリア旅行はもう飽きたと言ったらまた叱られた。お父様のイタリア好きはなんとかならないものだろうか。

　少し疲つかれたのは、きっとヴァイオリンの練習にいつもより気合いが入ったからだろう。予習を済ませたら今日は早めに寝てしまおう。私の地位はなによりも替え難がたい。おやすみなさい。
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　なんで俺はここにいるんだろう、という疑問を拭ぬぐえない。

　黒板の前でチョークを握っているのは、まあいい。いつものことだ。問題はそれが馴な染じみのある自分のクラスではなくて、生徒会室だという点。苦々しいこのシチュエーションは、主に幼おさな馴な染じみの矢や口ぐち未み耶やと、生徒会長のせいである。

　発声練習でもしてきたかのような生徒会長の声はよく響ひびく。しかも淀よどみがなくて、まあ書き写すのは難しくない。生徒会室には各クラスの委員長と副委員長が集められていて、夏休み早々各クラスの連絡事項を伝達している。

　委員長の矢口未耶はもちろん出席。サボり癖ぐせのある副委員長、槇まき敬けい一いち郎ろうは例にもれずいない。まるで人柱のように引っ立てられてきたのが、代理の俺、黒くろ間まイツキというわけだ。

　もっとも、それだけなら黒板の前にたつことなんてないんだがよ。

「────と言うわけで、連続傷害事件の関係で、明日から六時限の終了とともに下校となりますわ。部活動、委員会活動は全面禁止。期間は二週間と言われていますが、事件の影えい響きよう次第ではもっと延びるかもしれませんわね」

　いかにも作ったような口調しやがって。黒板に走らせるチョークの音が激しくなるのは、俺の苛いら立だち混じりだからかもしれない。お前はどこのお嬢様だと言ってやりたくなるが、これが本当にお嬢様なのだからますます困る。

　生徒会長、緑みどりヶが丘おかユカリ。

　その一挙手一投足に、この教室中の生徒が尊敬のまなざしを浴びせている。その筆頭は矢口未耶だが、男女問わずみんな未耶と同じような顔つきだ。なにせ生徒会長と三秒間目があっただけで成績が向上する、なんて噂うわさがたつくらいだ。もはや神格化の域。

　まあ、それもわからないでもない。

　成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん、おまけに人当たりも良い。未耶だっておおむね万能だが、緑ヶ丘ユカリは更にその上をいく。およそ順位を競うもので一番以外はなく、勝ち負けを競うもので勝利以外は有り得ない。完かん璧ぺきの形容が最も似合う。

　作文を書けばコンクールで金賞。模試をすれば全国一位。家は全国的にも有名な緑ヶ丘グループで、もちろん金も余るほど持ってる。これで性格が最悪だったのならばまだ俺としては好感が持てたのだが、生憎あいにく緑ヶ丘ユカリの最大の長所はその人ひと柄がららしい。悪い噂なんて聞いたことがない。化け物みたいな噂ならあるが。

　なんでも、ある男が緑ヶ丘ユカリに惚ほれた。その男には彼女がいた。当然、その彼女は激怒して、緑ヶ丘ユカリへ抗議をしたらしい。翌日、彼女はすっかり生徒会長に心しん酔すいして、今では二人してそのまま仲良く、生徒会長のファンクラブのメンバーだとか。本当か噓うそか知らねえけど。

　だがしかし。俺はこの先せん輩ぱいが苦手だ。いっそ嫌いと言っても良い。

「皆さん申し訳ありませんわね。新学期の早々から集まって頂いただいて。連絡事項はこれで終わりですわ。メモしたい人は黒板の内容を写しておいて下さいな。黒くろ間まくん、書けたかしら？」

「ええ、書けましたよ、先輩」

　黒板一杯に埋められたのは、生徒会長が喋しやべった内容そのままだ。いつも委員長相手にやってることを、今日はこのお嬢様相手に行っている。

　大体なんなんだよ、そのくるくる巻き毛は。ドリルか。ドリルなのか。

「さっきも言いましたけれど、物騒な事件が起こっていますの。皆さんもクラス委員として、各生徒さんには注意してあげて下さいね。それでは、解散」

　やっと終わったか。この緑みどりヶが丘おか生徒会長は、役員でもない俺を、高速筆記能力が便利だとばかりに会議に呼ぶから面倒くさい。そして会長に心酔している未み耶やも、いとも容易たやすく俺を会長に差し出すからなおさらだった。

　夏休み明けの一日目から、こんなところに来たくはなかったのに。

「あ、矢や口ぐちさんと黒間君は残って下さる？　別のお話がありますの」

「はーいせんぱいー、ってこらぁそこのメガッキー逃げんな！」

　聞こえなかったフリをしての退散は見事に失敗。襟えり首くび摑つかむな未耶。

　そしてそろそろあだ名の付け方が本気でフィーリングになってきた。がやがやと帰る連中の間から『また夫婦喧げん嘩かか』との声が聞こえてきたがうるせー大きなお世話だ。

「……なんすか。もう用事終わったでしょ。書記の代わりはやりましたよ」

　生徒会書記はきちんといるはずなのだが、その真ま面じ目めそうな女子は会長の隣でノートになにやら書いている。議事録ろくといったところか。さすが会長の部下で有能そうだが、だとすればなおさら俺を使うな。

「以前言っていた、他校の生徒による金品の恐きよう喝かつ搾さく取しゆの件ですわ。よろしいかしら。お時間はある？」

「あーはいはい。カツアゲの話ですねー」

　夏休みの直前。俺と未耶、共通の友人がカツアゲされていやがった。

　それ自体は大したことではない──というより、俺にとってはその直後に巻き起こったアリスとかワンダーランドとか、あと妹とか、そういった諸もろ々もろを含みこんだ悪夢のほうがよほど大事件だったのだが、まあ、それはともかく。

　学校の生徒が恐喝されるところを目撃した、と生徒会長に報告したのだ。これが普通ならば、生徒会長に言ったところでどうなるものでもないのだが、生憎あいにくと緑ヶ丘ユカリは普通ではない。夏休みのうちになにかして──一体なにをしたのかは知らないが──ある程度のケリをつけてしまったらしい。

　件くだんの、シンをカツアゲしていた連中のいる工業高校へ殴りこんだ、とかでも俺は驚かない。この会長、確か合気道とフェンシングではインターハイも狙ねらえる実力だとか聞いたことがある。百も二百もある噂うわさのうちの一つでしかないのだが。

　完かん璧ぺき。

　本人も、自分に対して好んでこの言葉を使っているフシがある。だから俺は、この会長が嫌いだ。これだけ万能な彼女は、当然浴びせられるべき嫉しつ妬とすら好意に変えてしまう人徳を持っている。この会長を嫌うヤツなどまずいない。この高校は、いや、緑みどりヶが丘おかユカリのいる世界は、自動的に彼女を崇すう拝はいする人間ばかりの王国と化す。

　一人くらい会長を嫌うヤツがいないと不公平だろ。たとえその理由が完璧な彼女に対する嫉妬なのだとしても、だ。だからこそ、彼女にこき使われると腹が立つ。あんた何でもできるんだから自分でやれってんだ。

　俺は完璧には程遠い。

　未み耶やのことも。『筆記官ライター』の仕事も。どこか中途半端だ。

『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』を封じてから。夏休みの間も、それなりに死し書しよの封印には奔ほん走そうしてきたつもりだが、実力的には最初の死書である『邪神秘法書ネクロノミコン』に匹ひつ敵てきするヤツなんていなかった。大体の相手が、追い詰めた時点で降参してしまった。三冊封じた実力は、逃げだした死書の間にも伝わっていたらしい。

　それ以外は、取り立ててあげることもない夏休みだった。学校の面倒な宿題の他、リヴルにギリシャ神話についての宿題まで追加されたこともあったが。『神統記テオゴニア』読破してこいとか、鬼かアイツは。

　リヴル・ブランシェ。『真白き本』。死し想そう図書館の司し書しよにして死書。

　コスプレにも飽きてきたのか、最近はずっとメイド服ばかり着ていたようだが、夏の最中にそういう格かつ好こうをされると、いくら夢の中で温度は関係ないとはいえ、さすがにいささか暑苦しいのだった。

「──というところかしら。この件はどうにか片が付きそうだから、お二人は心配しなくてもよろしくてよ。黒くろ間ま君、聞いているのかしら」

　会長が糾きゆう弾だんの視線を向けてくる。実は右から左だったのだが、そんなことを正直に言ってやる義理もない。適当に返答しておく。

「ふん。さすが、緑ヶ丘の令嬢はやることが違うな。家の力でも使ったのか」

　不良グループのカツアゲとか、一介の高校生がどうにかできるものか。政治界財政界にも顔の広い実家も含めて、超法規的手段に訴えていたとしても驚かないぞ。俺の憎にくまれ口に未耶が抗議しかけるが、生徒会長はあっさりそれを制す。

「ええ、使いましたわ。だってそのほうが手っ取り早いもの。悪いことをしているのはあちら。なにか問題があって？」

「気に入らねえ」

「使えるものはなんでも使いますわ。貴方あなたの筆記能力もとても魅み力りよく的てき。次期生徒会の書記になって下さらない？」

「断る」

　会長の言葉は、いつか俺が、夢の中の法廷で告げたセリフに似ていて、なおさら苛いら立だってしまった。断ると言っているのに、会長の頭の中ではもはや来期の生徒会役員がイメージされているらしく、「会長は矢や口ぐちさんかしら」とか言っていた。アンタの一存で決めることじゃないだろ。選挙で決めろ。

　選挙したところでどうせ、緑みどりヶが丘おか会長のお墨すみ付つきのヤツが会長になるのはわかりきってるんだがな。この学校における民主主義などとうに崩ほう壊かいしている。

「イツキさー、いつもそんな態度だけどー、会長のなにが気に入らないの？　こんな美人のお姉様なのに」

　未み耶やが無邪気に聞いてくる。その顔を見ていると、俺はなんでか嬉うれしいような悲しいような気分なってしまって、沈ちん黙もくするしかない。

　お前がご執しゆう心しんの相手であるところが特に気に入らない、なんて絶対に言いたくなかった。




　最近、街で物騒な事件が起こっている。

　シンも被ひ害がい者しやとなっていたカツアゲもそれなりに深刻だが、こっちはその比ではない。なにしろもっと直接的な暴力、通り魔なのだ。

　高校生を狙ねらった傷害事件が三件、発生した。警察は被害者同士の関係を調べているが、同じ市内の出身である以外に目立った共通点はなく、被害者同士の面識もない。財布等が無事だったため、金目当ての犯行とも考えにくい。新聞にも、通り魔事件として載のっていた。

　手口も共通していて、背後から鈍どん器きのようなもので一撃。凶器は見つかっていない。そのせいで被害者は誰も犯人を見ておらず、目撃者も極きよく端たんに少ない。衝しよう動どう的てきなものではなく、周到に計画された犯行だと、現役刑事の我が母親が言っていた。事件の対処に追われる警察でも人手が足りていないのか、母親は今も大おお忙いそがしだ。おかげでなかなか帰ってこない。

　現在まで、被害者は市内の高校生である、という点がほとんど唯ゆい一いつの共通点。つまり該がい当とうする人間なら誰でも被害者になり得るということであり、俺や未耶も警けい戒かいしてしかるべきだ。学校側が、部活全面禁止なんて措そ置ちを講じなくてはならなかった理由もよくわかる。

　つまり立場上、俺たちは授業を終えたらとっとと帰らなくてはならない。放課後居残るなんてもってのほか、なのだが。

「なんで俺まで行かなきゃいけないんだ。つーかさっきまで顔合わせてた相手だろうが」

「なに言ってんのさクローンやろー！　会長の演奏が聴きけるなんて滅めつ多たにないんだぜ！」

　早くユズキの待つ愛しの我が家に帰りたかったのに、それを阻はばむアホがいた。未耶である。やっと会長から解放されたというのに、今度はその会長の演奏を聴ききに行くのだと言う。

　緑みどりヶが丘おかユカリ。なにをやらせてもこなす完かん璧ぺき超人だが、その上で秀ひいでたものが更にある。それが音楽、取り立ててヴァイオリン、らしい。中学時代の時、全国大会であっさり優勝し、最年少でなんとかの賞をとったとか。興味がないから詳くわしくないが、なんでも絶対音感の持ち主だとか。

　なにをやらせても俺なんぞより遙はるかに上等な成果を見せるのに、更に得意分野まで存在するとか、やはり化け物である。エレシュキガルがパラメータの割り振りを間違えたとしか思えない性能だった。

「今日は音楽室で練習するんだってー。さっき教えてくれたのさ。ファンクラブが良い場所占領する前に行っとかないと！」

「そこまでして聴くようなもんかよ……」

「普通は何万円もするチケット買って大ホールで聴くような演奏なの！」

　それで、連続傷害事件が起きているこの時期にわざわざ居残るのか？　というかそもそも会長自身が率先して居残っているんじゃねーよ。そのことを未み耶やに指し摘てきしたら、部活じゃなくて個人活動だからいーの、との答え。明らかな詭き弁べんだが、そんな言い訳をしてまで会長の雄ゆう姿しが見たいということだろうか。

「わー、すげー人……」

「どいつもこいつも会長会長と……」

　もはや抵抗するのを諦あきらめて、未耶にずるずると引きずられていく。いや比ひ喩ゆ表現だが、襟えりを摑つかまれては中々抵抗のしようがなかった。

　音楽室は立入禁止らしく、ほとんどの生徒は廊下から中を覗のぞく形になっていた。まるで中でドラマのロケでもしてるかのような混み具合だ。こんなんでどうやって会長の姿を拝おがめって？

「あら、来ましたわね矢や口ぐちさん。こっちこっち。黒くろ間ま君も」

　とか思っていたら。

　人ごみの中にドリル巻き毛の会長がいらっしゃった。なんか手招いていやがる。逆のほうの手に持っているのはヴァイオリンか。どうせ高いものなんだろう。

　会長の周囲には常に一メートルの空白がある。近づきがたいのはまあ、俺も同意。人ごみを労せずかきわけて、生徒会長はにこやかな笑顔で俺たちのところにやってくる。無む償しようの笑顔には裏がある。少なくとも、この女の場合は。俺はそう信じている。

「はいはい、特等席にどうぞ」

　そう言って、音楽室の入口付近にまで連れていかれた。外にはこれだけ集まっているくせに、誰も中には入ろうとしない。会長の鶴つるの一声に逆らう人間は誰もいまい。彼女を嫌う俺ですら、結局会長の意志通りに動いている。

　ちなみに、後から来たくせに一番良い位置で演奏を聴ける俺たち二人に、嫌いやな視線が向けられたのは言うまでもない。そしてその視線は、クラス外でも人当たりのいい未み耶やの分は軽減され、男で得体が知れず目つきの悪い俺へは増強される。

　じろりと睨にらみ返してみる。何人かが目を逸そらした。なんの意趣返しにもならず、むしろ虚むなしさが増しただけだった。

「ほらほら、イツキ、始まるよ」

　未耶が小声でつついてきた。早く帰りたい。

　ヴァイオリンを肩に乗せて、弦げんと弓を重ねる。これは練習、とばかりの気安い仕草だが、ヴァイオリン自体は大切なのか、その手つきには丁てい寧ねいさが見えた。薄く、ほんの少しだけ開いた瞳。どこを見ているのか知らないが、いずれにせよリラックスした様子。

　一人で弾ひかせてやれよ、と思っているのはどうやら俺だけらしく、他の連中は有名アーティストのコンサートでも見ているかのようにしんと静まり返っている。そんな中で、プレッシャーの一つも感じていないように旋せん律りつを紡つむぐから、俺はまた緑みどりヶが丘おかユカリに対しての苛いら立だちが増す。

　緊張している仕草でも見せればいいのに、可愛かわいげのない。

　ヴァイオリンの巧こう拙せつなんぞわからないので、練習を見てもなんら感かん銘めいを受けることはなかった。他の見ているやつらも一緒だろう。『会長が』弾いているから見ているのだ。全く同じ演奏でも、別の人間のそれにここまで興味津しん々しんにはなれまい。

　いかんな。今日はどうも、内心の毒が多い。シン辺りにあてられたか？

「なんかねなんかね、会長って、留学して音楽の勉強してたんだって」

　美耶が、演奏の邪じや魔まにならないように小さく呟つぶやく。こんな時でも黙だまっていられないのがこの幼おさな馴な染じみだ。

「ほー」

「オーストリアと、イタリアと、あとどこって言ったかな？　中学の時にそういう国で色んな勉強して、だから音楽はもう極きわめてるんだって。おまけに外国語もうペラペラ。イタリア語と、フランス語と、英語とドイツ語と……」

　もう会長のハイスペック披ひ露ろうは十分だ。飽きてきた。

　そこまでなんでもできるのならば、『筆記官ライター』の職務も代わってほしいくらいだった。いや、死の施し設せつには、音楽家に相応ふさわしい『演奏家プレイヤー』という役職があるのだったか。緑ヶ丘ユカリの手を借りるなんて、絶対にごめんだったが。

「ヴァイオリンだけじゃないんだよ。えーと、フルートとクラリネットと……あとなんだっけ？　なんか色々」

「なんでアイツは、ああも万能なんだ」

「万能じゃないと思うけどなー」

　未耶が何気ない感じで、とんでもないことを言いだしやがった。おい、ファンクラブに聞かれたら袋ふくろ叩だたきにされんぞ。

「会長はきっとさ、色んなことの才能をもってるんじゃないんだよー。ただ、一つだけ。たった一つだけがずば抜けていて、あとはきっと普通っていうか、素直っていうか、結構真っ当な人間だと思うなー」

「その一つだけってなんだよ」

「真ま似ねすること。学ぶことって言ってもいいかな？　観察力とねー、あとそれを再現する力、そんでもって、再現するためになにが必要か自己分ぶん析せきする力。これさえあれば、なんでもできるよきっと」

　会長が大好きだからこそ、だろうか、未み耶やがここまで言うのは。結構な数の人間が個性とか自分自身とか求めるこの世の中で、真似をすることが得意ときたか。

「真似だけずば抜けてりゃ、手本通りにできるってか」

「そゆことそゆこと。人のものを自分のものにするってのが、きっと会長の一番得意で、かっこいーとこなわけさ。はうあー、妹になりてぇー」

「盗人ぬすつと猛たけ々だけしいな」

　俺の罵ば詈り雑ぞう言ごんを未耶は完全にスルー。未耶の頭の中では、緑みどりヶが丘おかユカリ、自分、黒くろ間まユズキという有り得ない三姉妹図でも作られているのだろうか。

　顔だけはどうにもならない、と一いつ瞬しゆんだけ思ったが、そういえば化粧という方法もある。学園一の美人の地位に誰も異論をはさまない生徒会長だが、さて、彼女の朝の支度はどれだけかかるものなのか。顔なんて、整形手術に限らず、誰もが毎朝弄いじっているもんだしな。

　やがて、演奏が終わる。聴きいてて一切の益がなかった。本当、金を出さなくていいコンサートみたいなもんで、結局無む駄だな時間を使ったと緑ヶ丘ユカリへの評価がまた下がる。

「帰るぞ」

「お待ちなさいな黒間君」

　名指しで呼ぶな。もう用はないだろ。ヴァイオリンをケースにしまいながら、会長は笑う。

「黒間君だけでなく、皆さんも。帰り道は気をつけて下さいね？　顔を知っている人が事件に巻き込まれたなんて、考えただけで」

　じゃあ真っ先にお前が帰れよ。それだけでここに集まったやつらほとんど帰るぜ。

「アンタが解決してくれよ、生徒会長」

　会長嫌いの俺が捨て台詞ぜりふを吐はいても、完かん璧ぺき主義の彼女は、薄く微笑ほほえむだけだった。




　ちょっと早すぎたか、というのは俺の感想。リヴルの気配がなかった。

　慣れない生徒会長との会話のせいで、新学期一日目から相当疲つかれた。九時くらいにはもう寝てしまっていて、高校生の睡眠時間としては有り得ないのだが、最近では死し想そう図書館のほうが居心地がいい場所になってるから仕方ない。

　そう考えて、そういえば、本来の眠る時間に安らぎを得ることは至し極ごく真っ当なことだと思い至った。寝る時間にゆっくりできるのは当たり前じゃないか。ここに来るのに緊張なんてする必要が無い。

　本ほん棚だなの隙すき間まを縫ぬって、図書館を進む。埃ほこりと黴かびの匂においを含む空気は、暑くも寒くもない不思議な温度。それとも、ここに気温なんてものはないのだろうか。

「あらお兄さん、いらっしゃい♪」

『邪神秘法書ネクロノミコン』がある棚を覗のぞいてみると、そんな声が聞こえてきた。囁ささやくような小さな音。耳をすませば、本と本の隙間から、ぷつぷつと小さな音が溢あふれてくる。まるで水面に浮かぶ泡あわがはじけるかのように。

　それは、ここに溢れる死し書しよたちの、かろうじて聞きとれる呟つぶやき。

　書しよ籍せきに挨あい拶さつされるなんて、読書家冥みよう利りに尽つきるぜ、まったく。

　にゃー、と鳴き声。見れば、黒猫がとてとてと俺のとこに寄ってきた。可愛かわいらしいが小こ憎にくらしい、ワンダーランドの主も、今では図書館付きの猫としてすっかり居着いている。もう寂さびしいなんて、子供じみたことを考えていないと良いんだけどな。

　猫の尻尾しつぽがぴこぴこと揺れる。ついて来いと言われてる気がしたので、アリスの後を追っていくことにした。どうせどの部屋も同じ作りだ。リヴルの姿が見えないが、本当にどこにいるんだ？　珍めずらしく外出でもしているのだろうか。

　いくつか同じ構造の部屋を抜ける。本棚の囁きに耳をすませながら、黒猫の後を追った。やがて、一つの部屋に人の気配がする。にゃあ、とアリスがまた鳴いた。

「……待ってたよ、イツキ」

　デスクの上に飛び上がる猫。その頭を撫なでる太い腕。赤あか崎さきシンが、どこか偉えらそうに席についていた。背も低く太めの体格は以前と変わらないが、夏休みを通して引き締しまってきた気がする。少しばかり筋肉質というか。脂し肪ぼうと筋肉が入れ替わってきたというか。

　子こ豚ぶたみたいな顔つきは相変わらずなんだが。

「久しぶりだな。つかこっちに顔をだすなんてどういう風の吹きまわしだ」

　ワンダーランドでアリスに利用され、俺を本気で殺しにかかってきた男。

　言ってしまえば敵てきだったんだが、こいつはこいつで苦労しているようだし、俺に非がなかったわけでもないし、とりあえず工房の『製作者メイカー』となることで手打ちとした。夏休みの間は、ほとんど籠こもってたはずなんだが。

「君のとこの従じゆう者しやと、紫むらさきの神様に留守番を頼まれてね。色々と話すことがあったから」

「話すこと？」

「カナがやられた」

　金髪のツインテールを思い出して、俺は絶句した。

　金こん野のカナ。レストランの『主賓客イーター』。戦せん闘とうでならシンはもちろん、俺とリヴルだっておそらく敵かなわない。なんでも嚙かみ砕けるアイツが、一体なんで。つか、誰に。

「死し書しよ、か？　でもなんで俺じゃなく」

「違う。君は関係無いよ。やったのはイシュタルだ」

「あの武器マニア……」

　相手が神では、いくらカナでも分ぶが悪い。一体なにをしやがったイシュタル。

「なにがあったんだよ。そりゃイシュタルはおっかないけど、一応は味方……」

　のはずだ。多分、きっと、おそらく。殺されかけたこともあるが。

「そんなに怖こわいかなあの女神様は。まあね、うん、カナの怪け我が自体はそう大したものじゃないよ。なんでもね、こないだまで夏休みだったせいで、カナはバイト三ざん昧まいだったらしくてね。ろくにレストランに来れなかったらしいんだ。睡眠時間まで削けずってたんだね。それで、時間が空あいたから、久々に美お味いしい食事を食べれると、朝から食事を抜いていたらしい。カナがレストランで食事ができるのを待っていたところに、運悪く女神様が訪おとずれてしまったらしくてね。まあ、女神様のくせに間が悪いというか、なんというか……カナにはもう女神様が食べ物にしか見えなかったらしいよ」

　嫌いやな予感がした。なんというか、とてつもなくくだらない方向に。

「それで襲いかかって、あっという間に返り討うち、と。女神様も一応手加減したらしいけど、咄とつ嗟さのことだったみたいだからね」

「なにやってんだあの食欲魔人はよ！」

　いくら腹が減ってたからって女神に牙きば剝むいてんじゃねえよ！

　そりゃ、イシュタルも反撃くらいするだろーよ。だって無抵抗なら間違いなく食われてるもん。つーか俺も、用事が無い時はレストランにはなるべく寄らないようにしよう。恩人だとかなんとか言われてはいたが、こと空腹時のカナほどわからないものはない。

「ま、ひとしきり叩たたきのめされて、カナも反省したらしいよ。今後は人かどうか判断してから口にします、だってさ」

「…………そうか」

　つまり今なにか起こってもカナの力は借りられない、ということなのだが──なんだ、この釈然としない感じは。この場にいないのにとんでもない存在感だ。なにか言う気にもなれなかった。

「えーと、お前は、わざわざそれを話しに？」

「まあ、その他にも色々あってここを訪れたらね。そっちの司し書しよが用事があるとか言って出てってさ、僕は留守番を頼まれたんだよ。あとこれ、借りてた死書。もう読み終わったから返しに来たよ」

　デスクの上に積まれた本を、シンがぽんぽんと叩いた。北ほく欧おう神話関連の書物が、三冊。一いつ瞬しゆんで判断できたのは、以前のリヴルの講習がきいていたからだろうか。

「君が北欧神話から始めたって言うから、僕もその辺りから攻めてみようかと思ってね。で、これが借りた本を読んでみて作った試作品」

　シンが取り出したのは、なんでか眼鏡めがねケースだった。

　試作品ってことは、人に見せられるものが完成したのか。シンは夏休み中も、『製作者メイカー』として工房に籠こもっていたはずだが、作ったものを片かたっ端ぱしから黄おう銅どうに壊されていたせいで、俺は一度も完成品を見ていない。

「ようやく、黄銅の許可が出たのか？」

「ああ……そうだよ、あのヒゲジジイが……徹てつ夜やで三日かけて作ったものでも容よう赦しやなく真っ二つに……大体僕だってあんなむさい従者なんかいらないんだ……イツキはいいよね相方が美人で……」

「自業自得じゃねえか。命が助かってるだけありがたいと思えよ。あれだけのことしたんだからよ」

　卑ひ屈くつな赤あか崎さきシンは、若干毒は減ったような気もするが、それでも未いまだ健在のようだった。

「ま、そうだね。矢や口ぐちさんは元気かい」

「会ってねえのか？」

「顔をあわせづらいってことくらいわかるだろう。ああ、君は幼おさな馴な染じみだから、そんなことはないのかな」

「……いや。どうかな」

　シンの告白を断った未み耶や。俺のことを好きじゃないと断言した未耶。

　距離の取り方。悩んでいたそれの位置は、定められるだろうか。いっそ遠ざければいい。赤の他人のように？　まるで互いの間に積み重ねたものがなにも無いかのように？　できるのか。十七年も、そこらの友達よりも仲の良かった幼馴染を？

　京きよう都との時。

　そして更に遡さかのぼった、酸さん鼻び極きわまるあの夜の時。

　あれを繰り返さないためにも、俺は、なにもかもをしなくてはいけないはずなのに。

「言っておくが」

　頰ほお杖づえをついたシンが、不愉快そうに呟つぶやいた。

「矢口さんの回答は、方便だと思うよ。君のことを憎からず思っているのは間違いない。傍はた目めから見ても君たち、気持ち悪いくらいべったりだからね。好きじゃないなんて大おお噓うそだろう」

「アイツは、誰にとってもそんな感じだし。それに俺は、友達が少ねぇからな。未耶が放っておけないだけだろう。お前の時みたいに」

「僕と君では、同列に語れないと思うが」

　俺は答えなかった。シンの他ひ人と事ごとな口調が、未耶のことになると沸ふつ騰とうする俺の頭を冷静にさせてくれる。幼馴染だったはずなのに、もう、なにがなんだかわからなかった。わかるはずがないのだ、自分以外のことなんて。自分のことすらよくわからないのに。

「──話を変えよう。その眼鏡めがねのことなんだけどね」

　そうしてくれるとありがたい。俺の手にある眼鏡ケースは、妙みような重みを伴ってこの中にある。『製作者メイカー』の作品。そりゃ、ただの眼鏡であるはずはないんだが。

「俺の眼鏡は買い換えたばっかりだぜ」

「君の従者のために決まっているだろう。イツキ、ちょっと聞きたいんだけど、君はさぁ、僕と君の違い、一体どのくらい理解している？」

　全然わからん、と俺はすぐに首を振った。

　本来この世にあるはずのないものを生み出す、という点ではそう変わらないはずなのだが。そんな訳は無い。役職が違う以上、その意味合いも変わってくるのが道理だ。そう伝えると、シンははあ、とこれ見よがしな溜ため息いきを吐ついた。

「あんまり勉強してないんだね」

「生憎あいにく、死し書しよの勉強で忙しくてな。こないだまで敵だった野郎のことまで学んでる余裕がなくてよ」

「製作時間の違い。生み出したものの持続の違い。原形とアレンジ。色々と差異はあるけどね。君、ＲＰＧはやるのかい？　ああ、少し？　じゃあネトゲは……やってる風じゃないね。まあ、あの手のゲームは色々な職業、ジョブがある。それによってプレイスタイルが全然違うわけだけど……まずはわかりやすいとこから。『主賓客イーター』は、ジョブに当てはめるとなんだろうね？」

　俺はしばしの間考えてみる。両手の銀器を振りまわし、獲物を食物とみなして突撃する戦せん闘とうスタイル。カナ本人の性格はいささかアレだが、だがしかし基本的には。

「……戦士？」

「まあ、そんなところか。細分化するなら狂戦士バーサーカーとか、色々呼び名はあるけどね。じゃあ君は？」

「……えっと、学者？」

「その程度の知識量で」

　シンが鼻で笑う。この死の施し設せつに関しては俺のほうが先輩のはずなのに、何な故ぜこいつが偉えらそうなんだ。やっぱりこいつ気に入らねえ。大っ嫌いだ。

「本の記述を呼び出して戦う。これは召サ喚モ術ナ師ーや精霊使いエレメンタラーだろう。この手のジョブは、もちろん例外はあるけど、術師自身は戦わず、呼び出した召しよう喚かん獣じゆうや精霊の力を行使する。これらの力は戦闘が終われば元の場所に還かえる。まあ君は武器を主体に戦うようだけど、戦闘力を『借りる』というシステムは変わらないね。君が使う力は持続しないんだ。幻げん想そうだからね」

　借りる、という言葉に違和感を覚えたが、そういえばリヴルのための武器は、全部神話や伝承からの借り物だった。本に書きこんでいたせいで、なんか俺自身が作りだしたように錯さつ覚かくしていた気がする。

「僕はまあ、順当に鍛冶スミスかな。アイテムを作るのにとんでもなく時間がかかるが、良いものができればずっと使っていける。装備品になるからね。敵の目の前でのんびりアイテム作ってるようなことはできないから柔じゆう軟なんさはないけど、君みたいな一時的な戦せん闘とう力りよくじゃない。僕の作品はずっと残るよ。僕が『生み出す』ものだから、君みたいに原典に必ずしも縛しばられない。能力は同じでも形を変えることもできる。幻想に対抗する、現実だ」

　シンが挙げた主な相違点はつまり。

　その場限りの俺の具現化と、製作に時間がかかるが消えたりしないシンの作品。

　アレンジの利きかない原典重視の俺と、割と自由に形を製作できるシン。

「その眼鏡めがねは『戦神の高座フリズスキヤルヴ』のアレンジだ。本来は北ほく欧おうの主神のための玉座だが、眼鏡に変えてみた。機能はもちろん知ってるよね、学者気取りの『筆記官ライター』？」

　う、ぜ、え。

「グングニルを当てるための椅い子すだろ？　狙ねらったものに当てられる槍やりと、全てを見通せる玉座があれば、この世で命中させられないものはない。北欧の主神、オーディンの権けん威いを示す諸もろ々もろの要素のうちの一つだ」

　リヴルの講義で、こういったことは散々叩たたきこまれた。俺としては十分な回答のつもりだったのだが、シンはむしろ知ってて当然という顔をしていてなおさら腹の立つ。このオタクめ。

「そういうこと。要は『戦神の高座フリズスキヤルヴ』は照準装置としての機能がある。その機能だけ抽ちゆう出しゆつして、眼鏡型に改良してみた。君の従者にあげるといい。銃じゆうや弓みたいな、遠距離武器を使う時は、なかなか良い装備だと思うよ」
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　なるほどね。俺がやればその場限りの玉座だが、シンがオリジナリティを発はつ揮きすればこうなるということか。ケースを開けて中身を見てみるが、何の変へん哲てつもない普通の眼鏡めがねにしか見えなかった。度は入ってないから、俺には使えないな。

「レンズ部分が照準装置になっている。あとは君と、君の従者次第だ。いかに良い道具を作っても、使い手が未熟じゃどうしようもない。ま、そこは僕の関知するところじゃないし。自由にやってくれ」

「……そりゃどうも」

　いまいちありがとうと言う気になれないのは、この男の憎にくたらしい口調のせいだと思う。銃じゆうなら、そうだな。俺の頭の中にはイメージできる武器がないでもないのだが、リヴルは遠距離武器の扱あつかいは得意なのだろうか。

　槍やり、剣、短剣ときて、次は銃かな。出番がいつになるかはわからないが。

「じゃ、僕は行くよ。ああ、また何冊か借りていくから」

「それは構わないが、汚すなよ」

「ああ、気をつけるよ。あの司し書しよさんがうるさそうだ」

　それだけじゃなく、お前が持っていった死書そのものが文句を言ってきやがるからな。俺に。死し書しよたちはどいつもこいつも人見知りのくせに、口だけは達者なヤツが多いからな。

　シンが消えて、また図書室の中に静せい寂じやくが戻る。デスクに腰掛けて、紅あかい月の輝く天窓を見上げてみた。あのイカれた色彩にももう慣れた。黒猫が膝ひざの上に飛び乗って、にゃあと一声あげる。

「おい、反省してんのかよアリス。お前のせいで大変だったんだぞ」

　首根っこを摑つかんで持ち上げてみても、黒猫は表情らしい表情を見せない。知ったことかとばかりに前脚を舐なめている。ただし、深い瞳が、一いつ瞬しゆんだけ金髪の少女と重なった。もうあの姿にはならないのだろうか。猫のほうが静かでいいか、と思い直した。

　リヴルは、どこに行ったのだろう。シンに留守番を頼むとか、もしかしてかなり切せつ羽ぱ詰つまっているのか？

　エレシュキガルも姿を見せないことを考えると、少なくとも平常時ではないことがわかる。だが、もう一つ、俺になにも言わずにいなくなっていることから、それほど緊急性の高い事態は生じていないこともわかる。要はリヴルとエレシュキガルだけで片のつく問題、ということ。

　アリスの喉のどを撫なでて、ごろごろという小気味良い声を聞きながら、俺は考える。

　じゃあ、一体、なにがあった？　死書の関係ではなくて、他のこと？

「イツキ様」

　背後から聞き慣れた声。冷たく、硬い声。

　もう違和感なんてないんだけど、あれだよな、冷静に考えたら俺は、この図書館でメイド服の美女を侍はべらせているわけで、やっぱりどっか倒とう錯さく的てきな感じがするんだよな。やってることは至し極ごく真ま面じ目めだとしても。

「リヴルか」

「申し訳ありません。所用で外しておりまして。お出迎えに間に合わず。今晩は随ずい分ぶんと早いおやすみなのですね」

「厄やつ介かいな生徒会長のせいでな」

　そんなことリヴルに言ってもしょうがない。立ち上がって振り向いた先に、見慣れたメイド服姿があった。そしてその腰にしがみついている、小さなフリルばかりの影も。最初は体格からエレシュキガルのようにも見えたが、それにしては少しばかり上背がある。

　青い服装に、見覚えがあった。

「……双子？　あの時の？」

「『死し聴ちよう音楽堂』の管理人たる『青の双子』。こちらは女性形のジュメル・ブルでございます。イツキ様は、そういえばワンダーランドで一度お会いしていましたね」

　色素の薄い髪。閉じられた瞳。印象的だったからよく覚えている。

　ジュメルという少女は、リヴルから手を離してこちらを向いた。年齢は十代半ばくらいか。エレシュキガルよりは年上だが、俺よりは若干幼いという感じ。虚こ空くうに、小さく白い手が伸ばされた。

「クラムボンは笑ったの？」

　なにかを探すように口を開いた。それに応える声はない。

「クラムボンは死んだの？」

　哀しい表情のまま、目を閉じた少女は呟つぶやく。

　あのアリスの森で手をつないでいたはずの、片割れはどこにもいなかった。

「なんでここに。つーか、お前どうして」

「行方不明だったのじゃよ」

　偉えらそうな紫の影。今度は生と死の神様、エレシュキガルのご登場だった。まあ、そりゃ、当然いるだろうな。見た目からすれば彼女はジュメルより幼い訳なんだが、やっぱりカリスマというか威い厳げんというか、そういったものが見え隠かくれしている。今日は体調も良いってことなのかね。

「双子は、『死聴音楽堂』にもおらず、ずっと次元の狭はざ間まを彷徨さまよっておった。こっちもこっちで探しておったのじゃが、先ごろようやく見つけての。一人だけだったが、とにかく急いで余とリヴルで保護した、という訳じゃ」

「迂う闊かつでした。ワンダーランドでの邂かい逅こうが最後だったのです。それ以来、行方知れずのまま。ジュメルはこうして見つけることができましたが、片割れのジュモ・ブルは現在でも行方知れずです。ワンダーランドからの脱出の際、正常に音楽堂へと帰き還かんできなかったのだと考えられます」

　じゃあ、一ひと月つき半も行方がわかっていなかった、ということじゃないか。夏休みの間中、この風か邪ぜひき女神は双子を探していたのか。

　ジュメル・ブル。巻き毛の少女は、ふらふらと手を伸ばしている。目隠しされたまま彷徨さまよい歩いているようだった。

「ぶるぶる震えるの────青くて光るの────クラムボン？　水銀のような────そこにある幻げん灯とう────あ、あああ……あうあ……クラムボン？　クラムボンは一体どうして……死んだの……？」

　言葉の群れを放つ度たび、返事を待つような間が少しだけ開く。ワンダーランドで出会った時は、そこに間かん髪はついれず相方の呟つぶやきが反響したはずだ。あのアルトとソプラノの、妖あやしくも楽しげなハーモニーはどこにもない。

　揺ゆれて、音程すら頼りない、少女の嘆なげきがあるだけだった。

「あああ、うあ、ああああああああああああああああ」

　見ていて、痛々しい。

　ジュメルの伸ばした手ががくがくと震えて、閉じた瞼まぶたから滝のように涙が溢あふれだしてきた。そのまま彼女の身が崩くずれる前に、慌あわててリヴルが抱きとめた。泣き声すらもどこか機械的で、歪いびつだと思った。

「片割れがいないため、ジュメル・ブルの精神は不安定となっています。基本的に二人で一人の『青の双子』は、単独行動できるように設計されていませんので」

「こちらとしても、早くジュモのほうを見つけてやりたいんじゃがの……居場所がわからんのじゃ。せめて『死し聴ちよう音楽堂』に帰してやることができれば、少しは落ち着くかもしれぬが……」

　わざわざそういうからには、きっとそれは不可能なのだろう。なにかのトラブルか。

「リヴル、なにがあったのか説明しろ」

「イエス、マイライター。とはいえ、我々も事態を正確に把は握あくしている訳ではないのです。音楽堂との接続が途切れており、エレシュキガル様でも内部の様子がわからなくなっています。管理人が音楽堂におらず彷徨っていたことから考えても、『死聴音楽堂』になにか異変が起きていると考えられます」

「彷徨っていたって」

「イツキ様は、私と初めてお会いした頃の夢を覚えていらっしゃいますでしょうか？　イツキ様が最初に、猟りよう犬けんに襲われた場所が、此方こなたと彼方かなたの隙すき間まに存在する次元の狭はざ間までございます。ジュメル・ブルはそこにおりました。本来は音楽堂に帰るべきが、なんらかの要因で帰れなくなったものかと」

　ぐすぐすと、ジュメルはリヴルに抱きついて泣き続けている。音楽堂がどんなものかはわからないが、なんだか図書館はエレシュキガルといいアリスといいジュメルといい、いつの間にか託児所みたいになってきてないか？

「そもそも、ワンダーランドに絡め取られたのも、音楽堂になにか異変が起きたために図書館に助けを求めに来た、とも考えられるからの。双子にとってはタイミング悪く……というより、何者かの周到な計画じゃろう」

「何者かってのは？」

「まだわからぬ。が、死し書しよの可能性は高かろうな。図書館へ来ようとしていたのじゃから。例えば死書が音楽堂を乗っ取り、その封書を依頼するために図書館へ来たところを、アリスのワンダーランドに囚とらわれた……筋は通っておるし、これだと双子はワンダーランドが崩ほう壊かいしてしまった時、正しく音楽堂に帰き還かんできなかったはず。ゆえに行方不明になっていた、と考えることもできるからの」

　ち。新学期早々お仕事かよ。しかも今度のは、音楽堂を利用して潜せん伏ぷくしているのだとすれば、中々の知能犯らしかった。居場所がわかっているのは良いが、『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』の前例もある。わかりやすくどこにいるか教えてくれるヤツには、大体地の利りが向こうにあるからな。

　現実世界では物騒な連続傷害事件。夢の中では、管理すべき書しよ籍せきが絡んでるかもしれないトラブル。平穏なんてとっくにどっか行ったことは理解してたつもりだが、こうも妙みような事件が立て続けだとさすがに嫌いやになってくる。

「銀河の鉄道は行きました────天気輪の柱を越えて────ジョバンニは思いました────カムパネルラは川に落ちたのです────死んだ。そう。死んだ。死んでしまった。死んだの。死んで……あ、死んだ……」

「ジュメル。大丈夫です。ジュモは生きています。泣くことはありません」

「でも────セロ弾ひきの────ゴーシュが……」

　言っていることの意味はわからない。先ほどから出ているフレーズは全て宮みや沢ざわ賢けん治じの著作から取っているようだったが、関連性もなにもないように見える。意味のわからない詩的表現。音楽堂の管理人は、詩の芸術性を優先するという。

　音と言葉は、決して分断できない表裏一体。

「エレシュキガル、お前が作ったんだろ。ジュメルから、音楽堂でなにが起きたのか聞き出せないのか」

「む……普段ならそれも可能なんじゃがのう。一人では余でもなにを言っているかわからぬのじゃ。まさしく真の意味で、二人で一人。片割れのみでは意味をなさぬ」

　やっぱりそうか。ていうかなんでそんな面倒くさいシステムにしやがった。リヴルみたいに一人で良いじゃないか。

「なら、さっさともう一人を見つけてやるべきじゃないか。なんでもできる神様なんだろ？」

「むう……返す言葉もないの。もちろん余が本気を出さねばならぬ事態じゃが、なにしろ今の余は弱っておるからの。ジュモの居場所も、音楽堂に潜伏した死書もわからぬ状態じゃ。それともイツキ、姉者に頭を下げてその辺りを調べてもらうかの？　風か邪ぜひきの余よりは役に立つじゃろうよ」

　む。怒らせてしまったか？　皮肉交じりの返答はあんまりエレシュキガルらしくなくて、それはつまりこの状況、万能の神様だって歯がゆく思っているということか。素直に悪かったよ、と呟つぶやくと、エレシュキガルは小さく頷うなずいた。

　ていうか、イシュタルに頼み事とか、三枚おろしにされる覚かく悟ごでなけりゃ無理だし。

「じゃあ、どうするんだ？　当面は。早さつ速そく音楽堂に乗りこむのか。ああ、これ、シンからお前に。作品だって」

「拝借いたします」

　リヴルはなんの躊ちゆう躇ちよもなく受け取って、中に入っている眼鏡めがねをかけた。度の入っていないノンフレームのレンズは、ただでさえリヴルの冷たい印象の温度を更に低下させる。いつかも眼鏡かけてたが、やっぱ似合うな、こいつ。

　リヴルは眼鏡装備のまま、何事もなかったかのように続けた。

「音楽堂でなにが起こっているか、正確に把握するのが先決です。最低でも、異変の原因が死書であることと、その死書が何者か調べておかねば。イツキ様が無む駄だ足あしを踏む可能性もありますし、最悪──」

「相手が死書ではないおそれもあろう。その場合は、イツキでは対処できぬかもしれぬ。『筆記官ライター』の力が意味を為なさぬ相手であれば、それはもう、姉者かあるいは、余の領分じゃろ」

　お前はやめとけエレシュキガル。頰ほおもちょっと赤いし。緊急事態だったとはいえ、風邪ひきが出歩いてんじゃねえよ。

「そんな相手がいるのかよ」

「現時点では、不明としか。わかっているのは従者が音楽堂にいないことと、現在音楽堂には接続できず、何者かがこの異変を引き起こしていることでしょうか。相手の特定ができない内から手は出せません。『主賓客イーター』であれば、あるいはそんなことは関係ないのでしょうが」

　そういや、今までは大体敵の名前はわかっていたんだったか。カナの戦せん闘とう力りよくは確かに分ぶん析せきとか想定とかを吹き飛ばすパワーもありそうだが、くだらない理由で今はダウンしていやがるしな。

「ともあれ、音楽堂の調査は、余が細々とでもやっておく。もちろん、ジュモの居場所についても、のう。すぐには結果が出ぬかもしれぬが、そこは容よう赦しやしてもらうしかないの。いずれイツキにもなにか頼むやもしれぬが」

「──無理するなよ」

　エレシュキガルがうむ、と頷いた。こいつがそう言うなら現状はきっとそれが最善なのだ。俺の出番がもっと後というなら、その機が来るまで大人しくしていようじゃないか。

「じゃあ、のんびり紅茶飲んでるしかないってか」

「まさか。やることはもちろんございます。本日はギリシャ神話についての講義を行おうと思っていましたが。イツキ様、『神統記テオゴニア』にはもう目を通されましたか？」

　スカートに子供をくっつけたまま、勉強会を始めるつもりだろうか。まあリヴルがいいならいいけどよ。エレシュキガルは疲つかれたのか、ソファに横になって眠り始めた。調べておく、と言っておきながら寝てしまうのだから、うーん、既すでにかなり無理してるんじゃないだろうか。

「ちゃんと読んだよ、言われた通りな」

「さすがです」

『神統記テオゴニア』。リヴルが出した夏休みの課題は、それを学校の図書館から借りて目を通しておけ、という内容だった。もちろん現実にもきちんと存在する本である。死し書しよについての講義のはずなのに、その辺がちょっとわからない。

「あの本は、詩か。でもこれ、死書じゃないだろ。ヘシオドスの『神統記テオゴニア』。現実世界にも普通に残存している本だよな？」

「仰おつしやる通りです、イツキ様。『神統記テオゴニア』自体は、ほぼ完全な形でそちらの世界にもございます。利用するのはこちらの死書、『アポロドロス断片集』のほうがよろしいでしょう。アポロドロスの著作は、そのほとんどが断片としてしか現存しておりません。完本とされていた『ビブリオテーケー』も作者が違いますので」

「ふん。じゃあなんで読ませた」

「一番わかりやすく、かつ体系的ですので」

　こいつも実は内心で俺のことをバカにしてるんだろうか──いや、違う。いくらなんでも考えすぎだ。シンの腹の立つセリフを思い返したって、良いことはなにもない。リヴルが選んでくれた本に間違いはないんだから、妙みような疑ぎ心しん暗あん鬼きになるのはやめよう。

「『アポロドロス断片集』は、彼の著作である『神々について』『年代記』等の、失われた部分を補完した死書です。ギリシャ神話の中でも、信しん仰こう対象の神々やその眷けん族ぞくの物語がメインですね。トロイア戦争などに代表される英雄譚たんはあまり網もう羅らされていませんが……」

「なんで断片集なんだ。死書なんだから完本のはずだろ」

「単に呼び方の問題です。そちらのほうが格かつ好こうがいい、とこの本が言いますもので。要はアポロドロス全集、とも言うべき死書です」

　随ずい分ぶんと厨ちゆう二に病びような死書らしかった。誰だ人のこと言えねえつったヤツは。

「基本的なギリシャ神話の神々はほぼ網羅されていますので、神器も神獣も問題はありません。お勧すすめの一冊ではありますが」

「ふん。考えとく」

「イエス、マイライター」

『アポロドロス断片集』を受け取る。幾いく度どと聞いた、リヴルの従順の言葉。とりあえずぺらぺらとめくって、シンの作ってくれた眼鏡めがねを利用できそうな武器がないか探してみた。古代ギリシャに銃じゆうがあるわけないから、弓か。でなければ投とう擲てきするための槍やりか？

「ところで、話はいささか変わってしまうのですが」

「どうした」

「眼鏡めがねに似合う服装はどのようなものがあるでしょうか？」

　くい、と眼鏡の蔓つるの部分に触れて、リヴルが聞いた。なに言ってんだコスプレイヤーめ。眼鏡メイドだって別に似合ってないわけじゃないんだが、それをわざわざ口にするのは、なんだかなあ。

　いや、言ってやってもいいか。この従者も、最近はなんだかんだで頑がん張ばってくれているから。

「──クラムボン！」

「っ」

　そのままでも悪くないぞ、と口を開きかけた時。

　俺の言葉は鋭いソプラノに遮さえぎられた。断ち切るような強い声。さっきまで泣いていたのが噓うそみたいに、ジュメルはリヴルの裾すそから手を離す。目を閉じながら、それでも、暗くら闇やみの中で光を見つけたかのように。

「見つけた！　見つけた！　泡あわになって消えたクラムボン！」

「ジュメル！　待ちなさい！」

　リヴルの静止を振りきって、双子の片割れは駆けだした。小さい背が素早く動く様子に、思わず俺も立ち上がった。たたたたと本ほん棚だなの間を滑すべる小さな影は、やはり意味をなさない言葉を繰り返している。

「リヴル！」

「イエス、マイライター！　また行方不明にはできません！　急ぎましょう！」

　せわしない一日は、まだ終わりそうにない。

　小さな青い影を追いかけて、俺とリヴルも飛びだした。鉄道に乗ったジョバンニとカムパネルラほどに、俺たちは遠くまで行くことはできない。それでも、一度見つけた水面に映るクラムボンを、次こそ逃すわけにはいかないのだった。




「あ、あの、けーいちろー……叱しかられちゃうかも、よ？」

「なに言ってんだ泉いずみ。一体誰にだよ？」

「わ、わかんないけど」

　槇まき敬けい一いち郎ろうは、恋人の曖あい昧まいな言葉に苦笑いした。小こ牧まき泉はこんな遅い時間まで、外をふらついていることに罪悪を感じているらしい。時間は確かに十一時を回ろうとしていて、優等生の泉にとってはあまり出歩く時間でもないだろう。

　連れ回している敬一郎も悪いと思っていないわけではないのだが、だからといってはい帰りましょうという気分には中々ならない。例によって副委員長の仕事をサボって、泉と街で遊んでいたのだが、結局帰らぬまま、こうして家の近所をぶらぶらと歩いている。

　泉いずみだけはなんとか帰らせたいのだが、中々、そういうわけにも。

「委員長……あの、怒ってるかも」

「なんで？」

「え、だ、だって、ほら、けーいちろー、仕事サボっちゃったし」

「へーきへーきだって！　え、なに、まさか俺なんにも考えずにサボってると思ってんの？　これはアレだよ、ほら、委員長と黒くろ間ま！　俺がいないならさ、代わりに黒間が委員長と仕事するだろ？　あの二人見てて、こー、イライラするっていうか、早くくっつけっていうか、だろ？」

「う？　うーん……？」

　首を傾かしげる泉だった。小こ牧まき泉は昔からこういうことに疎うとい。

　中学時代、今から振り返れば笑ってしまうが、槇まき敬けい一いち郎ろうはそれなりに荒れていた。というより、やさぐれていた。右も左もわからないガキが、わからないのは自分以外の全てのせいだと拗すねていたのだ。少なくとも、今の敬一郎はそうやって過去の自分を分ぶん析せきする。

　今の高校はそれなりの進学校だし、本来なら敬一郎が入れるような学校ではなかった。では何な故ぜ、受験して、しかも受かったのか。行動原理はひどく単純で、全部が全部、泉が理由だった。

「ていうか泉のほうこそ、塾じゆくは良かったのか？　今日木曜日だろ？」

「きょ、今日は、もう、いいや。ダメ、かな」

「ダメじゃない。全然、ダメじゃない」

　彼氏がサボるのなら彼女もサボる。互いが互いに似てくる。ただ、敬一郎が泉から受けている影えい響きようのほうが、その逆よりも遙はるかに大きい気がした。

　敬一郎の中学は荒れていたが、近くに私立学校があった。確か今は、黒間イツキの妹も通っていると言っていたか。沖おき津つ大学の付属で、小学校から大学まで一いつ貫かんしている名門。小牧泉はそこに通っていた。

　バスで通ってくる泉を見て、自転車の時間をわざと合わせた。上等そうな制服の中から大人しい眼鏡めがね少女の姿を探すのが習慣になっていた。そうなってくると、当然毎日学校に通うようになっていた。外身があんまり変わらなくても、中身は少しずつ変わっていた。

　最初に声をかけた時は、警察呼ばれそうになった。

　なんかもう脅おどしてるヤンキーと、脅されてる文学少女、という構図でしかなかったと思う。それでも連絡先を聞きだして、会う約束を取りつけた。泉は涙目だったから、まず間違いなく金を取られるとか思ったに違いない。というか、それから何度か会ったけれど、泉の肩はずっと震えていた。

　どうも敬一郎に敵てき意いがないらしい、と泉が理解するまで、半年ぐらいかかった。それまで映画とか喫きつ茶さ店てんとかまともなとこばかり行っていたのに。見た目で損そんしていると考えた敬一郎は、ピアスやチェーンといった怖い装備を捨てることにした。それだけで大分変わった。

　泉いずみが、敬けい一いち郎ろうとやっていることはデートなのだと気付くのには、そこから更に半年かかった。もう二人は受験生となっていた。泉は、せっかく大学までエスカレーターの学校に通っているのに、何な故ぜか地元の公立高校を受験するらしかった。その辺り、色々複雑な事情があるようだが、敬一郎は詳くわしく聞いていない。

　当然、迷うことなく敬一郎も同じ高校を受験することに決めた。敬一郎の場合、そもそも高校に行く気すらなかったので、成績は惨さん憺たんたる有あり様さまだったが。

「けーいちろーは……」

「ん？」

「大学、どうするの？　や、やっぱり沖おき津つ？　高校受験の時は頑がん張ばってたけど……」

「泉と同じとこ」

「わ、私、推すい薦せんだよ？」

「じゃあそこ」

　特に深く考えもせず、敬一郎は言った。まあそんなことは来年考えればいい。一年間頑張れば大体どこでも入れる、と敬一郎は思っていた。落ちこぼれヤンキーだった自分が、いくら泉の助けもあったとはいえ、今の高校に入れたのだから。敬一郎にとっての目標は、大学進学と言うより、小こ牧まき泉そのものなのだから。

　そういや進路希望も、泉と同じと書いて指導の先生に叱しかられた。それを黒くろ間まイツキに話したら、お前はいいな単純でと言われ、隣で一緒に聞いていた委員長にまた説教された。泉は確か困ったように視線を泳がせていただけだと思う。

　委員長と黒間も、こんな話するのかなと考えた。幼おさな馴な染じみらしいあの二人は、いつまでも一緒なのだろうか。

「黒間が煮え切らねえからな……」

「な、なんの話？」

「バカな友達の話」

「け、けーいちろーのほうがバカだと思う……」

　泉が酷ひどいことを言ってくれた。呼び方が槇まき君からけーいちろーに変わった時は、それはもう嬉うれしくて飛び上がって、泉に若干ヒかれたのも今では良い思い出である。

「盗とう撮さつとか、してたくせに」

　いかにも痛いところを突かれた、という風にリアクションする敬一郎。泉は珍めずらしく、そのまま畳たたみかけてきた。言葉少なな彼女が、今日ばかりは珍しい。

「し、進路っていうか、将来っていうか、あと、普段からの態度とか、もっとちゃんと、その、考えてくれないと」

「考えてるつもりだけどな。泉と結婚でファイナルアンサー」

「あ、あんまり不ふ真ま面じ目めな人と、け、結婚できない、よ？」

　泉いずみの顔が真っ赤だった。泉は少し俯うつむいただけで、綺き麗れいな瞳が、分厚いレンズや、垂らした前髪に隠かくれて見えなくなってしまう。それは対たい人じん恐きよう怖ふ症しようのきらいがある泉なりの工夫なのだが、せっかくの顔が隠れてしまうのはもったいないと敬けい一いち郎ろうは思っていた。

　なんとなく、二人で黙だまりこむ。夜の住宅地を、二人で進む。別になにをするわけでもない。

　さっきはああ言ったが、やっぱり年頃の女の子が遅くまで出歩いているのは良くないだろう。妙みような虫がつく、というよりも、傍はた目めから見れば敬一郎自身が当の良くない虫である。いくらか改善されたとはいえ、進学校の中で敬一郎はやっぱり不良扱あつかいだし。

　いや、実を言えば敬一郎だって、こんなに遅くなるつもりはなかったのである。自分と違って泉は繊せん細さいで、扱い方を間違えるわけにはいかない。雑にすれば簡単に壊れてしまうかもしれない。壊さないようにしていたら、いつの間にかこんな時間になってしまった。強引なやり方をしなかったから。

　とはいえ、敬一郎だって器用ではない。

「なぁ、泉」

「な、なに」

「なんで今日に限って帰らないんだ？」

　普段、真面目な泉は、塾じゆくをサボるなんて絶対にしない。押しに弱くて言葉少なな泉だが、相手が敬一郎の場合はその限りではない。毒も吐はけばわがままも言う。彼氏相手なのだからそれはそうだろう。

　こんな時間までふらふらとしている敬一郎を、泉は咎とがめるなり叱しかるなりするだろう。少なくとも、当てもなく一緒にいるなんてことはない。ましてや塾をサボってまで？　それはとても泉らしくない。

　泉も、多分勘かん付づいている。

「け、けーいちろーこそ」

「俺はほら、なんだ、忙しいからな、色々と」

「な、なにか隠してる」

　誤ご魔ま化かしが適当なのか。それとも泉が鋭いのか。今迫っている危機について泉が理解しているとは思えないけど、敬一郎の様子がおかしいことには気付いていたのかもしれない。

　自分にだけ反応するセンサーでもあるのか、と敬一郎は思った。

「もう帰れよ。親父さん怒るぞ」

　今でこそ裏路地を歩いているが、通りを一本違えれば明るい駅前も近い。そちらに行けばなんの問題もない。なのに、泉は少し意地になったように敬一郎を睨にらみ返してきた。

「さ、さっきと言ってること、違う」

「泉さぁ……」

　普段は弱気なくせに。

　敬けい一いち郎ろうと一緒にいる時だけ、泉いずみはいつもと違った顔を見せてくる。それが嬉うれしくないわけじゃない。だけど、今はダメだ。どうにかして泉だけを帰らせたいのだが、泉はそれを敏びん感かんに察知してくる。

「けーいちろーが帰るまで、いる」

「食べちまうぞ？」

「い、い、良いよ」

　良くねえよ、と思った。キスだけで沸ふつ騰とうするような相手にそんな真ま似ねができるはずもない。

　敬一郎は大きく息を吐はいた。もう手段は選んでいられないようだった。強引なやり方でお帰り願うしかない。でも、と覚かく悟ごを決めても手は簡単に動かない。突然立ち止まった敬一郎を、泉は首を傾かしげて見てきた。

　可愛かわいい仕草をするな。やりづらい、と敬一郎は思った。

　もう一度息を整える。今度こそ覚悟を決める。敬一郎は泉へ向かって手を伸ばして。

　泉の頰ほおを、殴りつけた。

　ぎゃっ、という悲鳴。泉のかけていた眼鏡めがねがアスファルトに落ちる。手加減は最小限にとどめた。ここで躊躇ためらっていたらやっていられない。今すぐ土下座して謝りたい自分を押し殺して、短く泉に告げる。

「お前、うざい」

　中学の頃から、自分からつきまとっておいて、とんでもない言い草だった。

「いなくていいよ」

　泉はしばらく敬一郎の顔を呆ぼう然ぜんと見つめていた。なにも声が出ない、といった様子だった。今まで敬一郎が見た中で一番悲痛な表情に思えた。

　が、やがて落ちた眼鏡を拾ひろって、なにも言わずに駆けだしていった。泣きもせず、叫びもしなかった。なにもなかったかのように、ただちょっと遅くなったから急いで帰ろう。そんな足取りにしか見えなかった。

　なにもなかったことにしたい。

　そう思っているのが見え見えの、背中だった。

「…………は」

　喧けん嘩か慣れしている敬一郎が殴ったのだ。あの可愛い顔に痕あとが残ったらどうしてくれる。他にもっと上う手まいやり方があった？　あったかもしれないが、バカな自分の頭ではこんなやり方しか浮かばなかった。

「どこのどいつか知らねえが……」

　泉が見えなくなってから、ようやく敬一郎は語りかける。泉は明るいほうにちゃんと向かってくれた。彼女が狙ねらわれることは、おそらく無い。

　闇やみの中の嫌いやな感じは、ちゃんとまだ敬けい一いち郎ろうに向けられている。

「俺にここまでさせやがって覚かく悟ごできてんだろォなァ、ああァ!?」

　荒れていた頃のドス声を使っても、返答は無い。

　だだ、妙みようなヤツがいる。それだけわかっていた。大体、空気でわかるのだ。喧けん嘩かをする場所の空気。殺気とも言うのかもしれないが、それはきっと武道の範はん疇ちゆうだろう。敬一郎にわかるのは、自分みたいなバカがバカな喧嘩をする場所の、その雰ふん囲い気きだけだ。

　殴った拳こぶしが痛い。

　当たり前だ。一番大切なものをぶん殴ったのだ。自分の心臓を握りつぶすよりも遙はるかに痛いに決まっていた。

「よりにもよって泉いずみと一緒のとこ狙ねらってきやがって……半殺しじゃすまさねぇぞ」

　暗くら闇やみに誰かいる。それはわかる。

　でも姿を見せない。これはかなり卑ひ怯きような相手だ。狭い路地裏。見える先の角を曲がれば、きっと誰かいる。住宅街だし、大げさに騒げば誰か出てくるかもしれない。しかし、それでは敬一郎の気が済まなかった。

　ごきりと、最近めっきり使っていなかった指を鳴らす。進学校の良い子ちゃんたちに紛まぎれたことで、すっかり鈍にぶってしまった勘かんを取り戻すかのように。

「っ！」

　なにか、飛んできた。

　慌あわてて頭を振り向けてかわす。街灯の明かりに照らされて、飛来する黒いボールのようなものが見えた。一いつ瞬しゆんだけ見えたそれ。ドッジボールの要領で素早く避ける。成績が悪い分、運動能力には自信があった。

　楕だ円えん形けいの黒いボール。塗りつぶしたラグビーボールにも見えた。

「気味の悪わりぃ……！」

　姿を隠かくした何者かの顔を見てやろうと、敬一郎は走りだす。が、更にもう一つ、ボールが飛んできた。たかだかボールだ。ナイフが飛んで来たわけじゃない。敬一郎は冷静にボールの軌き道どうを見み極きわめて、ドッジボールの要領で、目の前でバウンドするそれを身体で抱え込もうとした。

「がッ……!?」

　それなりに鍛きたえていたはずの敬一郎の身体が、ぐらついた。

　バウンドするボール──いや、それはもはや鉄球ともいうべき重量を伴っていた。腹で受け止めた瞬間、内ない臓ぞうにまで達する重い衝撃。黒球は、いかにも軽く跳ねているように見えた。少なくとも、敬一郎を黙だまらせるほどの威い力りよくを持っているようには思えなかった。

　片かた膝ひざをついた敬一郎の頭によぎったものは。

　近隣で起こっている連続傷害事件。

　被ひ害がい者しやは全て高校生。

　凶器は不明。鈍どん器きのようなもので、背後からの一撃。

（ま、マジかよ……！）

　身体の中心から溢あふれる痛みに、食いしばって耐たえる。ここでやられてはいけない、せめて相手の顔くらいはと、顔をあげて──。

　それでも犯人の姿を見る前に、敬けい一いち郎ろうの視界がブレた。

　後頭部に走る激痛。最初に避けた黒球が、戻ってきたのだと、痛みと衝しよう撃げきでぐしゃぐしゃになる脳で悟さとった。こんな重いものを、一体どうやって自在に操っているのか。その得体の知れなさに慄おののく前に、あっさりと敬一郎の視界は暗転した。

　ここに泉いずみがいなくて、心底良かったと思えた。

　眠い。痛い。だるい。重い。辛つらい。生温かい液体が倒れ伏した自分を濡ぬらす、気持ち悪い感覚。意識を失う前に敬一郎が聞いたのは、なにかの音楽だった。弦げんを弾はじくのではなく、細かく震わせる音。晩夏の大気に満ちる、これは。

　これは、ヴァイオリンの────？




　死し想そう図書館を飛びだした、ジュメルの後を追う。

　リヴルはともかく、俺の運動不足は目に見えて明らかだった。体育得意じゃないんだよなんてぼやいても仕方が無い。突とつ如じよ始まったマラソンは、あっさり死想図書館を抜けて、夢から現実の世界へとつながった。どうなってやがる。

　しかも不気味なのは、死想図書館からつながったのが見慣れた俺の街だったってことだ。後ろを振り向いても図書館への扉なんかなくて、その辺りの虚こ空くうから突然飛びだしてきたみたいだと自分で思う。周りに人ひと気けがないのは、神様の作為か？　それとも偶ぐう然ぜん？

「おい、こうもあっさり道がつながるのかよ!?　エレシュキガルにしかできないんじゃないのか！」

「いえ。そんなことはありません」

　リヴルはあっさり否定した。

「きちんと行き来のできる道でしたら、エレシュキガル様やイシュタル様。今のイツキ様であればアリスの力などを借りることでつなぐことができます。ですが、あのジュメルは、往おう路ろのみを見ていて復ふく路ろを考えていません。暴走と言っても良いでしょう。木に登った猫が下りられなくなるように、あんな進み方では戻ることができません」

「マジかよ……」

「我々も、今ここから死想図書館に戻ろうとすれば、エレシュキガル様の力を借りる他ありません。おそらくジュメルが迷い子となったのも、その発見が遅れてしまったのも、このようにデタラメに進んでいたのが理由の一つかと」

　そこまでして、なにを求めるのか。決まっていた。アリスの森ではぐれないように手をつないでいたヘンゼルとグレーテル。双子の片割れ。独白に合奏される言葉がそこに無いことこそが、ジュメルにとってなにより辛つらいのだろう。

　ジュメルの脚は速かった。小こ柄がらな者がもつ敏びん捷しよう性せいは、容易たやすく俺を引き離す。

「ちっ……リヴル追え！　俺のことは気にすんな！」

「イエス、マイライター」

　俺を置いて、リヴルが一気に加速する。

　敏捷さでは、リヴルも負けてはいないはずだ。今はジュメルを逃がさないことが先決。駆けだした先に、あるいはもう一人の『青の双子』がいるのかもしれない。足手まといにはなれなかった。

　だが。

　人外の速度で駆けだしたリヴルの脚が、すぐに止まる。夜の裏路地になにを見たのか。俺ももう限界だと呻うめく肺はいを無視して、彼女の背中まで駆け寄った。嫌いやな予感は、ますます増大していた。

　この空気。

　未み耶やが死んだ図書室でも。餓が鬼きに満ちた京きよう都とでも。そしてチェシャ猫を見たワンダーランドにも満ちていた、この空気。

「イツキ様、人が倒れています」

　返事はできなかった。息をきらしているからじゃない。

　闇やみに倒れる、大柄な身体に、見覚えがあったからだ。そのすぐ傍そばで、ジュメル・ブルがへたりこんでいる。

　なんだ、この、光景は。一体なにが。分ぶん析せきしようとする端はしから疑問符が溢あふれだして、結果として俺の頭は思考を停止せざるを得なくて。

「注文は多いけれど────出てこない料理には────だってそれは当然で────食べられる側だったから────逃がすほうが間抜けと笑っても────生きていくためには仕方が無くて────哀しいことに、山猫はまだお腹なかを空すかせたままなのです」

　ぶつぶつとジュメルが喋しやべる。閉じた瞳から流れる涙。力なく投げ出した足は、真っ赤な血に染まっている。誰の？　倒れているそいつの後頭部から、血が。

　その茶髪には。そのデカい図体には。見覚えが。

　リヴルが駆け寄って、倒れたままのそいつを助け起こす。夜の闇でもはっきりわかった。わかってしまった。こんな状況で見たい顔じゃなかったのに。

「あ……」

　槇まき敬けい一いち郎ろう。

　バカだけど調子の良い、数少ない悪友が、どうしてここで。

　そうだ。この光景は、アレに似ている。俺の幼おさな馴な染じみが異空間で邪じや神しんに囚とらわれた、あの、最悪の夜のワンシーンに──。

　うるせえ。

　我を忘れる暇ひまがあるのならば、俺に今できることをするのが先だろうが。脆ぜい弱じやくな精神を言い訳にして、俺の義務から逃げるな。

「イツキ様。犯人を追いますか？　おそらくまだ近くにいるものと」

「ふざけんな！　敬けい一いち郎ろうの手当てが先だろうが！」

「イエス、マイライター。応急処置程度でしたら可能ですが」

「なら急げ！」

　叫ぶ俺とは対照的に、リヴルのほうがよほど冷静だった。躊躇ためらいなく、自分のスカートを破って、その布を被ひ害がい者しやの後頭部に巻きつけていく。手つきが鮮あざやか過ぎて、なにをやっているのかさえよくわからなかった。

　俺は携けい帯たい電話を取り出す。救急車が来ても説明はできないし、すぐに逃げるしかないだろう。本来の俺はまだ自分の部屋で寝ているはずで、ここにいる夢の中の俺も、リヴルやジュメルと同様、得体のしれない『筆記官ライター』なのだから。

　敬一郎を置いていくことに、心苦しさはあったけれど。

「完了しました、イツキ様。血は止まっています」

「……だけど、後頭部だろ。これは……」
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「仰おつしやる通り、放置すれば危険な状態ですが、すぐに病院に運べば問題ないかと。ただ、状況がまったく摑つかめません。たとえここに、双子の片割れの残ざん滓しがあったとしても、それが判断できるのはジュメルのみです」

　混乱するばかりの頭は、俺になにが正しいかなんて教えてはくれなかった。

「セロ弾ひきのゴーシュは言いました────言いました────言ったの────なんて言ったの？　────答えて────教えて────くれないの────声が、ない。ない。な、あ、ああ、ああああああああああああ」

　壊れたジュメルの声は、相方を求めて虚こ空くうに消える。

　それに紛まぎれて、なにかの音が聞こえたような気がした。擦こするような、首の辺りがむず痒がゆくなるような、不快な音色。

　ヴァイオリンのそれだと、思った。












日記二





　九月一日

　今日もまた一人見つけてしまった。可哀想だけど仕方が無いでしょう。だって私が悪い訳ではないのだから。なるべく感情的にならずに淡々と進めていかないと。連続傷害事件ですって。ああ、怖こわい、怖い。

　一回目は外してしまった。相手はなんだか、こういう怖いことに慣れているようでした。そういう人でも一いち撃げきで寝かせられるように、更にヴァイオリンを練習しておかなくてはならないかしら？

　そういえば学校の人だったかしら。あの人は慌あわててくれるのかしら。少しだけ良い気味だけど、いずれそれも自分に還かえってくると考えると、次からはもっと相手を厳げん選せんしなくてはいけないかしら。今後の課題ね。もちろん完かん璧ぺきな私には、問題なんてありませんけれど。

　おやすみなさい。














日記三





　九月二日（前半）

　やはりみんなどこかそわそわしていた。諫いさめるのが大変。私の言う事は皆さん聞いて下さるけど。警察の気配もあったし。でも、犯人なんて見つけられるかしら。やっぱり夜遅くに出歩かないこと、これが大事ということでしょう。

　一般生徒ならともかく、生徒会までその空気が伝でん播ぱしているのは嘆なげかわしいこと。私が言っても中々おさまらない。それも仕方が無いかしら。だって、ねえ、今まで近隣の高校ばかりだったのに、とうとう私の学校にまで被ひ害がいが及んだのだから。生徒会長としてやるべきことはやっておかないと。

　でもそうね、きっと大丈夫。全部上う手まくいく。だって私は完かん璧ぺきなのだもの。おやすみなさい。
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　今日の教室には、やかましい音が少なかった。

　敬けい一いち郎ろうは休み。あれだけの傷を負っていたのだから至し極ごく当然か。そして小こ牧まき泉いずみも休んでいる。これは未み耶やからの話だが、小牧はずっと、病院で敬一郎に付き添っているらしい。敬一郎は彼氏としては色々と失格な部分がある人間だと思うのだが、何な故ぜそこまで献身できるのか。

　更に、普段は真ま面じ目めなはずの隣の少女も、今日はどう贔ひい屓き目に見ても、授業に身が入っているとは言い難がたかった。優等生の未耶にしては珍めずらしいが、無理もないだろう。友人が連続傷害事件に巻き込まれたのだ。意識せずとも口は重くなる。

　俺も、誰かとお喋しやべりするような元気は無い。なんだこれは。まるで葬式だ。

「元気がねえぞ、未耶」

「こんな状況でいつもの調子出ると思う？」

　お気楽な声もない、シリアスな眼光で睨にらみつけられた。

「あーうー、ごめん。八つ当たりだね」

　へにゃりと、力なく机に突っ伏す未耶。昼飯のパンにもほとんど手をつけていなかった。これは多分、後で俺が処理を命じられるだろう。

「食わないと午後持たないぞ」

「いい。お腹なか空すいてなくてー」

　未耶だけでなく、クラスの何人かは多少の差こそあれ、大体同じような空気だった。

　連続傷害事件。俺の学校の槇まき敬一郎が、被ひ害がい者しやとなってしまった。

　もちろん、それはそれで深刻な事態だ。この事態に、夜中出歩いているほうが悪いなんていう正論は、当事者じゃないから言えること。近しいものが襲われてしまえば、そんな理り屈くつを吹き飛ばして犯人憎しの感情が湧わき上がる。

　ただ、俺にとっては。

　どっかのバカが引き起こした連続事件なら、まだ良かったのだ。では、あの時突然駆けだしたジュメル・ブルは？　敬一郎が襲われた現場へ、音楽堂の従者が向かった？

　それは、あの場所にもう一人の管理人、ジュモ・ブルの痕こん跡せきを見たからに他ならないからだ、とリヴルは断言した。友人が襲われ、俺もその場に出くわしてしまったことで、俺にとって遠かったはずの通り魔事件が一気に近づいてしまった。

　事件と、あの双子と、なにかがつながっているのは、どうやら間違いないらしい。

「ねー、イツキはさ、なにか聞いてないの。おししょーさまから」

「帰って来ねえよ、アイツは。ずっと走りまわってやがる」

　少年課とはいえ、一応は刑事である母親。今はなにかと忙しいらしい。連絡は毎日不定期にかかってくる短い電話だけ。もちろんあの女の仕事は犯人逮捕ではなく、地元の警けい戒かいにあるのだろう。管かん轄かつは違っても走りまわっている母を思うと、事件の深刻さを思い知る。

　これが普通の通り魔だったら、もちろんなにをしてやがったと母親を責めることもできたかもしれない。

　だが、ジュモ・ブルが関わっているかもしれないと知った今は、そんなことは無意味だと理解している。目撃を避け、人のいない場所で異常事態を呼び起こすことだって十分にできる。そう、他でもない俺自身が学校や京きよう都とでやっていたように。現実に異世界を作り出す。

　警察に捕まえられるものだろうか。敬けい一いち郎ろうを狙ねらった犯人を。

「……お見舞い、行く？」

「ああ。行かせてもらうよ。果物でも持って行ってやるか」

　ジュメルは、今はエレシュキガルが面倒を見ている。風か邪ぜひき女神と情緒不安定のゴス少女。そのシチュエーションに不安がないわけではないのだが、たとえ病気でも女神は女神。なんとかなるだろう。そもそもジュメルを作ったのがエレシュキガルだしな。

　クラスは違うが、シンも今日は来ていない。これから荒事になると察知したアイツは、早々に引きこもってなにかを作っているらしい。シンの能力は、俺みたいにその場の状況に対応したものを作り出す瞬しゆん発ぱつ力りよくはない。あらかじめ準備をして、来きたるべき危機を予測して、戦うしかない。シンの戦いはもう始まっている。

　俺の戦いは、まだだ。だが、そのために動き始めなくては。

　とりあえずリヴルとは、連続傷害事件とジュモ・ブルにどんな関係があるのか調べる、という点で目標を一致させているし、エレシュキガルからの許可も得ている。シンがどんな準備をしているかわからないが、俺の役目は、アイツの作るものが役立つ状況に持っていくことだ。

「ね。ねえ。イツキ」

　今日の未み耶やは、俺のことをあだ名で呼ばない。それだけ彼女の頭の中には、真剣な空気で満ちているのだろう。

「もう大丈夫だよね。解決……するよね」

「心配するな。こんなことが二度も三度も起こってたまるか」

　なんの根こん拠きよもないセリフだった。通り魔の犯人が捕まっていないのだから、事件はやはり続けて起きる可能性が高いだろう。次の標的が俺たちの知り合いでないという保証もない。ましてや。

　未耶が狙われないという保証も。

　いっそ、俺を襲ってくれればいいのだ。そうすればリヴルと一緒に返り討うちにできるというのに。

　リヴルは、いつかのように、俺の周りで調査と護衛を兼ねることになった。俺の身辺を守りつつ、事件を調査して双子の手がかりを得る。そういう段取りだ。京都のこともあるし、もうどんな格かつ好こうで出てきても驚かないが、しかし未いまだに本人の気配が見えないのは一体どういうことだろう。

　覚悟はできているつもりだが、それはつまり、覚悟を決めないといけないほどの嫌いやな予感がするということだ。主にくだらない方向で。

「イツキ……どしたの本なんか出して？」

「図書室に借りてた本返しにいくだけだ。すぐ戻ってくるから」

　未み耶やは生返事にも程がある返し。聞いてたのか聞いてないのか。ついでに俺は彼女の机から、手をつけてないパンを取り上げてかじる。小さいアンパンはすぐに胃に収まった。未耶はありがとーと、昼飯の処理に礼を言ってくる。ダメだ。今日の未耶は使い物にならないだろう。

　放課後は、やはり一緒に病院へ行こう。敬けい一いち郎ろうの見舞いという意味だけでなく、未耶をしばらく見張ってなければ、不安で仕方が無かった。




　図書室は、いつもより人が少なかった。

　いや、まあ、昼休みの図書室なんてこんなものかもしれないがよ。大体、司書の恋こい池いけ先生があの調子なので、元々この図書室は極きよく端たんに男子生徒が少ない。読書や勉強をしに来るのに、司書の先生が色気振りまいてちゃ集中できない。

　俺はある程度慣れたが。

「先生は……準備室か」

　貸出カウンターの横を通って奥のほうへ。カウンターでは図書委員らしき女子二人が俺に対してどうもーとか言ってくる。名前も知らない後輩なのに、向こうは俺を知ってるというのはなんとも気味が悪いというか、違和感というか。図書室の常連だから仕方ないんだが。適当に返事をして、そのまま準備室に。

「あら黒くろ間まクン。最近ご無ぶ沙さ汰ただったわね」

「ちっす」

　軽く頭を下げる。先生は相変わらず胸元を強調する服装で、この人がよく教師やってられるなと毎回思ってしまう。しかも今日は同じような服装が二つあるから正直辟へき易えきするというか。

　──二つ？

「恋池先生、これでよろしいですか」

「あーん、ダメよリヴルちゃん。もう一つボタン、開けなきゃあ」

「はあ、しかしそれでは下着が見えてしまうのでは」

「気をつけてればだーいじょーぶ」

　大丈夫じゃねえよこのフェロモン人妻。

　恋池先生は、タイトスカートにシャツという同じような格好をした女に、なんか服装の指導をしていた。相手はリヴル・ブランシェ。講義の時によく着る女教師スタイルでのご登場だった。ある意味良かった。制服着て生徒として紛まぎれてなくて。

　今回はこういう登場か。

「あ、紹介するわねぇ黒くろ間まクン。こちら大学生のリヴル・ブランシェさん。司書教諭志望で、ここ何日か実習生として来て頂いただくことになっているからぁ」

「よろしくお願いいたします」

　リヴルがまるで初対面であるかのように挨あい拶さつ。司書教諭になるのに実習が必須なのか、なんてことまで俺は詳くわしくなかったが、その辺りはどうとでもねじこめるのだろう。神様のやり方は、事情を知っている人間にしてみれば強引と言う他ない。

「どうも、よろしくっす」

　俺も軽く頭を下げる。リヴルにこんな態度はなんか気持ち悪かった。きっと向こうも同じだろう。隷れい属ぞく根性が染みついているリヴルが、主あるじたる俺から頭を下げられるなど。無表情の奥でやめてくださいと無言の懇こん願がんが見えた気がした。

　もっとも、互いにそんなむず痒がゆさを耐たえている甲か斐いあってか、恋こい池いけ先生は訝いぶかしむことはなかったようだが。

　それにしても、だ。

　リヴルと恋池先生、スタイルの良い二人の女性が並んでるから（しかも方向性は全然違う）ここは図書室でなく、どこかの風俗なのかという気さえしてきた。人がいない理由もわかろうと言うものだ。集中なんてできるはずないから。

　つか、なんかずっと見てたら金でもとられそうだ。

「先生、これ、借りてた本」

「カウンターでよろしくね。先生、これからリヴルちゃんに色々教えてあげなきゃいけないのぉ」

　いつも以上に図書準備室に漂ただようピンク色の空気。吐はき気がしそうだ。

　リヴルは、胸元が不必要に開いている以外は、まあ、まっとうな格かつ好こうである。だが身に付けているノンフレームの眼鏡めがねは、シン手製の魔導具『戦神の高座フリズスキヤルヴ』だ。不測の事態にきちんと備えているのがわかる。

　一方で、黒のストッキングを支えるガーターベルトは無む駄だに動きにくそうだ。こいつ、見た目重視なのか実用重視なのかはっきりしろ。

「通常業務も教えてやればいいのに……」

「リヴルちゃん、覚え早いのよ。私より詳しいかもしれない人に教えることなんて……ねぇ？　あ、黒間クンはパソコンの使い方を教えてあげてくれる？」

「あのですね」

　恋池先生は妖よう艶えんに微笑ほほえんでいた。俺の手から本を取り上げると、くすくす笑いながらその辺に置いてしまった。左腕がデフォルトで胸を持ち上げる位置にあるのはなんだろう。無駄にデカイ胸が重いのだろうか。隣のリヴルが真ま似ねするからやめてくれねえかな。

「それで？　黒くろ間まクンは恋愛上等な恋こい池いけ先生になんの御用なのかしら？」

「あー、ってーと？」

「本返しに来るだけならそれこそ、カウンターでやればいいでしょ。わざわざ準備室に来るなんて。センセ、なんでも相談に乗っちゃうぞ」

　当たっているような、外れているような。微び妙みような気分にはなる。先生の顔を見たくなったのは、まあ、噓うそじゃないんだけどさ。息の詰まる教室にいるより、先生と会話するのも悪くないかな、と思ってはいたが。

　ただ、ここにリヴル・ブランシェがいるとなると、それはそれで少々話が違ってくるのだが。

「恋愛じゃないですね」

「なら、槇まきクンが襲われたこと？　ま、むしろそっちよねぇ。黒間クンの家の近くだって聞いてるけど？」

　さすが自称百ひやく戦せん錬れん磨ま。勘かんの鋭さも尋じん常じようじゃない。長い付き合いだし、たとえ司書教諭といえど、教師の肩書きは伊だ達てではないということか。この学校から被ひ害がい者しやが出たという事実は、それなりに校内の空気を浮き足立たせている。恋池先生もその辺りを敏感に感じ取っているのだろう。

「恋池先生、お仕事のほうは」

「リヴルちゃん、生徒の悩みを聞くのも大事なお仕事。そうでしょ？」

　詭き弁べんな気もしたが、リヴルはなるほどもっともだとばかりに頷うなずいていた。先生自身も、例の事件について心配してくれているらしい。当然か。襲われたのは先生にとっても大事な生徒だ。敬けい一いち郎ろうが図書室にいるのは見たことねえけど。

　センセー、という声。カウンターに座る図書委員からだった。ちょっとごめんねと断って、恋池先生はささっとそちらに向かう。普段ふざけているからわかりづらいが、意外と仕事はできる女性なのだ。パソコン関係が苦手なだけで。

　さあ、どのくらいできるかわからないが、恋池先生がいない今、『本業』の話をしてみようか。

「……今度はこういう形か、リヴル」

「イエス、マイライター。生徒に紛まぎれこむことも考えたのですが、エレシュキガル様が、私を学生と思わせるのはいささか難しい、と仰おつしやられまして」

「妥だ当とうだと思うぜ？」

　リヴルの見た目は二は十た歳ち前後。完全な静の雰ふん囲い気きとあわせても、学校の制服が似合うような女ではない。若づくりと言われるのがオチだ。ていうか誰より先に、きっと俺が言ってしまう。

「別に構わないのですが、イツキ様、私のことを年増だと思っておられませんか」

「違うのか」

「外見年齢はイツキ様とそれほど大おお幅はばに差があるわけではないと思われますが……もしイツキ様がお望みでしたら、ユズキ様くらいの外見年齢に変更することも可能ですが」

　小学生くらいのリヴルを想像してみたが、なんだか上う手まくいかなかった。こいつ多分ずっとこの姿で長い間変わらないんだろうし。幼い頃が無ければ年をとることもない。俺のほうが成長が早い。

　変化があったとしても微び速そく度どだと、こいつ自身が言っていたしな。

「いいよ、別に。そんなことより」

「昨晩のことですね」

　そこまで話したところで、恋こい池いけ先生が早足で戻ってきた。珍めずらしくちょっと困った顔をしている。この人の汗は、たとえそれがどんな種類のものでもエロく見えるから、なんだかズルいというか、不健全だと思った。

「ごっめぇーん、黒くろ間まクン。ちょっとここにいてもらっていい？」

「はぁ、なんすか」

「ちょっと裏の書庫のほうに用事ができちゃって。リヴルちゃんと話でもしてて。あ、カウンターの子たちには言ってあるから、なんかトラブったら助けてあげてね。チャイム鳴ったら教室行っちゃっていいからさ」

　わかりました、と応ずると、恋池先生はさっさと準備室の裏手にある書庫にひっこむ。ある程度までは電子化されたとはいえ、紙というのは重くて厚い、非常にかさばる媒ばい体たいだ。閉へい架かにはまだまだたくさんの本がある。

「代わりにいろ、とは」

「大方、開かい架かに置いとかなきゃいけない本を間違って書庫のほうにしまっちゃったんだろ。たまにあることだ」

「随ずい分ぶんと頼りにされているようでしたが、図書委員なのですか？」

「別に。ただ、よく使うから。いつの間にか仕事覚えてたし、先生の手伝いとかもたまにやってた。それだけ」

　どっかの生徒会長に連れだされるよりは、そっちのほうがよほど気が楽だし、俺も楽しいのだが。しかしいつの間にか裏図書委員なんて呼ばれているのは本当になんなんだろうな。

「イツキ様。では」

「ああ。昨日のことだろ。今なら時間ある。気付かれないようにな。なんかわかったか」

　恋池先生が普段座っているチェアに腰掛ける。パソコンの画面には、入荷した新刊の目録らしきものが映っていた。まだ作成途中らしかった。

　リヴルがここに来た理由。俺の護衛と事件の調査。現実世界に紛まぎれつつの、適てき切せつな情報交換は急務だ。

「いえ、特に目新しいことはなにも。ただ、やはりあの犯行現場にジュモ・ブルがいたことは間違いないと思われます。ジュメルは飛びだし、片割れを求めてあの場所に向かったのは間違いありません。あるいは最悪、ジュメルがジュモの居場所を感知した時、丁ちよう度どジュモ・ブルが槇まき敬けい一いち郎ろうさまを襲っていたのやも」

「……理由は。なんで行方不明の双子の片方が、そんなことするんだよ」

「目下、一切は不明です。ですが、ジュモ・ブルもまた、私たちと同じ管理人であり従者。ましてや自我の最も希薄な『青の双子』の片割れです。自らそのような、積極的かつ攻撃的な行動に出るとは非常に考えづらい。あるとすれば、そうですね、たとえば自衛のために反撃した、という可能性があります。最も、よほど身の危険を感じていなければなりませんが」

　却きやつ下か。即そく答とうでそう言うと、リヴルも頷うなずいた。それだと敬一郎がジュモになにかしたことになる。それは考えづらいし、大体、一連の連続傷害事件との関連がわかりにくい。そう、これは、一貫した悪意をもった人間の仕業。偶ぐう発はつ的に起きたトラブルなんかでは、断じて無い。

　だから。

「『演奏家プレイヤー』の意志によるもの、ということでしょうか」

　そうだ、それしかない。まあ、ジュモ・ブルがあの場所にいたと考えるなら、それが一番妥だ当とうだ、という程度の推測。仮定を重ねた砂上の楼ろう閣かくでしかないのだが。他に、全体に説明のつく回答がない。

　一連の事件の犯人が、ジュモ・ブルの主あるじ。そう考えるのなら。

「もちろんジュモ・ブルがあの場にいたことと、敬一郎さまが襲われたことに関連性がないのであれば、この限りではないですが」

「そりゃ、ちょっと無茶じゃないか」

「はい、その通りです。ジュモ・ブルが行方不明なのは確かですが、同じく行方のわからなかったジュメルは次元の狭はざ間まにいました。ジュモも同様、次元のどこにも行けずに迷っていると考えるべきなのです。それなのに、ふらりとあの犯行時刻、犯行現場に迷い込んだ？　可能性はゼロではないでしょうが、我々が行動の指針とするには低すぎる確率と言えるかと」

　だが、だからこそ高い確率の回答のほう。音楽堂の主が関わっているという推測が、なおさら現実味を帯びてくるのだ。

「『演奏家プレイヤー』も今まで不在だった、って考えていいんだな？」

「はい。特に問題がなければ、死の施し設せつの主人が呼び寄せられることはありません。通常の運営ならば我々従者だけで可能ですから。音楽堂も今までは特に問題もなく、正常に機能していたため、主もまた必要なかったはずです。私も『演奏家プレイヤー』が何者であるのかは一切存じません。しかし双子が行方不明の今、我々の与あずかり知らぬところで、ジュモと『演奏家プレイヤー』が契けい約やくしていた可能性は十分にあるかと」

「片方だけでも契約できるのか」

「もちろん可能です。ジュモと『演奏家プレイヤー』がどうしてつながったかはわかりませんが。しかしそう考えると、音楽堂での異変もあわせて考えねばならないかもしれません。ジュモ・ブル、ジュメル・ブル両者にとって、今は緊急事態。私の時もそうでしたが、本来ならトラブルを解決する時にこそ、施し設せつの主が必要とされるのですから」

　そういやあったな、音楽堂につながらないとかいうトラブルも。でもそっちはそっちで、死書の仕業の可能性もあったのではないだろうか。くそ、色々とこんがらがってきやがった。状況の整理をしたい。

「ジュモを探すよりも、まず『演奏家プレイヤー』を探したほうが早いやもしれません」

「できるのか、そんなことが」

「もちろんです。『演奏家プレイヤー』は他の主と同様、相互に関係しているはず。どなたかはわかりませんが、イツキ様のお知り合いである可能性が高いです。金こん野のカナ様、赤あか崎さきシン様にもそれぞれ心当たりがあるかと思われますが……イツキ様、『演奏家プレイヤー』に該がい当とうしそうな知人はいらっしゃいませんか？」

　当然。

　俺の高速筆記。カナの無差別飲食のごとく。ふざけた能力の持ち主であることには違いないのだろう。そう、一人だけ心当たりがある。あのヴァイオリンの音色。いくつもある噂うわさを思い出せ。あの時未み耶やと聞いた、あの音色のことを考えろ。

「絶対音感……『演奏家プレイヤー』が持ってるのは、それだな？」

「はい。その通りです。お知り合いが？」

「この学校の生徒会長だ。カナやシンとどうつながってるのかはまだわからねえけどよ。アイツの顔は知ってるし、絶対音感を持ってるらしい。ヴァイオリン以外にも、色々と弾ひけるらしい。らしい、が……」

　俺やカナみたいに、一芸に秀ひいでているわけじゃない。

　アイツは万能なんだから。得意なことは音楽だけじゃない。それなのに、『演奏家プレイヤー』なのか。それとも、そんなことは関係ないのだろうか。ヴァイオリンが上等に弾ければ、それでいいのか？

「緑みどりヶが丘おかユカリ。俺の知ってる中で一番優秀な人間だし、音楽が得意ってのなら、こいつしかいない。と、思うんだが」

　理由が無い。あれほど完かん璧ぺきな女が、自分の学校の生徒を襲うその理由が。俺の知らないなにかがあるのかもしれないが、だからといって、アイツがそんなリスクの高いことをするだろうか。

「動機よりも、可能性があるか否いなかだと思われますが」

「可能性云うん々ぬんで言うならよ、そもそも『演奏家プレイヤー』と俺が敵てき対たいするって状況が有り得ないんじゃないのか。本当なら、俺を手伝ってくれるヤツだろ」

「赤崎シン様の例もあります。どう転ぶかはわかりません。それにそもそも、連続傷害事件とイツキ様、なんの関係もありません。事件を起こすことは、直接イツキ様と敵対することにつながりませんが？」

　周囲に配はい慮りよして、小声で淡々と。

　確かにそうだ。いや、そうだった。極きよく論ろんすれば、俺と事件は関係がなかった。敬けい一いち郎ろうが狙ねらわれるまでは、な。友人が被ひ害がい者しやとなってしまった以上、もう犯人は俺の敵だ。向こうにその意識があるかどうかは知らねえがよ。

　それにしても、いつの間にかシンを様付けか。『製作者メイカー』になったからだろうが、ワンダーランドでは呼び捨てにしていたのに。シンも出世したということかね。

「他の可能性はないか。たとえば、ジュメルが敬一郎を襲った犯人ってのは」

「私には、あの状態のジュメルがそのような行動に出るとは思えません。不安定ではありますが、理由なく人を襲うようなことは有り得ないかと。我々は基本的に他者、特に人間を攻撃するように作られておりませんから」

「ま、そうだろうな」

　暗くら闇やみでさめざめと泣くジュメル・ブルが、敬一郎を襲ったとは、あんまり思いたくないしな、心情的に。大体、それなら、一連の事件との関係はどうなる。ジュメルが全ての通り魔事件の犯人と考えるのは、やっぱり無理があるだろう。異空間を彷徨さまよっていた、というエレシュキガルの話と食い違う。

　連続通り魔、なのだ。

　なにかしらの悪意が、持続している。その場限りの衝しよう動どうではない。動機はまだわからないが、計画性のあるものと考えるのが妥だ当とうに思える。

「ひとまずは、どうなさいますか？」

「緑みどりヶが丘おかユカリは、俺が調べてみる。どこまでできるかわからないがよ」

　なんでもできる生徒会長が、もし犯罪に手を出していたら？　俺がどこまで暴けるだろうか。隠いん蔽ぺい工作はきっと完かん璧ぺきで、じゃあ一体どこまでできるのだろう。

「ご一緒します」

「いい、ひとまず一人でやってみる。お前はどうするんだ？」

「音楽堂の異変のほうはエレシュキガル様が調べていらっしゃいます。私は、別の側面から連続傷害事件について当たってみようかと。今の私の社会的身分は保障されていますから、怪あやしまれることも少ないかと。被害者の共通点、および緑ヶ丘ユカリについても、直接本人に当たるのではなく、外そと堀ぼりを埋める形で調べていこうかと考えています。イツキ様、よろしいでしょうか？」

　俺は頷うなずいた。普段一緒にいる機会が多いのだが、いつもいつもそうくっついていなくてもいいだろう。調べ物は別々に。もちろん、戦せん闘とうの段になればそんなことも言っていられないだろうが。

「イツキ様。私の最優先事項はイツキ様の護衛です。それだけお忘れなく」

「だな。そんなコスプレしているんだもんな」

「イツキ様。私が好きで毎回服装を替えていると思っていらっしゃいませんか？」

　リヴルが半眼で見つめてくる。違うのだろうか。アリスに着せられたバニーはともかく、それ以外はほとんど自主的なものだと思っていたのだが。それともエレシュキガルあたりの命令なのだろうか。

「イツキ様に気に入られようと毎回趣しゆ向こうを凝こらしているのです」

「お前……」

「例えるならばデートの前に、着ていく衣服に悩む女子高生のようなものです。どの服装であればイツキ様の好感度が上がるのだろうと考えに考え、いつまでもメイド服のままではイツキ様に飽きられてしまうからと我ながら健けな気げに」

「ワンダーランド越えて性格変わってねえか、お前」

　あと、さっきも言ったがリヴルに女子高生は無理がある。比ひ喩ゆだとわかっちゃいるのだが。自分で健気とか言ってる時点で全然健気じゃねえし、やっぱりコスプレ自分で楽しんでいるとしか思えないんだよな。

「そういう女性はお気に召しませんか、イツキ様」

「お前はどこかあざといというか、計算が見え隠かくれする」

「はい、計算ですので」

　あっさり言う辺りが天然ボケである。

「とりあえずボタン閉めろ」

　白い胸元は目の毒にしかならないんだよ。言われてリヴルはさっさとシャツの前を閉める。どうせまた後で恋こい池いけ先生になんかされるんだろうが、いいや、俺の目の前で変な格かつ好こうさえしなきゃいい。

「ごっめぇーん。ちょっと間違えて……あれ、二人とももう仲良し？」

「最近の高校生がどのような本を読むのか、教えて頂いただきました」

「黒くろ間まクンじゃサンプルにはならないわよぉ。片かたっ端ぱしから読むもの」

　余計なお世話だ先生。そしてリヴルこそ、俺がなにを読んでいるのかよく理解しているはずだった。だからこそ、異界の住人の、不自然を悟さとられまいとするリヴルの器用さに頭が下がる。こいつはまだ、俺のことをイツキ様としか呼べないはずだがな。

　俺の、いつもの光景に、リヴルのような異常が肉薄する。それ自体がどうこうってことじゃない。リヴルはいつもの天然ボケを除のぞけば、よくやってくれてるからな。

　もう用事は済んだ。そもそも本を返しに来ただけのつもりが、リヴル・ブランシェが司し書しよ見習いとして紛まぎれこんでいるから、自然と作戦会議になってしまったが。まあ、そっちももう終わったし。さっさと立ち去るべきだろう。リヴルとの関係を怪あやしまれたくない。

　相手が、完かん璧ぺきを標ひよう榜ぼうする緑みどりヶが丘おかユカリ、その可能性。

　知人の中でも敵に回したくない人間ベストワンということを考えると、思わずため息が出た。




　病室では、小こ牧まきが寝ていた。ベッドにもたれかかるように。頰ほおのガーゼはどうしたことだろう。眼鏡の下の痛々しいそれは、俺の知らない、昨晩に起きた事件による傷きず跡あとなのだろうか。

　対して、敬けい一いち郎ろうは元気そうだった。なんか見舞い品らしいみかんの缶詰をもぐもぐ食ってた。頭に巻かれた包帯とネットみたいなものがあるにはあるが、それ以外はまともだ。頭ず蓋がい骨こつ骨こつ折せつ、と聞いていたが。

「おい、ちょっとお前ら、泉いずみどけてくれ」

　のしかかるように寝てしまっている小牧に対して、敬一郎がそんなことを言う。未み耶やは『泉ちゃーん平気ぃー？』とか言って、小牧をずりずりと運んだ。あーあー、そんな乱暴にしたら小牧起きるっての。

「ん、あ」

　ぼけっとした顔つきで、案あんの定じよう、小牧が上体を起こした。たまたま俺と目が合う。

「ん、む、んむ」

「よう」

　寝起きのクラスメイトに声をかける。ガーゼもそうだが、瞳の下にはクマができていた。徹てつ夜やで起きていたのだろうか。じーっと、半分も開いていない眼が俺を見つめてくる。べたん、という感じで頭を下げてきた。

「おやふみなはい」

「ああ」

　ぼてん、とまたベッドに舞い戻る眼鏡少女。寝ぼけてんのか知らんが、とてもシュールだった。緊迫感バリバリで来たのに、なんか小牧のせいで気が抜けてしまった。未耶は再び眠った小牧をベッドの隅すみまで移動させる。手伝ってやりたいのは山々だったが、俺が小牧に触れると怒る男が目の前にいるので自重した。

「こいつ朝弱くてよ」

「今思いっきり夕方だぞ。なんだ意外と元気そうじゃないか」

「頑がん丈じようにできてるからな」

　くけけ、と敬一郎が笑った。俺なんかより遙はるかにガタイの良いこの男がそう言うと、なるほど確かに説得力がある。なにがあったか知らないが、もし俺が被ひ害がい者しやだったら死んでいたんじゃないだろうか。

「槇まきくん、調子はどうよう？」

「あー頭痛いてぇ」

　そりゃそうだった。

　いや、そんなことはどうでもいい。俺がここに来たのは、昨日の事件の詳しよう細さいを確認するためなのだから。

　俺の家の、近所。まあ近所と言っても電車で一つ二つ駅を挟はさむが、その辺り。学校のある駅ではないものの、まあ十分にウチの学生の行動圏けん内ないだろう。あんなところをぶらぶらしている敬けい一いち郎ろうが悪いと言ってしまえば、それまでだ。通り魔事件が起きているこの時期に出歩いているほうも不用心。

　本当にそうだろうか。もし音楽堂の『演奏家プレイヤー』が関わっているとするならば、事情は少々変わってくるのでは。

「犯人は」

「見てねぇ。それ警察の人が来た時も聞かれたけどよ。暗かったし飛び道具だったし、よくわかんねえんだよな」

　今までの事件と同じか。犯人はよほど用意周到と見える。

　なんだか未み耶やが非難するような目で見てきた。お見舞いに来ているのに嫌いやなことを思い出させるな、といった感じか。全くごもっともで反論もできないが、だからと気を遣うつもりもない。こっちはこっちで重要なことなんだよ。

「本当に誰も見てないのか。青い服着て、帽子被かぶってる男の子とか」

「なんの話だよ？」

「い……いや、いい、見てないなら、良いんだ。気にしないでくれ」

　ジュモの外見的特徴を伝えても、敬一郎には一切心当たりがないらしい。犯人はやはりジュモではないのか、それとも、単にジュモが姿を見せず鮮あざやかに犯行を行ったのか、それはわからないが。

「なんであんな遅くまで」

「いや……泉いずみとぶらついてただけだし。そしたら、なんつーか、一時間くらいかなぁ、誰かに追われてた。泉に気付かれないように逃げ回ってたんだけど、いつの間にか、あの路地のほうに……今から考えると、人ひと気けのないほうに誘導されてたんだな、ありゃ。でなきゃ通り魔事件が起きてるこんな時に、あんな場所通るかよ」

　やはりそうか。敬一郎が気配に勘かんづいたというより、犯人のほうがあえて下へ手たな尾行でもしていたのかもしれない。随ずい分ぶんと計画的で、得体のしれない通り魔だ。

　双子との関連はどうなのだろう？　混乱し泣き喚わめく双子の女性型、ジュメルにそんな、計画的なことができるのか？　大体、彼女はちょっと前まで死し想そう図書館に俺たちと一緒にいたはずで、その時点で尾行されていた、という敬一郎の証言と食い違う。

　それよりも、行方不明のジュモが誰かの命令を受けて行動している、と考えたほうが良さそうに思える。まだ決まった訳じゃないから、判断は早計かもしれないが。

「仕方が無いから泉逃がしたら、すぐに襲われた。なんか、鉄球みたいなボールで殴られたんだけどよ……いや、違うのかな。重さも、跳ね方も、金属とは随分違うっていうか……」

「鉄球で殴られたら、怪け我がどころじゃすまないだろ」

「そうなんだよ。マジ訳わかんねえ。犯人も見てねえし……でも、これだけは言える。俺を狙ねらってきたヤツなんだ。泉いずみは最初から標的なんかじゃなかった。大体、泉が誰かから恨うらみを買うはずないだろ」

　小こ牧まきを逃がしてから、敬けい一いち郎ろうが襲われた。

　犯人の目的は敬一郎だったのか。こいつは誰かから、殺されるまでに怨うらまれていたのだろうか。いや、この事件は連続して起きている。連なって人を襲うこの悪意には、共通した理由があるはず。

　ただの通り魔だったら、確かに、そこには理由なんてないだろう。でも、小牧が狙われなかったっていうことから考えるなら、やっぱり犯人には、秩ちつ序じよだった行動原理があるはずだった。

「……ちょっと待て、それでなんで小牧が怪我してるんだ？」

　今の話だと、まるで小牧泉が無傷で逃げた、というより敬一郎が上う手まく逃がした、という風にも聞こえるのだが。だとしたら頰ほおの腫はれた小牧の存在は理り屈くつにあわない。

「あー、それは事件と直接関係ねぇっていうか、ちょっとトラブルが」

「どういうことだよ？」

「気にすんな」

　そう言われては、もう俺がなにか追及することはできなかった。中学時代からかなり長い付き合いの二人なのだから、俺なんかにはわからない呼吸合わせが可能なのだろう。一いつ瞬しゆん、仲なか違たがいでもしたのかと思ったが、今は小牧がこうして敬一郎の看病をして、それで疲つかれて寝てしまってるんだから、喧けん嘩かなんて有り得ないだろうし。

「こらぁー、警察じゃねーんだからなんて話してんのさー」

　未み耶やが人の頭を小こ突づいてきやがった。がしがし。地味に痛い。

「お見舞いに来たのよお見舞いに。そこんとこわかってるローマ？」

　ローマ──まさかとは思うがく『ろま』だからだろうか。こじつけもここまで来ると呆あきれるしかない。センスとしては五十点。心底どうでもいい。

「お見舞いってなに話せばいいんだ？」

「え……えっと、それはえーと、元気ぃー？　とか怪我してないのーとか……って怪我してるに決まってんじゃんなに言ってんのあたしー！」

「お前も混乱極きわまってるな」

　さっきまで深刻な表情でへこんでいたヤツなのだから、それもまたやむなしというところか。槇まきが必要以上に元気そうなので、ますます混乱に拍車をかけているのだろう。怪我人らしくしていれば、もう少し未耶もちゃんとした対応ができたかもしれないが。

　はっきり言うなら。

　見舞いなんて、こいつには必要なかったのかもしれない。つきっきりの小牧泉がいれば、敬一郎には十分だろう。むしろ邪じや魔まだから早く出て行けと思われているかもしれない。いや。さすがにそれはないか。

「たださぁ」

　なにかを思い出すように、敬けい一いち郎ろうは呟つぶやいた。

「誰かの声、聞いた気がするんだよな。わかんねーけど」

「誰の」

「だからわかんねぇって。聞いたことがある声だよ。すごい特徴的で、あの状況だったけど落ち着いてて、ありゃ、確か……会長の……」




「あら、私がどうかいたしまして？」




　鳥肌がたったのは、多分俺だけだ。

　病室に響ひびいたその声に、思わずぞくりとしたのは。俺だけでいい。そう願いたい。

「ありゃ、会長。こんにちはです！」

「ふふ、黒くろ間ま君に矢や口ぐちさんも、お見舞い？　お疲つかれ様ですわ。もう私、知っている人が襲われたって聞いて、いてもたってもいられなくて」

　だったらもっと慌あわてて見せろよ完かん璧ぺき人間。

　くるくる巻き毛の生徒会長、緑みどりヶが丘おかユカリは、相変わらずのほほんとした顔で病室に入ってきた。手に持っているのは見舞いの花らしい。まるで計測したかのようなタイミングだったのは、果たして偶ぐう然ぜんだろうか。

　件くだんの女、緑ヶ丘ユカリ。

「あー、会長どもっす」

「お加減はいかがかしら。槇まき君」

「いやあ、頑がん丈じようにできてるもんで。大したことないっすよ。大げさに騒ぎすぎっすよみんなして」

　会長の声がしたなんて言ったことも忘れたように、敬一郎は会長と言葉を交わす。そう、遠のく意識の最中に聞いた声だ。それが本当に声だったのかも定かではないだろう。そんなもので人を疑うことなど、できはしない。

　でも、俺は違う。

『演奏家プレイヤー』に最も近いであろうこの女に、疑惑を寄せるのは容易たやすいのだ。

「皆さん心配している証しよう拠こですわ。ねえ、黒間君？」

　花か瓶びんに花を生けながら、緑ヶ丘ユカリはこちらを向いて笑った。その笑みになにか意味深なものがこめられている気がして、俺は思わず目をそらす。

　ああ、そうか。

　嫌いだ嫌いだと思っていたのだが、どうやらそれは間違った自己認識だったらしい。俺はこの女が、きっと怖こわかったのだ。なんでもできる女。警けい戒かいしてしかるべきだろう。もしかしたら初めから、この女が敵対することを予感していたのか。

　そうなのかもしれない。だって、気に入らない人間だったから。

「会長もお見舞いー？」

「ええ、もちろん。でもそれも余計なお世話だったかしら？　可愛かわいらしい人がずっとついていたみたいですわね槇まき君？」

　敬けい一いち郎ろうが照れたように笑う。話の種になっていることも知らず、小こ牧まき泉いずみはすやすやと寝息をたてたまま。彼女の献けん身しんは話を聞くまでもなく想像がつくし、それをしてもらってる敬一郎だって幸せ者だ。

　なんか、色々とバカバカしくなってきた。見舞いもそうだし、緑みどりヶが丘おかユカリに対しても。ここで彼女に対して妙みような詮せん索さくをしても、敬一郎や未み耶やを困らせるだけだと思った。

「ちょっとちょっとイツキイツキ！　なんで無言で難しい顔して出て行こうとするのさー！」

「もう行くわ。じゃあな敬一郎」

　敬一郎は特に気にした様子もなく、ひらひらと手を振った。軽い。まあ、男友達に対してのやり取りなんてこんなものだろ。

「はあぁ？　おいふざけんなー！」

　病室を出たら、後ろから未耶が追いかけてきた。見舞いという行為もそうだが、病院の薬の匂においもあまり好きじゃない。見舞いはなに話せばいいかわからなくなるし、匂いはキツくて頭がくらくらしてくる。

「ふざけてなんかない。ユズキが心配なだけだよ」

「あ、そかそか。迎えに？」

「いや、もう家に帰ってるだろ。一人にしておきたくないからな。お前はもう少し敬一郎のとこにいてやれ」

　ういーっす、と未耶は軽い感じで敬礼した。ユズキが心配なのは確かなのだが、それ以上に、ここで緑ヶ丘ユカリと一緒にいたくなかった。まだ敵だと決まったわけではないのだが、それでも。

　リヴルに調べると言っておきながら、具体的な方策を持たない俺だった。だがだからといって、黙だまっているだけというわけにもいかない。事件のことは俺なりに調べておかなくてはいけないはずだ。いずれ緑ヶ丘ユカリを問いただすにしても、外そと堀ぼりは埋めておかなければ。

　そのための案は、ないわけではないが。

　とりあえずは、家に帰るのが第一にやることだろうな。




「お帰りなさいませご主人様」

　まず初めに、謝っておかねばなるまい。

　確かにそうだ、俺は油断していた。それは申し訳ないと思う。俺の従者はなんらかの形で俺の日常に侵入してくることは予期していたし、そこに必ず妙みようなコスプレ趣味が付ふ随ずいすることだって十分予想の範はん囲い内だった。そして実際、実習中の大学生という肩書きをかぶって、彼女は俺の高校までやってきた。

　だから、完全に油断していた。

「どうかなさいましたかご主人様」

　いつものメイド服を着て、玄関先で頭を下げるリヴル・ブランシェに、俺は思わず眉み間けんを押さえてしまった。

「二段構えで待ち伏せかよこの野郎！」

「イツキ様？」

「いや、いい、なんでもない。ちょっとツッコミたかっただけだ」

「お疲つかれなのでは」

　主にお前のせいなんだが。きょとんとした顔で首を傾かしげるリヴルは、確か昼には図書室で恋こい池いけ先生とボケ倒していたはずだったのに。なんで俺が病院に行っている間に先回りして、我が家のメイドみたいになってるんだよ。

　眼鏡をかけている以外は、完全にいつもの死し想そう図書館での服装だった。

「……説明しろ」

「はい。もちろん私の役目はイツキ様の護衛です。学校に行ってらっしゃる間はともかく、お帰りになった時はまた別の形でお守りせねばなりません。黒くろ間ま家のメイドとなってしまえば、イツキ様はもちろん、イツキ様のご家族への危機にも目が行き届くとの判断です」

「なるほど。わかった。で、本音は」

「最近はイツキ様に、ただのコスプレ趣味、いえ、それどころではありません、ワンダーランドでの一件で、すぐに発情する淫いん乱らん売女ばいたなどとあらぬ誤解を受けているやもしれぬと思いまして。私にも矜きよう持じがあります。イツキ様のあらゆる求めに応じる覚かく悟ごはありますが、夜よ伽とぎしかできぬ無能な侍従であると思われたくありませんので、たまにはメイドらしく家事もこなしてみせようと」

　ぶっちゃけ過ぎだこの無表情！

　矜持があるのは結構だがそれは当然のごとく司書としての役割で発はつ揮きされるべきものだろうが！　お前はメイドの格かつ好こうしてるだけでメイドじゃないだろ。

　と心中で思ったのだが、俺に対する隷れい属ぞくぶりを考えれば十分メイドだったし、あんま違わない気がしてきた。最近の俺の中では、かなり司書とメイドの差異が曖あい昧まいになっている。言うまでもない、全部リヴルのせいだ。

「ですのでただいま、夕食の準備中ですイツキ様。お食事までもうしばらくお待ちいただけますか」

「……ああ」

　そこで、リヴルが口に手を当てる仕草を見せた。あ、なんかミスったのか。無表情だが、驚いているのがわかる。多分、俺にだけ、わかる。

「失礼いたしました。お風呂になさいますか、お食事になさいますか、それとも私？」

「夕食は準備中なんだろ」

「イエス、マイライター。付け加えますと入浴の準備もまだですので、現時点で提供できるものは私しかありません」

「その血迷ったセリフは誰から習った。エレシュキガルか」

「恋こい池いけ先生です。ご主人様を迎える際はこう言っておくべきだと」

　そりゃご主人様の意味が違うんだよ！　あの人妻も余計なことをさぁ！

　なんか色々疲つかれたので、もう面倒くさくなってきた。さっさと食事の準備をしろ、とリヴルをキッチンにまで促うながす。放っておけば俺のベッドにまで潜もぐり込みそうなので、そういうのはナシだときちんと厳げん命めいしておく必要があるだろう。

　ダメだと言っておけば、とりあえず言うことは聞くからな、リヴルは。

　リビングに入ると、ユズキがいた。ひとまず安心。連続傷害事件の犯人が、どういった基準で被ひ害がい者しやを選別しているかわからない現状では、ユズキだって安全とは言えない。今まで高校生だったからといって、これからもそうだとは限らないのだから。

　ユズキは何な故ぜか、ソファにうつぶせに寝ていた。ユズキがこの体勢を取るのは、体調が悪かったり落ちこんでいたりする時。そうでなければ拗すねている時だ。一体どうしたのか。

「ユズキ、ただいま」

「あう……兄あに様さま……」

　ころりん、とソファの上でユズキが転がった。仰あお向むけになった体勢で、可愛かわいらしい目だけをこちらに向けてくる。ぷくうと膨ふくれた顔。ああ、拗ねている。拗ねたユズキももちろんとても可愛い。

　黒猫の姿の少女幻げん想そうに囚とらわれた、俺の妹。あれが解決しなかったらユズキがどうなっていたか、というのは、あんまり想像したくないことだ。

　ワンダーランドの一件があったとはいえ、一人の人間がそうそう劇的な成長を見せるはずもない。今のユズキは、俺から見ればまだ子供だ。変化はゆっくりと。そして少しずつ変わるってことは、つまり確実に成長できるということ。つまるところ、まだまだユズキは子供だし、俺のシスコンも直ってないということだが。

「とられた……です」

「なにを」

　ユズキが指さしたのは、対面式キッチンの中で忙しそうに立ち回るリヴルだった。

　リヴルはワンダーランドで、ユズキに剣を向けたり、小学生に言うには過か酷こくなことを告げたりして、二人が初対面とは言い難がたいのだが、まあユズキはワンダーランド内のことはほとんど覚えていないようだし、ここでは家で働く普通のメイドさんと思っているのかね。

　いや、それはそれで、かなり問題なんだけどな？

「ご飯作るのは自分の仕事ですのに……リヴルさんに」

「あー」

「兄あに様さまに料理作れないです」

　メイド服の変質者が家の中にいることについては、なんの疑問も持っていないらしい。さすがエレシュキガルのカムフラージュは完かん璧ぺきらしいが、うん、わかってはいても、ちょっと不安になるな。

　とはいえ、リヴル自身は悪いことしているわけじゃないし。むしろ俺としては、いつも家事をしているユズキにとっても良いだろうなんて思う。たまには年頃の女の子らしく遊んでほしいのだから。

「まあ、いいんじゃないか。ユズキもたまには食事作るのを休めるだろ。友達とでも遊んできたらどうだ」

「あ、兄様……」

　励はげましたつもりだったのに、ユズキはソファから跳ね起きてしまった。うああ、なんか泣いてるし。どうして。
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「兄あに様さま、キライ！」

「おい、ユズキっ！」

　ユズキはそのまま駆けだした。どたどたと階段を上がっていく音。自室へと戻ったらしい。嫌いって言われたぞ、あのユズキに。俺の可愛かわいい妹が、俺のことを嫌いって。

「イツキ様、どうなさいましたか。この世の終わりのような顔をなさっていますが」

　ような、ではなくマジでこの世の終わりの気分だった。対面式キッチンから覗のぞく無表情は、事態の深刻さをちっとも理解していやがらねえ。

「お、俺なにか悪いこと言ったか」

「おそらくはユズキ様はイツキ様に食事を作って差し上げることが一つの楽しみだったのでしょう。なのに当の本人に作らなくていいなどと言われてしまったのですから、お怒りになってしまわれたのだと推察いたしますが」

「じゃあお前のせいじゃん！　いや俺も悪いけども！」

「はい、大変申し訳ありません。私としてはユズキ様の負担が減ればと考えたのですが」

　いつもの無表情、その上料理を作りながらなので、正直な話全然謝られている気がしなかった。リヴルは乱れのない手つきで生魚をさばいていたのだが、こいつ料理もできたのか。セットゥには及ばないのだろうが、俺から見れば十分達人レベルの手つきに見えた。

「罰ばつはなんなりと受けますので、どうぞイツキ様の御ご随ずい意いに」

「いや、いい」

「そうおっしゃらず縛しばるも叩たたくも詰なじるも犯すも」

「黙だまれマゾヒスト」

　頭が痛くなってきた。ユズキに嫌いなんて言われた上に、原因の家政婦がこの態度だからである。つまりなにもかもお前のせいだリヴル。その上いじめたらきっと喜ぶだろうから尚更にタチが悪い。

「うーぃ、愛しい子どもたちぃー、今帰ったよーぅ」

　玄関先から、声。久しぶり過ぎる。

　上から、どたどたと騒がしい音が聞こえてきた。ほとんどとんぼ返りで戻ってきたユズキが、転がるように帰宅したばかりの母親に突撃する。それをしっかりと受け止める武術家、我が母の黒くろ間ま卯う月づき。俺も思わず出迎えに出てしまった。

　少年課の刑事。ここ数日はまったく家に帰ってこなかった。つか、帰るなら連絡くらいいれてくれ。驚いてしまうだろうが。

「ああ、元気で……いや、すまん。なんでもない」

「化粧する余裕なんてあるわきゃねぃだろぅ？」

　目の下に、ファンデーションでも隠かくしきれない派手なクマを見つけてしまった。ずっと寝てないのがはっきりわかる。さぞかし疲つかれているのだろう。

「六時間だけもらったからねぃ。飯食って仮眠取ったらまたすぐ戻るぜぃ」

「母はは様さま、大丈夫です？」

「へーきへーき。ユズキよぅ、アンタのママは強いんだぜぃ」

　にやっと笑う母親は、確かに強い。多種多様な武術を修めているということもあるが、それとは別の意味でも、また。大体、強くなければ、何日も徹てつ夜やで職場に行くことはできまい。この緊急時に。

「メイドちゃん、ご飯できてるぅ？」

「お帰りなさいませ奥様。ただいま作っておりますので、もうしばらくお待ちいただけますか」

「あいよぅ」

　母親にとってリヴルが当たり前のように馴な染じんでいるのは、まあいい。

　六時間。現在午後の五時半だから、日付が変わる頃にはまた戻らなければいけないのだろう。どんな仕事があるのかは知らないが、犯人の意図がまだわからない以上、警けい戒かいは欠かすことができない、というところか。

　だから、頼むならこの時間。

　リヴルにも言っていない計画は、俺が母親と戦わなければならないだろう、この時間しかできないのだ。




　夕食後、である。

　母親は、ひどく眠そうな、かつ不機嫌そうな目つきで、力なく虚こ空くうを見つめていた。超絶に眠そうだ。ユズキは風呂に入っていて、水音とともにご機嫌な鼻歌が聞こえてくる。一方のリヴルは食器を洗い中。我が家では後片付けは俺だったりユズキだったりするので、リヴルが洗い物をしている光景はひどく違和感があった。

　こくり、と母の首が力なく垂れてから、また戻る。そんなに眠ければ部屋に行けばいいものを、どうしてここにいるのか。簡単なことだ。ベッドで温かい感触に包まれてしまえば、六時間程度ではとても起きられたものではないからだろう。

「なあ、母さん」

　普段は親のことをお前だのアンタだのと酷ひどい呼び方している俺なので、母さんと呼ぶことは珍めずらしい。だから、それだけで母のほうも、なにか重要な話だと気がついたらしい、眠そうだった瞳が、かちりと切り替わった。

　一気に力強い眼光を取り戻す。

「んむ、なんだぃ我が息子」

「捜査資料……調書っていうのか？　見せて欲しいんだが」

　頰ほお杖づえをついた母親の顔が、一いつ瞬しゆんで不快げに濁にごる。苦いコーヒーを一気飲みしたかのような顔だ。あるいは強烈なウイスキーか。リヴルがかちゃかちゃと洗う食器の手を止めて、こちらを見た。顔つきは一切変わらず、なにも考えていないかのようだが俺にはわかる。アイツは驚いている。

　なんの資料か、とは言わなかった。母親のほうだって、俺のクラスメイトが襲われたことぐらい、とっくに聞いているはずだろう。警察内部ではもはや古い情報かもしれない。連続傷害事件のことを言っているのだと、母さんの鋭するどい瞳が察したのがわかった。

　少しだけ、怖こわいけどな。

「んぁ、ちょ、ちょい待てイツキ。今うとうとしてたからよくわかんねぃのが聞こえた。なに、なんだって、なにを見せて欲しいって？」

「捜査資料でも調書でもいい。警察にある今回の事件の詳しよう細さいを」

「教えられるわけねぃだろうが」

　母親は、怒らなかった。呆あきれていた。

　どうしようもない。そう言いたげな我が母、黒くろ間ま卯う月づきの口調だった。大きく息を吐はいて、テーブルに突っ伏す。彼女の考えていることはよくわかる。せっかく仕事を頑がん張ばって、わずかの息抜きとしてやっと家に帰って家族の顔を見に来たのに、家にいる息子がとんでもないことを言いだしやがったら、そりゃ疲ひ労ろう感かんも倍だろう。

　でも、そんなことはどうだっていいんだよ。

　こっちはこっちでやらなきゃいけないことがある。それだけだ。

「なぁ、イツキ。ユズキもかぃ。お前らの父親が死んでから、二人には迷惑ばっかかけてきたけどさぁ。正直ろくに家にいないし授業参観も三者面談も、挙あげ句く誕生日もクリスマスもすっぽかすような、見本じゃねぃ母親だったとは思うわけさ。でもなぁ、イツキ、お前はそれでも聞きわけ良く妹の面倒見てくれる、とんでもなく出来た息子だと思ってたんだけどねぃ」

「良いのか悪いのか、聞いてんだけどよ」

「私が良いなんて言うと思ってんのかこのダメ息子がぁ！」

　テーブルを強烈に叩たたく母。壊さないだけマシだといわんばかりの叩き方だった。

「警察の調書を出せだぁ!?　一体どういう理由でんなこと言いだすんだぃ!?」

「俺なりに調べる」

「っざけんな！　本職の刑事が何人も動いてんだよ！　私たちが全力挙げて犯人追ってんだっての！　このバカが、警察ごっこやりたいなら一人でやってやがれ！」

　そうだ、怒ってくれ。アンタは立場上、俺を怒らなくちゃいけない。叫べよ。叱しかれよ。アンタが親なら、当然そうすべきなんだ。今の俺はバカなことを言いだしているんだから。

　ただ、俺も、黙だまってるわけにはいかない。

　ガキだからよ。まだまだ反抗期だ。悪いが叱られたままじゃいられない。

「いいから出せよ！」

　拳こぶしを握って、俺もテーブルを叩たたきつける。理り不ふ尽じんな怒りをぶつけられて、テーブルがきしきしと抗議の声をあげた。

　俺たちの親子喧げん嘩かを見守っているのは、ただリヴルのみだ。

「知ってんだろうが槇まき敬けい一いち郎ろうを！　俺のクラスメイトだ！　悪いが友人襲われて黙っていられるほど、俺は人間ができちゃあいねえんだよ！　警察てめえらがしっかりしてねえから、俺のクラスメイトが襲われたんじゃねえのか！」

　母親が鼻白む。さあ、卑ひ怯きようだと思ってくれ。俺はアンタの弱みをついたぞ。これ以上汚いやり口はない。家族相手に。

　アンタは怒って、俺のやり方を罵ののしって、だからこそその裏にある俺の決意を読み取ってくれ。

「だから、捜査資料を横流ししろって？」

「ああ」

「取引にもなってないねぃ。おいイツキ、アンタが今やらなきゃいけないことは一体なんだ？　答えてみろ」

「犯人を捕まえることだ」

　直後、世界が回転した。

　猛もう獣じゆうのごとき母親に摑つかみかかられた。ダイニングキッチンの光景が一周して、俺はフローリングに叩きつけられていた。気道が閉まっている。喉のどに押しつけられるのは、母親の強きよう靭じんな前ぜん腕わんだ。尺しやつ骨こつによる締め付けで、自然とうげえという汚い声が出た。

　合気道か柔道か知らないが、いつの間にか投げ技を使われた上で、腕によって押さえつけられる。動きも言葉も封ふう殺さつする。この女、ついに実力行使に出てきやがった。

「いい加減にしろ！　ああ!?　犯人を捕まえんのは警察だ、私たちなんだよ！　お前の仕事は!?　相手は無差別に高校生狙ねらってるヤバいヤツだぞ!?　傷害が殺人に！　対象が小学生に！　この事件がエスカレートしない保証が、一体どこにあるってんだぃ！　アンタの仕事は、私がいない間に、なにがなんでもユズキを守ることだろうが！」

　うるせえ。俺にも意地がある。

　アンタの言ってることは確かに正論だよ。正しすぎて頭が下がる。だが、だからといって俺が間違っているってわけでもないんだ。この犯人は確かにヤバい。アンタたちじゃ捕まえられないような、おかしな相手だ。

　でも、俺なら。俺とリヴルなら。

「なめるな……」

　鋼はがねのごとく微び動どうだにしない母親の表情。締め上げられて言葉を出すのすら辛つらい。それでも強引に払い除のけようと、凶器のような腕を摑む。なあ、おい、俺は。

「俺が、遊びで言ってると思ってるなら……大間違いだ……！」

「じゃあなんだってんだよこの大おお馬ば鹿か野郎が！」

「ぐあ」

　更に締め付けられる。もはや声を出すのは無理だ。母親の腕は、重い。この年になっても力で母親に勝てないという点で、無力さを痛感させられる。

　なにが見本じゃない母親だ。アンタは母親としてはやる事やってない代わりに、いなくなった親父の代わりは十分果たしてくれたっての。息子ってのは、父親をぶん殴って強くなるんだから。

　こんなことで、屈くつするわけにはいかないんだ。

「お二人とも、そのくらいにしては」

「「ああ!?」」

　こんなところまで、親子。ドスの利きいた迫力ある声が、俺と母親から同時に発せられる。それでもリヴルの声音は変わらず、平へい坦たんなまま。

「ユズキ様が見ていらっしゃいます」

　一気に、俺を拘こう束そくする力が消えた。

　母親が柄がらにもなく、うろたえたように立ち上がる。俺も身体を起こすと、まだ髪も乾かしていないユズキが、泣きじゃくっていた。そりゃそうだ。この家で一番幼いユズキが、母と兄の喧けん嘩かする様子を見てしまえば。いや、口論どころか、母親が兄に技なんぞかけているからな。

　ユズキが泣きながらなにか言っているが、よくわからなかった。これをなだめるのは骨だろう。ユズキも、最近は泣く事なんてめっきり少なくなったと思っていたのに。

「ユズキ、大丈夫だ、喧嘩なんかしてねえから」

　ぐしゃぐしゃな声で、ユズキがなんか言った。よく聞き取れなかったが、「兄あに様さま、嫌い」と言われた、ような気がした。一日で二回も聞くには、少々重すぎる言葉だった。

「……風呂行ってくる」

　逃げるように、俺はリビングから離れた。

　泣きだしたユズキが、母親の足にしがみつくのが見えた。




　熱い風呂に身体を沈めて、考える。

　警察の握っている情報を得る。方法としては悪くないはずだ。連続傷害事件。模も倣ほう犯はんを防ぐ意味でも、必要以上の情報は統制されているはず。警察には見落とされる事柄でも、死し想そう図書館や死し聴ちよう音楽堂の存在を知っている俺からすれば、明確な手がかりである、ということもあるかもしれない。

　アプローチとして、リヴルやエレシュキガルに頼るよりも、確実性が認められる手段でもある。メイドは言うまでもなく、世間知らずで現実世界には疎うとい。一方の神様は風か邪ぜひきだし、いつかみたいに、占いで託たく宣せんみたいなヒントを下されることも有り得る。今回のような場合は、ちょっと不安定な味方か。

　あの二人を頼りに思っていないわけではないが、日本の警察だって無能じゃない。ソースとしてはかなり重要なことが書かれている可能性は、決して低くないだろう。問題は。

　母親が、協力してくれるかどうか。

　派手な暴力。攻撃的な怒声。あれはあの人のパフォーマンスだ。そりゃそうだ。警察の人間である黒くろ間ま卯う月づきは、どんな状況であっても、捜査資料を横流しするなんてことは言えない。立場上、必要以上に強く、そんなことはできないと叫ばなくてはいけない。

　本心は？

　俺の不ふ屈くつは伝わった。伝わったと思いたい。

　あとは、母親がどう出るか。これはもはや賭かけだ。厳しいように見えて甘い母親なのだと、俺が信じるしかない。怒号の裏に隠かくれた親子の意志伝達は、どこまで有効だ？

　でも、俺も痛いところをつかれたから。

「ユズキか……」

　呟つぶやきは、ぶくぶくと泡あわになる。顔も半分まで湯にうずめて、思考を続ける。

　そうなのだ。ユズキを守ることが俺の一番やらなくてはいけないこと。その通りだし、それを言われてしまえば俺は唇を嚙かみしめるしかなかった。親子喧げん嘩かの、勝敗は痛み分けと言ったところだろうか。

　でも、ユズキだけじゃない。

　未み耶やも、敬けい一いち郎ろうも、小こ牧まきもだ。俺が守らなくちゃいけないのは随ずい分ぶん多い。訳のわからないヤツの手は、すぐそこまで迫っている。いいか、何度だって言うぞ。これが普通の事件なら、俺だって警察に任せる。

　もしかしたら。

『筆記官ライター』である俺にしか、アイツらを守れないかもしれない。

　だから間違っていないはずだ。兄あに様さま嫌いとか言われてもリヴルはここにいなきゃいけないし、母親とも喧嘩しなきゃいけないのだ。ユズキにいくら嫌われても、俺は俺のやらなきゃいけないことがあるはずだ。

　守っているはずだ。

「イツキ様。いらっしゃいますか」

「ぶっ!?」

　スモークガラス越しに見える脱衣所、人影。つかあの細身は間違いなくリヴル。人が一番気を抜く風呂場で、容よう赦しやなく声をかけてきやがった。

「お身体を流させていただきます。失礼します」

「お前な……いいから出て行け」

　珍めずらしく言うことを聞かずに、リヴルが風呂場に入ってくる。気味の悪いくらい白い肌が目に痛い。

「……全ぜん裸らじゃないのな」

「脱ぎましょうか？」

「絶対にやめろ。お前な、いいか、母親もユズキもいるんだぞこの家には」

　一糸まとわぬ裸体だと思っていたので、そこはちょっと安心した。意外なことにワンピース型の水着。とはいえ地味なわけでなく、胸元から下腹部にいたる大きな切れ込みが入っていたり、背中やサイドは大きく露ろ出しゆつしていたり、また編み込みがあったりして、なんというか、露出度もさることながら、非常に凝こった作りの水着だった。

　ていうかそれでも水着の色はやっぱり白かよ。このモノクロ女が。

「はい、ですのでこの時がチャンスと思いまして」

「なんの好機だって？」

「イツキ様と今後のお話をするためには、ユズキ様や奥様の目を盗まねばなりませんから。なまじ一つの家で暮らしていれば、場所はおのずと限られます。入浴の際はお二人の入って来れない状況下であると考えまして」

　なるほど筋は通っている。通っているだけで、彼女の行為を容認するわけではないのだが。大方、水着も着てみたかったとか、そんな理由ではないだろうか。

「先ほどのことです」

「あ？」

「黒くろ間ま卯う月づき様、奥様は警察に勤めていらっしゃる方。確かに彼女に頼んだのであれば、事件の資料は得られるかもしれません。ですがイツキ様とて、あのように怒号されること、わかっていたはず。せめて私に一言相談があってもよろしかったかと」

　さっき驚いていたしな、お前。まあ言わなかった俺のせいなんだけど。

「私では信用いただけませんでしたか」

「そんなんじゃねえ。違うよリヴル。ただ、お前に頼る理由が無かっただけだ。これは俺の勝負なんだ。現実では現実の調べ方がある。なんでもかんでもお前に頼ってちゃ、いい加減、俺も成長しねえからな」

「ですが」

「しつこいぞ。これは、俺と母親との問題だからな。確かにお前は絡んでるけど、だからってお前に加勢されるのはなんか違う。一対一で喧けん嘩かしなきゃ意味なかったんだ。わかるだろ？」

「……はあ、申し訳ありませんが、いまいちわかりかねるのですが」

　リヴルには伝わらなかったらしい。

　こっちは最初から、母親に理にあわないことを頼んでしまったのだ。そうである以上、俺は一人で母親に願い出なきゃいけない。こちらだけ味方を増やすのは卑ひ怯きようで、そんな状態での頼みなど聞いてくれるわけもないのだ、あの黒間卯月という女は。

　下へ手たすりゃ男より男らしい人間だから。

「しかし、断られてしまっては」

「その辺はまだわかんねえ。俺としては言うだけ言った。それだけだ」

「……私にはわかりかねます」

　そうかもしれない。母親と俺の間でしかわからないことなのかもしれない。ユズキもそれを見ていて喧けん嘩かだと思ったんだろうし。ましてやリヴルは蚊か帳やの外だったのだから。

「で、そっちの調べ物は」

「はい。まず連続傷害事件のほうですが、私なりに学校の生徒の皆に聞きこみをしてみました。もっとも、こちらは芳かんばしい成果は得られていません。ほとんどの生徒が知らない、わからないの一点張りでした。当然と言えば当然かもしれませんが」

「ウチの学校は敬けい一いち郎ろうが襲われたってだけだからな。仕方ないだろ」

　やっぱりリヴルは、世間知らずというか、現実世界のことに関しちゃ手慣れていない感があるな。逆に言うなら、図書館やファンタジーの事象においてなら、彼女のほうが圧倒的に頼れるということだが。

　それよりも、リヴルがその聞きこみの際、妙みようなことを口走っていないかどうかが気になった。まあ、異次元のことを口走ったりしていても、きっと京きよう都との時のように、リヴルが役目を終えて図書館に帰った時に、生徒のほうの記憶もなくなってしまうのだろうが。

「そして、双子が行方不明になった原因、音楽堂の異変に関してですが、現在、『邪神秘法書ネクロノミコン』に命じて、図書館内の蔵書の整理をさせています。消えた死し書しよも全て洗い直し、その中に音楽堂に関係する死書がいるかどうかを調べさせています。楽がく譜ふなどを優先して行っていますので、この後図書館へと向かえば、なんらかの成果は上がっていることかと思われますが」

　そういえば、そっちもあったのか。双子が事件に関わっているとわかった今、音楽堂のほうだって無関係ではないかもしれない。全部つながっているかもしれないなら、手を抜くことはできないだろう。

「そっちは専門だもんな。任せるよ」

「光栄です、イツキ様」

　言いながら、リヴルは浴よく槽そうのタイルに跪ひざまずく。一緒に入ってこないのは従者としての礼儀か。まあどうでもいいんだけど。もうリヴルに傅かしずかれるのも慣れてきたし。

「ではイツキ様。お背中を」

「……出て行け」

「従者としてイツキ様のお世話をしてこい、とエレシュキガル様に命じられましたので。申し訳ありませんがエレシュキガル様の命令のほうが上位に置かれています。さあ、どうぞイツキ様。ずっと浴槽につかっているとのぼせてしまいますよ」

　まるで俺の裸ら体たいを見たいかのように強ごう情じようだった。なんなんだこいつ。

　ここで意地になっても仕方ないと思った俺は、さっさと浴槽から立ち上がった。まあリヴルにマッサージさせるのも悪くは無いだろう。きっとそういうのも上う手まいだろうし、俺もリラックスして考え事ができるに違いない。

　言われるままにリヴルの前に座って背中を見せたのに、リヴルはなんでか不満そうだった。ジトっとした目で無言の抗議。もちろん俺は大して気にもせずに流す。

「イツキ様。一つお聞きしたいのですが」

「なんだ」

「どうしてイツキ様も水着を着ていらっしゃるのですか」

「お前の考えなんてお見通しだからだよ。主あるじをなめるな」

　失礼いたしました、とリヴルは恐縮する。大体夜よ伽とぎだの発情だので事あるごとに服を脱ぐリヴルのことだ。風呂場なんて警けい戒かいしてしかるべきだろう。まあ、水着を着ての風呂はいささか気持ち悪かったが、リヴル対策としては上々だろう。

「……お背中をお流しいたしますね」

「頼む」

　まあ、リヴルが残念そうだったのが気になるが、それはいい。

　とりあえず、その場はそれで収まった。その後にリヴルがただでさえ狭せまい浴よく槽そうに一緒に入ろうとしてきやがったが、それだけは断固として拒絶した。露ろ出しゆつ度どの高い水着が間近にあれば（しかもきっとリヴルはやたらに強調してくる）面倒くさいことになるのは必定だったからだ。

　最近、一つ思うこと。

　もしかしてリヴルは俺をからかって楽しんでいるのではないかという、一つの可能性。あの無表情に人をからかうなんて悪どい思考があるのかはともかく、最近のリヴルの諸もろ々もろを見るに、どうもそう思えてならない。

　それはそれで、人間らしいリヴルの一面ではあるのだが。




　蔵ぞう書しよ整理、とリヴルは言っていた。

　俺は本が床に山のように溜たまっている光景を想像していたのだが、実像はいささか違った。本ほん棚だなはいつものようにきちんとしているし、整理という言葉から連想する力仕事の気配もなかった。元々、整理なんて必要ないほどに、リヴルの管理は行き届いているから。

　風呂で一騒動あったものの、とりあえず俺は図書館に来た。母親とのことは今は置く。図書館の蔵書をチェックして、音楽堂の異変や連続傷害事件に関与していそうな死し書しよを洗い出す。悪くない判断だと思った。

　最初に来た頃は、ぽつぽつと空きのあった本棚も、今ではちらほら埋まっている。クトゥルフの魔導書。京きよう都との茶の本。狂気と無邪気の少女幻げん想そう。立て続けに封ふう書しよしたことで、白しろ旗はたを揚あげ、戦わずして戻ってくる死書も増えている。その成果は、隙すき間まが本で埋まる棚という形で如によ実じつに現れていた。

「うふふ、帽子屋さん、アリスは待っていたのよ？」

　最初に出迎えてくれたのは、金髪とエプロンドレスの映えるロリっ娘こだった。『不思議のアリス・イン・国のアリスワンダーランド』。首を傾かしげ無邪気に駆け寄ってくるその様子は、ワンダーランドで見た少女幻想のままだった。

「お前、人の姿にもなれたのか」

「ええ、もちろんよ。疲つかれるからあんまりしないのだけれど。黒猫の姿のほうがよっぽど楽。帽子屋さんもそっちのアリスのほうが好きでしょう？」

「もう帽子屋じゃないぞ」

　お前に着せられたタキシードもシルクハットも、あんまり気に入ってはいなかったんだよ。

　てこてこと、猫でも少女でも変わらずに、俺を先導するアリス。導かれるままにデスクのあるほうへ行くと、先にリヴルが着いていた。俺がベッドに入ってから眠りにつくまでのタイムラグのうちに、もう先回りして戻っていたらしい。話しているのは『邪神秘法書ネクロノミコン』か。

「では、楽がく譜ふの棚たなは全て見たのですね、『邪神秘法書ネクロノミコン』」

「そうそう♪　ま、非協力的なヤツはいないし。魔導書の棚なんかに比べたらずっと楽でしょう♪　で、消えてた楽譜はやっぱりベートーベンの交こう響きよう曲きよく、『英雄エロイカ』ね♪」

　アリスはささっと『邪神秘法書ネクロノミコン』に近寄っていった。今気付いたが、隅すみには湯のみを手にしている坊ぼう主ずもいた。『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』。ふん、三人でずっと蔵書整理してたってところなのかね。

「お兄さーん♪　私頑がん張ばっちゃったわよー♪」

「もちろんアリスも。アリスもちゃーんとお手伝いしたのよ。さあ褒ほめて褒めて」

　褐かつ色しよくの死し書しよと、少女幻想が無邪気に笑う。敵だったはずなのに。こいつらのしたことは悪逆非道なのに。二人の笑顔は俺を和なごませる。ところでそこの茶ちや坊ぼう主ずは俺を無視するな。

「まだ終わっていませんよ三人とも」

「え？」「あ、あら？」「なんだと？」

「せっかくですので全ての棚を見ておいてください。私もここのところ忙しく、蔵書の整理、確認が細部まで行き渡っていません。貴方あなたたちも少しでも悪いと思っているのでしたら、懸命に働いて誠意を見せなさい」

　先ほどまでご機嫌だった二人の顔が曇くもる。しぶしぶ、といった様子で褐色の死書は頭を搔かいたが、アリスはすぐに縮こまって黒猫の姿に戻ってしまった。その首根っこを、『邪神秘法書ネクロノミコン』は器用に捕まえる。

「こーら逃げないのアリス♪　あ、あとそっちの坊主も♪」

　さすが、力を誇示する死書だけのことはある。アリスを抱かかえ、坊主の袈け裟さをひっつかみ、二人を連れて行ってしまった。頑張れよーと声をかけてみるが、帰ってきたのは嫌いやそうなはーいという返事だった。それでもやってくれるのは、やはりリヴルの言う通り、罪悪感が故ゆえか。

「イツキ様、お聞きの通りです」

「あ、ああ、なんだっけ、ベートーベン？」

「はい。ベートーベンの手による、交こう響きよう曲きよく第三番変へんホ長ちよう調ちよう『英雄エロイカ』です。音楽に関する死書の中では、これが逃げだしていました。元々、楽がく譜ふは記号の羅ら列れつでしかなく、奏かなでるだけの存在です。楽譜としての死書は逃げだすようなものではありません。ですが、『英雄エロイカ』についてはまた少々事情が違いまして」

「おい、ちょ、ちょっと待て」

　相変わらず流れる流水のごとく解説を行うリヴルを制止する。いつもの講義もそうだが、こいつは重要なこともそうでないことも淡々と言う。というか、セリフの中に重要なエッセンスが散りばめられているのに、強調もせずに教えてくる。

　心の準備もないまま聞けば、大事なことを聞き逃しかねないのだ。ましてや、楽譜なんて完全に俺の守備範はん囲いを超えている。予備知識もないまま聞いても、絶対に混乱するだけだった。

「まずは、えーと、交響曲……なに？」

「交響曲第三番変ホ長調『英雄エロイカ』です」

　名前からしてまだるっこしい。

「その『英雄エロイカ』が、音楽堂の異変に関係してるっていうのか？」

「まだ確証はありません。が、私個人といたしましては、やはり音楽に関する死書が関わっている可能性が高いかと思われます。今、他の書しよ棚だなも『邪神秘法書ネクロノミコン』らに調べさせましたし、ともかくもエレシュキガル様にご報告の後、今後の対策を──」

「──その必要はありません」

　うわあ。

　来たよ。出やがった。がしゃがしょと鳴らすなその音は大っ嫌いだ。鋼はがねの音。決して曲がらぬ規律。どっから湧わいたんだイシュタル。俺はお前に会う度たびに殺されそうで、内ない臓ぞうに妙みような痛みと寒気を感じるんだけど。

「お久しぶりですね『筆記官ライター』」

　本ほん棚だなの林を抜けて、現れるは金髪の女神。

　金糸のごとき髪と、白銀の武ぶ器き鎧よろいのせいでいつもキンキラなイシュタルだったが、なんか、おかしいな。今日は一段と、その豪華な綺き羅らぶりに磨みがきがかかっているような。というかまさに、鎧も武器も磨いたばかりのような。

「アンタ、前よりキラキラになってねぇ？」

「やはりわかりますか。ああ、そう警けい戒かいしなくとも、今日の私は機嫌が良いのですよ。安心なさい」

　言葉と裏腹に、イシュタルの背負った槍やりの穂先が、ぎらりぎらりと輝く。照明の少ない死し想そう図書館で、自ら放つようなその輝きは明らかに異質だった。見た者を片かたっ端ぱしから貫つらぬくような、攻撃的な光。

「感謝しますよ、『筆記官ライター』」

「あ？　なんの話だ」

「『製作者メイカー』についてのことです。いえ、しばらく武器防具の手入れがおろそかになっていたのですが、『製作者メイカー』に全て磨とぎ直してもらいました。聞けば、あの赤あか崎さきシンは、経緯いきさつはどうあれ、貴方あなたの友人だそうではありませんか。まさか貴方の行為に礼を言う日が来るとは思いませんでした」

　つまり、あれか。お前がいつも以上に光輝いているのは全部シンのせいか。

　ちくしょう、赤崎シンが嬉き々きとして武器を磨ぐ姿が目に浮かぶ。俺と、敵対はしていないにせよ、なにかにつけて命を狙ねらってくる危険な女神のためだ。シンは喜んで手入れしたに違いない。

「……それより、俺は謝って欲しいんだがよ、カナのこと」

「大変申し訳ありませんでした。いえ、私にとっても『主賓客イーター』に襲撃されたのは予想外でしたので。言い訳にしかなりませんが、私も動どう揺ようしていたのです」

　う。反撃したつもりがあっさりかわされた。まさか本当に謝るとは。この居い丈たけ高だかな女神のことは、やっぱり俺は苦手だ。カナの件は確かに、カナの自業自得という面もあるしな。その上でイシュタルが殊しゆ勝しような態度に出るとは思わなかったし。

　でもやっぱり、人を見下ろすような角度の目線は、変わっていないんだよなぁ。

「あの、イシュタル様、先ほど言っていた、その必要は無いとは？」

「ああ、簡単なことです。妹の風か邪ぜがまた悪化してしまいましてね。しばらく私が業務を引き継ぎます。音楽堂の異変は『英雄エロイカ』の仕業ですよ。さあ、仕事です黒くろ間まイツキ。さっさと封印なさい」

　エレシュキガルは、直接的なやり方を嫌う。対してイシュタルは、必要と思えば最短距離の方法をとる。どんな力を使ったか知らないが、エレシュキガルの嫌うようなやり方で、音楽堂の異変の犯人を突き止めたのかもしれない。

　けどさぁ。

「……人が苦労してんのに、横から全部教えてくれるのか。ありがたくて涙が出るぜ」

「そこまで感謝されると私としても嬉うれしいですよ」

「皮肉だ阿あ呆ほうが！　おいイシュタル！　神様目線で回答を示してくれるのは良いんだがな、そりゃ本当に俺が感謝していいのかよ？　エレシュキガルは調べるのにもっと時間がかかるみたいなこと言ってたんだぞ！」

　秩ちつ序じよを守るために、既き存ぞんの状況に一刻も早く戻すために、手段を選ばない。

　神々の見えている光景は俺にはわからないが、風邪をひいているエレシュキガルではできないことを、イシュタルはやったのか。じゃあ俺が頭を下げるまでもなく、この女神が親切でやってくれたってことなのか？　本当に？

　きっと違う。エレシュキガルは、時間をかけることで別の結果を導きだそうとしていたのではないだろうか？　調査に時間がかかると言ったのが噓うそか本当か、今ではわからないが、俺たちにそれを伝えることは、彼女の中でより良い結果を導くための方策だったのでは。

　別の考えもできる。

　俺たちにやらせること。それに意味がある、という考えをエレシュキガルが持っていたかもしれない。介入を嫌うのは二人の女神に共通している点だが、見守るか、それともさっさと手を出して最速で収束させるか、という対極の考え方をしているのだ。お前ら本当に姉妹か。

「おそらく妹は、『主賓客イーター』の回復を待つつもりだったのでしょう」

　イシュタルは淡々と告げる。やっぱり俺は、こいつが嫌いだ。同じ無表情でも、リヴルのそれと全然違う。俺に献けん身しんするリヴル・ブランシェの、自分を殺した無表情ではなくて。

　全てありのままと見捨て続ける、無慈悲ゆえの無表情。

「ですが私は、それほど待つこともないと考えていますよ『筆記官ライター』。いずれ貴方あなたの仕事です。手助けがなくとも、音楽堂へ向かいなさい」

「お待ちくださいイシュタル様。犯人が『英雄エロイカ』であることは承知いたしました。しかしもう一つ、音楽堂の内部についての情報がありません。あの施し設せつは内部の状況によっては非常に危険な場所に成りえます」

　そうだ、言ってやれリヴル。

　この女には感情論が通用しない代わりに、筋の通った理論ならそれなりに聞いてくれる。そして論理的という点で、淡々と話す知識の具現リヴル・ブランシェは絶好の味方だ。

「今すぐ音楽堂に踏み込むことはできません。まずは従者たるジュモ・ブルを探しだし、協力して『死し聴ちよう音楽堂』の『英雄エロイカ』に向かえば、撃退の確率もあがります」

「双子の片割れですか。ではどうやって探しだすのですか？　ジュメル・ブルも消えたこの状況で」

　そういえば。

　エレシュキガルが見ていると言った、あの目を閉じた歌声はどこへいったのだ。図書館に入ってから姿を見ていない。エレシュキガルは自分の部屋へと戻ったのか。では、ジュメルは。

「おい、どういうことだイシュタル」

「どうもこうも。私は妹の容体が急変したので、彼女を自室に戻しただけですよ。ここに置いていても仕方が無いと思いましたからね──ああ、そういえば、ジュメル・ブルはふらふらとどこかに行ったようですがね」

「なんで追わなかった！」

　鋼はがねであることも気にせずに、俺はイシュタルの胸甲を殴りつけた。金属の擦こすれる音。けれど重量級の女神はびくりとも動かない。俺の言っていることが本気でわからない、という表情だった。なめやがって。高みからのその視線が、胃への不快感を誘発する。

「ジュメルは今は関係ないでしょう。音楽堂の死し書しよは貴方あなたが封印すべき敵です」

「アイツはやっと助けたんだよ！　不安定で誰かが見てなきゃいけないヤツだったんだ！　音楽堂がおかしくなって飛びだしてきて、今もジュモの居場所はわからねえし、でも手がかりはあるかもしれないんだ！　最悪、『演奏家プレイヤー』が現実こつちで妙みような事件を起こしているかも…………それを先に解決すれば、音楽堂のほうだって！」

「だから、それが、なにか？」

　抜き身、一いつ閃せん。

　イシュタルの機嫌を損そこねたのだと気付いた時には、俺の脇わき腹ばらに冷たい日本刀があてがわれていた。波打つ刃紋が、人間の胴どうなど骨ごと両断する鋭さがあると教えてくれる。リヴルも微動だにできなかった。居合か？　それにしても速すぎる。

　銀色の刃には、血の色がよく似合いそうだった。

「貴方の事情など知りません。一刻も早く書を封印すること。それが貴方の務めでしょう。音楽堂の従者？　主？　それがなにかしているとて、貴方になんの関係があるのですか？　『筆記官ライター』、貴方は死書を封じるだけ。音楽堂で異変が起きたからと言って、そちらの従者も主も貴方が面倒を見ることなどありません。放っておきなさい」

「だからさ、そいつらを見つければ、『英雄エロイカ』だって！」

「見つけたとて協力してもらえる保証はない。妙な事件を起こしているかもしれない音楽堂の主が、素直に貴方あなたの言うことを聞いてくれるのですか？　そんな確実性の低いことに期待しろとでも言うのですか？　貴方の友人を襲った相手と、本当に協力などできるのですか？」
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　心を読むな、神様。

　神の肩書きで好き勝手やって良いと思っているのなら、大間違いだ。ああ、アンタの言ってることは常に正しくて、そうだな、太陽が東から昇るのと同じくらい、絶対的に正しいことだとは思うけどよ。

「俺は……職務よりも、友達を襲ったヤツに、落とし前をつけさせたい」

「それこそ本当に、貴方のプライベート。知ったことではありません」

　これだ。

　イシュタルは俺の都合など知らないと言う。やることを最短時間でやれと命じる。エレシュキガルなら、こうは命じない。リスクを低減し、確実に仕事ができるように手を回してくれる。

　ああ、今ならわかる。

　エレシュキガルはきっと俺が、俺自身の力で、あの連続傷害事件も、音楽堂の死し書しよも、どちらも解決できるように手を回してくれていたのだ。それが彼女の考える、最良に近い進め方だったのだろう。俺の怪け我がが少ないとか、でなきゃ妙な軋あつ轢れきを生まないとか、今となってはわからないけど、多分そういうことで。

　でも、それも潰つぶされた。

「まあ、今回は京きよう都との時とは違います。妹の病やまいを治すわけでもありません。私は余計な口出しをしませんよ。好きになさい。あんまりのんびりしていると、いつの間にか首がごろりと落ちているかもしれませんがね」

　そうだな。アンタは口出ししなかった。ジュメルが出て行った時も、黙だまっていたのだろう。それは妙みように口を挟はさまれるよりも悪い、最悪の手だけどな。

「……好きにやっていいんだな」

「私の気分を害さない範はん囲いでならば」

　日本刀が、鞘さやへと納められる。腰の辺りに吊つった鞘。よほどの銘めい刀とうなのか。でなければ、名などない神の武具なのか。ともあれ、有り得ない輝きをもつ、一級品には違いない。

「いいだろう。リヴル、方針に変更は無いぞ。音楽堂にはまだ行かねえ。『演奏家プレイヤー』見つけるのが先だ。通り魔事件を追って、犯人見つけてやる。なにがなんでもソイツの首に縄なわくくりつけて、音楽堂で一緒に戦ってもらうぞ」

「イエス、マイライター」

　もう興味は無いとばかりに、イシュタルは踵きびすを返した。そっちがそんな態度なら、こっちも考えがある。出来る限りエレシュキガルのひいた絵図に乗っかって、今回もハッピーエンドでしめくくってやる。

　イシュタルは長い金髪をなびかせて、本棚の隙すき間まに戻っていった。その後ろ姿に、俺は声をかける。

「いつまでも俺が大人しいままだと思うなよ、イシュタル」

「私がいつもより優しいからこそ、言える強がりですね」

　どこが優しいんだ、どこが。

　苛いら々いらした気分は晴れない。カナもシンも、癖くせは強くても頼もしい味方。でもアイツだけは違う。敵じゃないかもしれないが、それだけだ。絶対に味方では有り得ない。事あるごとに邪魔してきやがる。

　あの態度が誰かに似ていると思って。

　完かん璧ぺき主義の緑みどりヶが丘おかユカリを思い出した。ああ、上から目線がよく似てやがる。イシュタルが嫌いだから会長も嫌いやなのか、会長が嫌いだからイシュタルも嫌なのか。相互に補完する毛嫌いの連れん鎖さは、イシュタルがいなくなった後も、俺の中に消化しにくいわだかまりを残したままだった。












日記四





　九月二日（後半）

　彼はよく寝ています。とても可愛かわいい。

　彼が来てくれてから、色々なことが変わりました。できなかったこともできるようになった。そうね、だって完璧な私の従者なのだものね。昨晩のことも、彼がいたからとても頼もしい。

　ヴァイオリンの音色で動いてくれる様子は、まるでマリオネットのようですわね。

　だから私も頑がん張ばれるの。だってまだまだ終わらないもの。これからやるべきことはたくさん。いいえ、これからが本番と言っても良いかしら。彼と一緒に頑張らなくてはね。

　彼のどこが可愛いって、その詩うた。

　歌う言葉に合う音楽を考えるのがとても楽しいの。でもおかしいですわ。言葉はとぎれとぎれになってしまうの。どうしてかしら。まあ、どうでもいいのかしら。そういう喋しやべり方をする子なのですわ、きっと。

　待っていて。

　もうすぐ良いことが起きるから、ね、ジュモ？














日記五





　九月六日

　ああ、どうしよう。

　憎い。

　憎たらしくてならない。

　今日、アイツと目があった。

　目があった。目があったの。噓うそでしょう。冗談じゃない。信じられない。アイツ笑ったの。私のことを笑ったの。見み下くだしてるの。いつも私のことを無視するくせに、今日は笑った。笑われた。私が。完かん璧ぺきなはずのこの私が、笑われた。許さない。絶対に許さない。泣いて謝って命いのち乞ごいをしても許さない。アイツだけがどうして世界の中心みたいな顔をしていられるの。私のことなんてなんとも思っていないくせに。やめて。放っておいて。触らないで。近づかないで。絶対に私だけがその


（ここでページは破り捨てられている）
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　緑みどりヶが丘おかユカリについて、ここ数日、色々と聞いてみた。

　それが苦痛の作業であったことは言うまでもない。嫌いな女の話を聞くなんて。しかも、それがほぼ十割、会長に対して好意的な評価ばかりだったから、ますます嫌いやになる。嫌いな人間が褒ほめられることほど嫌なものはない。

　更に腹立たしいのは、そこまで不快な聞きこみをしても、会長自身について、噂うわさ以上の話は聞けなかったことだ。

　大体、本人がミステリアスだから噂が広がるのである。高校に入ってからの完かん璧ぺきぶりについては噂があっても、中学以前のことを知っている人間は驚くほど少なかった。中学の頃は大人しかった、なんて話も聞いたが、どうだろう。今と正反対の印象を与える噂に、どれだけの信しん憑ぴよう性せいがあるか。

　まとめるならば。

　生徒会長は完璧。なにをやらせても平均以上の成果を出す。

　特に音楽に関しては天才的。ヴァイオリンは一流。

　人当たりも抜群。

　気味が悪いと思うのは、これらの評価が全て、外から見ることのできる緑ヶ丘ユカリの能力に関してのものばかりだからだ。例えば、家族の話。例えば、好きなものの話。いや、そんなことはいい。もっともっと単純なもの。例えば、先週、会長と一緒に遊びに行ったとか、そういう類たぐいの。

　誰かに話を聞いたら、当然出てくるべき話題は、一体どこにいったんだ？

　アイツはまるで崇すう拝はいされるべき偶ぐう像ぞうのようで、誰からも慕われているようで、その実誰にも心を許してなんかいないのではないか。あれだけなんでもできれば、それは、孤高にもなるだろうが。

「それはねー、黒くろ間まクン」

　会長についての話を集めている。

　それを恋こい池いけ先生に話してみると、彼女はにこにこした顔で俺を指さした。

「あなたも、あまり信用ないから」

「ああ。俺なんかに、深い話はしてもらえないって？」

「まあそういうことかなぁ。ね、黒間クン。友達作ってこなかったツケよねぇ」

　心底大きなお世話でございます先生。

　とはいえ、友達というなら恋池先生はかなり友達っぽい関係ではないかと考えている。教師と生徒っていうか、あんまりこの人は教師に見えないし、むしろ読書仲間、本好き友達と言えるかもしれなかった。

　リヴルは──アイツは本好きっていうか、本そのものだし。ましてや友達では有り得ないし。

「他にいないのかしら？　黒くろ間まクン。君と仲の良い人で、会長とも仲が良い人」

　未み耶やくらいしか浮かばなかった。

「……俺と仲が良い人って時点で、大分限られますからね」

「まあ、そうよね」

　否定もせずに恋こい池いけ先生は頷うなずく。別に否定して欲しかったわけではないのだが、なんというかこう、この人も情熱的に見えて色々とドライだよなあ、と思う。冷静と情熱を上う手まくコントロールできてこそ、立派な大人ということなのだろうか。

「先生は、会長のことなんか知ってます？」

「すごい女の子よねぇ」

　溜ため息いき混じりに言う。あんまり知らないらしかった。とはいえ恋池先生ならば、女性として緑みどりヶが丘おかユカリをうらやむ必要はほとんどないとも思うのだが。

　ちなみに、こうして図書準備室で俺たちがのんびりできているのは、図書室の間を忙しそうに行き来するリヴルがいるからである。さすが死し想そう図書館の膨ぼう大だいな書しよ籍せきを管理する立場だけあって、高校の図書室の仕事などすぐ覚えてしまったようで。

　おかげで恋池先生、かなり暇ひまみたいだったが。

「ま、黒間クンもね。別にそれで良いと思うわよ。友達がまったくいなくて良いとは思わないけど、多ければ多いほど良いというわけでもないもの」

「はあ。やっぱそうすか」

「そうね。だって、誰かと交流するっていうのは、時間も手間もお金も、それと気も遣うもの。もちろんそれが苦にならない程度ならば全然良いでしょうけど、あんまり多すぎると、ねぇ？　携けい帯たいのアドレス帳だって管理が大変じゃない」

　まったく同感だった。英数字の羅ら列れつをいくら登録したって、その内のどれだけを使うというのだろうか。無ぶ精しよう者ものの俺に、友達百人なんて手に余るのである。近しい数人だけで十分だった。

「本ならそんな面倒くさいことなしに、友達になってくれるけどね」

　俺のとこは従者だけどな。

「先生もやっぱアレっすか、本が友達だったタイプ？」

「そうなのよぉ。ねえ聞いて黒間クン。私ねぇ、全然同性の友達がいなかったのよぉ。どうしてかしら、ねえどう思う？」

「どうせ高校の頃からボタン二つ開けてたんでしょう」

「あら、どうしてわかったの？」

　今も昔も変わらない恋池先生らしかった。そりゃ、男性人気はともかく、女性からはさぞ嫌われただろう。女心なんてわからなくても、それくらいは容易に想像がつくのだった。

　だとすれば、尚更、会長の気味の悪さに拍車がかかるのである。あれだけ出来て、どうして誰も妬ねたまない。嫉しつ妬とと羨せん望ぼうは同じものだ。憧あこがれ、羨うらやみ、望む心の裏には絶対に、妬みや嫉そねみが紛まぎれこんでいる。

　羨望と憧どう憬けいしか有り得ないというなら、それは、とんでもなく歪いびつな。

「──こんにちは？　黒くろ間ま君」

　肩を。

　叩たたかれた。

　ぞくりとした。幽ゆう鬼きのようだと思った。それなりの武術も嗜たしなんでいるというこの女なら、気配を感じさせずに背後に立つなんて、それこそ容易なのかもしれないが──。

「会長……なんで、ここに」

「クラスの方に聞きましたの。そうしたら、多分図書室ではないかと仰おつしやって。すみません恋こい池いけ先生、少しお邪じや魔ましますわね？」

　にこにこした顔。相変わらずのドリル髪。

　恋池先生は特段訝いぶかしむ様子もなく、妖よう艶えんに笑っている。妙みような威い圧あつを感じているのは俺だけなのか？　この女を怖いと思うことは何度もあったが、今、俺は、もっと直接的な圧倒を感じている。

　言外の内に、脅きよう迫はくされているような。

　嫌いだと、苦手だと思う心境が恐怖に昇華したのか。彼女を犯人と疑うから、それが肥大化しているのか。だったらおかしな先入観は捨てるべきだ。大丈夫、こいつは、ただ肩を叩いただけだから。

「俺に、なにか用事が？」

「ええ、少し。大したことではないのですけれど」

　頰ほおに手を当てる仕草がわざとらしい。

「黒間君、最近あちこちで私のことを聞き回っているらしいですわね。一体、何な故ぜかしらと思って」

　別に、俺は特段の隠いん蔽ぺい工作をしていたわけではない。会長の耳に届くのは、実に自然な成なり行きだっただろう。大体、人望なら俺なんぞより会長のほうが圧倒的に上なのだから。その可能性は、考えなかった俺が悪いのかもしれない。

　でも、直接やってくるとは。アンタはもっと回りくどいやり方が好きだと、侮あなどっていたぜ、会長。

「別に。俺なりに、会長に興味が出てきたんですよ。こそこそしてすみませんね」

「いいえ？　別に構いませんのよ。ただ、私としては貴方あなたがどうしてそんなことをするのか、ただただ疑問だっただけですから。でも、でしたら直接聞いて下されば良いのに。私は貴方を無下にするつもりなんてありませんわ」

「そういうの苦手なんすよ」

　本心で語り合っているか。それとも、裏を探り合うための茶番劇か。

　少なくとも俺は噓うそは言っていない。まあ正直ぺらぺらと喋しやべっているわけでもないが。緑みどりヶが丘おかユカリが苦手だから、わざわざ遠回しなやり方をしている。それは事実である。

　果たして、会長のほうは、どうなのか。裏を読もうとしても、生徒会長の目を細めた表情からは、俺が読み取れるものはほとんどなかった。

「なんでもないのなら、いいのですけれど」

「本当、大したことじゃないっす。俺は会長嫌いなもんで、なんか弱みでも握れないかなと思っただけっすよ」

「無理よ」

　冗じよう談だんめかして、ちょっとだけ真意に近いことを告げてみても。

　緑ヶ丘ユカリは、それを一いつ刀とう両りよう断だんした。

「無理。だって、ないもの」

「……なにが？」

「弱みが。ごめんなさいね黒くろ間ま君。私は貴方あなたが思っている以上に、完かん璧ぺき主義なのですわ」

　恋こい池いけ先生はこの会話を、ちょっとした言い合い程度に思ってくれてるだろうか。

　やっぱり気のせいじゃない。この生徒会長は、俺の直感通りの、怖い女だ。笑顔と無言の威い圧あつでもって、俺に脅おどしをかけてきやがったのだ。これ以上深入りするな、と。

　どういう意図があるのかは、知らないがよ。

「それでは。失礼しますわ先生。黒間君も」

　優雅な一礼。まるで、これから演奏でも始めるかのような。

　それで去っていく生徒会長は、嵐のごとくだと思った。散々かき回してとっとと消え去る。リヴルは、緑ヶ丘ユカリがここに来たことを知っているのだろうか。気付いていても多分彼女は横目で見ているだけで、手は出さないだろう。俺一人でやってみると、言ったからな。

「喧けん嘩かでもしたの、貴方達？」

　恋池先生が首を傾かしげてしまう。そりゃそうだ。傍はた目めからには一体どういう会話だったのかわかりづらいだろう。ましてや連続傷害事件と結び付けられるはずもないしな。

　俺は「ええ、まあ」なんて、曖あい昧まいにもほどがある返事で誤ご魔ま化かした。

　弱点が、ない。全てにおいて完璧だと、緑ヶ丘ユカリは自負した。

　そんなわけがないだろうと一刀両断することは簡単だが、あの生徒会長においてはその荒こう唐とう無む稽けいが現実味を帯びるから厄やつ介かいなのだ。どこにも弱い部分なんてないように思える。どういう形でも、彼女を出し抜くことはできないのだとしたら。

　やっぱり、正面からやり合いたい相手ではないと思った。




　俺が会長について色々聞いていた時期とあわせるように、赤あか崎さきシンは、しばらく学校に来ていない。

　ひきこもってなにをしているのか、まあ、大体想像はつく。工房ではなにか一つ製作するというだけで大仕事なのだ。大方夜通し死し作さく工房での作業をして、昼間は寝ているのだろう。成績とか心配にならないでもないが、アイツは意外と勉強できるんだよな。少なくとも俺よりは。

　まあ、だから、俺がシンに電話した時、返ってきた声は不機嫌そうだった。

『君の電話で起こされるとはまた最悪の気分だよ』

「学校サボって昼間から寝てるほうが悪いんだろうが」

　ちなみに、放課後すぐに赤崎シンに電話をかけねばならない俺も、気分としては最悪である。これからまた敬けい一いち郎ろうの見舞いに行くつもりなのだが、ちょっとシンに訊たずねておきたいことがあったのだ。病院への道すがら、シンと会話する。歩きながら携けい帯たいで会話するには、ちょっとしたコツがいる。

　まあもちろん、シンの安眠を邪じや魔ましてやろうという意図も、ないわけじゃないが。

「緑みどりヶが丘おかユカリのことについて、ちょっと聞きたいんだが」

『生徒会長？　なんでまた、僕に』

　俺は、あの会長が『演奏家プレイヤー』ではないかと疑っていることや、街で起きている連続傷害事件と、『演奏家プレイヤー』の関係についてを話した。最初は俺の考えが読めないらしいシンだったが、寝起きの頭でも回転は鈍にぶっていないようで。

　どうやらすぐに、察したようだった。

『つまり、アレかい。もし本当に、君の考える通りに、生徒会長が『演奏家プレイヤー』なら、君と会長だけじゃなくて、僕と会長の間にもなんらかの接点があるかもしれないと。こう言いたいわけだ』

「ああ、なんか、心当たりはないか？」

　例えば、金こん野のカナと赤崎シンの間には、接点と呼べるようなものはない。少なくとも俺の知る限り。

　だから、この法則はきっと必ず適用されるわけではないのだろう。でも同じ学校だし、もしかしたらシンも最初から会長を知っていたかもしれない。いや、ただ知る以上に、なにか手がかりが。

　ああ、俺にも一応いたな友人。いけ好かねえけど。

『別に、詳くわしくはない。会合で何度か顔は見たけれどね。それくらいか。完かん璧ぺきという印象でほぼ合っていると思うが』

「……は？　会合？」

『ああ、西洋趣味の緑ヶ丘の当主と、そこに顔を売っておきたい俗物の僕の父親は、それなりに接点があるということさ。緑ヶ丘の屋敷で主しゆ催さいされたパーティに、二回、いや、三回くらいか。父に連れられて行ったことがあるよ。なんにも得るものはなかったけれど』

　なんか、いきなり現実離れした話になってきやがったな。いや、それはまあいいが。とにかく赤あか崎さきシンと緑みどりヶが丘おかユカリは、俺の知らないところで面識があったらしい。シンにパーティなんて言葉ほど似合わないものもないだろうが。

「お前の家、金持ちだったのか？」

『ただの成金だ。父親が金集めにしか興味のない男だ、というだけさ。緑ヶ丘グループとは、そもそも勝負にならないよ。あそこは歴史も風格もあるし、実力もある。金持ちというより、なんでも持っているから金も自然と集まってくる、という感じなんだろうね。近づかなくて良い世界だと思うよ』

　淡々と言うシン。自分の家が嫌いなのは知っていたが、父親を語る時の彼は本当に嫌いやそうだ。一体なにがあったのか。家族の問題に踏み込むつもりはないが、少し気にはなった。

『まあ、その程度の関係だ。音楽ができるという話はよく聞くから、確かに『演奏家プレイヤー』には相応ふさわしいだろうが、僕は、そんな判断ができるほど彼女と仲が良いわけではないよ。期待させて悪かったね、イツキ』

「ダメで元々のつもりだったからな」

　俺の皮肉にも、特段怒った様子もなく、シンは溜ため息いきを吐ついていた。むう、いつもならもっと反論してくるだろうに。やはり眠いのか。

　工房に引きこもって、一体なにを作っているんだかな。

『さっき、歴史も風格もあると言っただろう、イツキ』

「あ？　ああ」

『あれだけ巨大な屋敷。おまけにプライドと伝統でがちがちに固められている。名家というのはそういうものさ。だから、一度どこかに埃ほこりが溜たまってしまえば、それを取り除のぞくのは難しいと思うよ。見えないところなら、尚更』

「なんの話だ？」

『さあ、ただの一般論だよ』

　からかわれているのだろうか。いや、単に、シンが緑ヶ丘の家で見た印象を、そのままに語っているだけなのだろう。完かん璧ぺき主義者。弱みがない。本当に？　そんな人間、果たして本当にいるものだろうか。

『もう良いかな。こっちは寝足りないんだ』

　一応、あの異次元に行っている時も眠ってはいるはずで、つまり傍はたから見ればシンは一日中眠っていることになるのだが、まあそんなことを指し摘てきしてもあまり意味はあるまい。俺も似たような立場だしな。更に太るぞなんて言わないでおいてやろう。

「お前、今なに作ってんの？」

『ちょっとしたものだよ。君、いずれ音楽堂に乗りこむには違いないんだろう。その時に役立つものを作っておこうと思ってね。ああそうだ、『戦神の高座フリズスキヤルヴ』の調子はどうだい？　ちゃんと使えているかな』

「まだ出番はねえよ」

　最近のリヴルは女教師バージョンでもメイドバージョンでも、あの眼鏡めがねを欠かさず身に付けているが。それでも戦せん闘とうをしていないことには、照準装置も使いどころが無い。使わないほうが良いのは間違いないんだけどな。

「犯人、お前はどう考える？」

『僕はイシュタルに賛成だよ』

　いきなり嫌いやなことを言いやがった。とんでもねえ。

『昨日、ちょっとやり取りがあったことは、イシュタルから聞いた』

「賛成ってどういうことだ。効率良くやるべきことだけ機械みたいにやれ、ってことかよ」

『君も大たい概がいイシュタルの真意を曲解しているみたいだね…………僕は、考え方は少々違うけれども、結論だけはイシュタルと同じ意見を持っている、ということさ』

　イシュタルは、やるべきことだけをやれ、と言った。つまり音楽堂の死し書しよ、『英雄エロイカ』の封印のみに力を傾けろ。他のことは、なにがどうなろうとお前の知ったことではないだろう、というのが、イシュタルの意見のはず。

『連続通り魔のほうは、本当に君がやらなくてはいけないのかい？　封ふう書しよをないがしろにしてまで？　仕事を履はき違えてるとしか思えないね。死書のことは君にしかできない。でも結局、君は死書のことなんてどうでも良くて、矢や口ぐちさんの周りにある危機を排はい除じよしたいだけなんだろ？』

「それがわかってんなら口出すな」

『僕はわかっているけれど、君自身がわかっていないように思えたからね』

　なんで俺こいつと友達やってんだっけ。

『だから言うのさ。それは本当に、君が抱かかえなくてはいけない問題なのかい？　他にきちんと任せられる人はいないのかい？　音楽堂の死書にだけ注力していれば、もうちょっと上う手まく回るし、君の負担も減るんじゃないのかとね。これでも心配しているんだけれど？』

「任せられるか。通り魔のほうだって異次元が関わってるんだぞ。俺が出なくてどうする」

　シンは答えなかった。なんでこう、意味深なことばかり言うんだお前は。お前は戦えるわけじゃないだろう。ましてやカナだってダウンしてんだろ。俺が出張らなくてどうするんだ。ああ、そうだ、確かに根底にあるのは、未み耶ややユズキを守りたいという想いだけどよ。

　だって仕方が無いだろう。

　もう二度と、何度も脳裏で再生される、未耶の死に様なんて再現したくはないんだから。

『もし、本当に『演奏家プレイヤー』が緑みどりヶが丘おか会長だとしたら、の話なんだけどね？』

「ああ？」

『その場合、君の奔ほん走そうは無む駄だになるかもしれない。音楽堂にどんな異変があったとして。ジュメル・ブル、ジュモ・ブルがなにか妙みようなことに巻きこまれているとして。生徒会長のスペックは、それらをまとめて粉ふん砕さいするほどに高いよ。君はもう会長の手の内で、あるいは君には、原因となっている書を封印するだけの役目しか残らないかもしれない。会長はさ、なんでも自分でやりたがるタイプだからね。責任感が強いんだろう』

　未み耶やは会長のことを、模も倣ほうが得意なのだと言った。だからなんでもできる。エキスパートの真ま似ねをすればそれは当然、完かん璧ぺきにこなすことができるはずだからと。

　そしてシンは、責任感を述べた。確かに責任を負うことができなければ、生徒会長なんてやる気もしないだろうが。そうか。だからあれだけ神しん出しゆつ鬼き没ぼつに、色んなことに口を出しているのか。

「ここでも高評価か、あの女は」

『まあ、やるだけやってみろ。僕の作っているものも、絶対に君の助けになる。君が確実に使うものでなければ、僕も金かな槌づちを振るうことができないからね』

「即効性がないと不便だな、お前の工作も」

　電子音が鳴った。俺の言葉に怒ったのか。それとも、もう完璧に眠気に敗北したのか。まあどっちだって良いのだが。本当に愛想のない男である。

　なんだかな。

　シンへの悪口のはずが、それが全て自分に跳ね返っている気がした。つまるところ俺とシンは似ているのだ。同属嫌悪ほどタチの悪いものもない。

　シンは俺と違って、己おのれの職務には真ま面じ目めみたいだけどな。




「あれ、今日は夫婦で来てねえの？」

　病室での開口一番が、敬けい一いち郎ろうのそんなセリフだった。なんでどいつもこいつも、俺と未耶をまるでセットのように語るのだろうか。もう俺たちはいつまでもくっついていることなんてできやしない。ガキじゃないんだから。

「そういうお前こそ。今日は小こ牧まきはいないのか」

「ああ、ずっと家に帰らないでつきっきりでいてくれたから。なんか、さっき親父さんが迎えに来てよぉ。強引に連れて帰った」

　なんで小牧は、敬一郎にそこまでできるんだ。そんなに良いかねこの男は。

「彼氏と父親、とんだ対面だな、それは」

「おうよ。丁ちよう度ど良いんで、娘さんを僕に下さいつったら殴られそうになった。いやあ、怪け我がしてて良かったぜ。真っ当な状態だったら間違いなく殴られてたね、ありゃあよ」

「お前なにやってんだ」

　土産みやげの缶詰をそこらに置いて、ベッドの横の椅い子すに腰かける。小牧父には同情することしかできなかった。娘が家にも帰らず、事件に巻きこまれた彼氏につきっきりでは心配にもなるだろう。たとえその彼氏が、事件の完全な被ひ害がい者しやだとしても、だ。

　まあいずれにせよ、小こ牧まきがいないならば丁ちよう度ど良い。

「ちょっと色々聞きたいんだけどよ」

「あん？　黒くろ間まぁ、なんかこれから尋じん問もんでもするみたいだぜぇ」

「小牧の怪け我がは、あれは一体どうしたんだ？」

　怪我人の敬けい一いち郎ろうに、あんまり大したことを聞くつもりは無い。事件当夜のことはもう聞いたし、疑問に思っていること。あとは、生徒会長に関して聞ければ、それだけでいいのだ。

　まずは軽く。小牧の頰ほおのガーゼについて。

「言いたくねー」

「いや、別に深い事情を聞きたいわけじゃない。あの怪我は、犯人にやられたものなのか」

「泉いずみは関係ねえよ。ありゃ、別の理由だ」

　気だるげにベッドに横たわる敬一郎は、なんか一気に不機嫌に見えた。最初の質問としては軽い話題のつもりだったのだが、どうやらミスをしてしまったらしい。こりゃ、やっぱりなんかあったんだな。

　深入りしないのが吉か。

「そういや、この前会長来てたよな？」

「んー？　それがどうかしたか。一応、中学も一緒だったし、顔見知りじゃああるからよ。でもわざわざ見舞いにまで来てくれるとは思わなかったな」

「中学が一緒？　じゃあ、昔から知ってたのか」

「いんや。正直、それを知ったのは今の高校に入学してからな。大体、一つ上の学年なんて詳くわしく知る機会もないし。そもそも俺不ふ真ま面じ目めだったからさ、あんまり学校に通ってなかったんだよ。卒業できたのマジ奇き跡せき」

　卒業が危あやういような輩やからが、進学校であるウチに入学できるか。

　まあ確かに、敬一郎は今の高校の中では不良っぽくて浮いている。未み耶や、小牧とか、あと会長とか、そういう才さい媛えんどもが集まる高校なのだ。俺だって入れたのはギリギリだったし。

「でも目立つだろ、あんな完かん璧ぺき超人がいたなら」

「そうなんだよなぁ。でも不思議と、会長の化け物みたいな噂うわさは入ってこなかったぜ。あんな美人がいたらすれちがっただけでわかりそうなものなのに。おかしいよな？　でもやっぱり、見覚えはあった。中学で見かけた記憶はあるんだけど、なんか、今の印象と違うっていうか」

「あん？」

　敬一郎は不思議そうに顎あごをさする。今と違う印象。確かに、噂で少しだけ耳に挟はさんだ。中学の時の会長は、妙に大人しかったのだと。敬一郎もそう言うなら、その証言にはある程度の確実性を付与することができるのだろうか。

　会長の中学時代。なんだ。なにか引っかかるんだが。

「高校に入ってから豹ひよう変へんしたってのか」

「さあ？　成績とかは良かったんじゃねえの。上の学年の話だから、俺なんかよりももっと詳くわしいヤツがいると思うけどな」

　これは接点と呼べるのだろうか。この程度のものが？

　以前から顔見知りであった、ということは理解した。だがそれだけだ。それが直接狙ねらわれる理由になるというのか？　くそ、まだまだ、色々足りねえな。

「──お前に、会長が直接見舞いに来たのは、皮肉もこめてんだろ」

「皮肉？」

「副委員長の仕事サボったら、妙みような事件に巻きこまれてんだから。真ま面じ目めに仕事しろって暗にほのめかしてんだよ。お前は気付かなかったかもしれないけどな」

　いいじゃんかよ別にいー、と敬けい一いち郎ろうが口をとがらせた。良くねえよ。少なくともお前がいれば、代理で俺が会長にこき使われることなんて無いんだよ。いや、それとも結局一緒か？　ハイスペックの会長にとっては、俺を利用するなんて、どういう形であっても容易たやすいことなのか。

「そんな感じじゃなかったけどなァ」

　それはお前が、言葉の裏なんて読む技術が無いからだ、敬一郎。

　あるいは、もっと別の、もっと合理的な可能性も考えられないこともない。そう例えば、それは緑みどりヶが丘おかユカリが犯人だという仮定に基もとづくのだが、自分を目撃した可能性のある槇まき敬一郎を、完全に口封じするためにやってきたとか。でも未み耶やや俺がいたので急きゆう遽きよ中止に。

（いや、ないか、それは）

　連続傷害事件、なのだ。被ひ害がい者しやはみな敬一郎のように怪け我がを負っているものの、死者は一人も出ていない。被害者が後から誰かに殺害されたということも、未いまだない。目撃者を封殺しなければならない状況に陥おちいること自体が、そもそも致ち命めい的てきなミスだし、緑ヶ丘ユカリがそんな失態を？　有り得ないと言っていい。

　わからない。緑ヶ丘ユカリが、まったくつかめない。

「なに？　急にお前、会長にご執しゆう心しん？　委員長はどうしたんだよ」

「そんなことないっての。未耶は関係ないだろ」

「はあ？　関係ないってお前、本気で言ってんのか？　あれだけ夫婦やっといて関係ないなんてこたぁねえだろうよ」

「つまりそうなると、お前は人の嫁よめを盗とう撮さつしようとしたバカってことになるんだが？」

「やっ……いや、それはお前、アレだよ。それとこれとは話が別っていうか」

　恋は盲もう目もくとはよく言ったもので、小こ牧まきからすればこんなバカでも、それなりの男に見えているのだろうか。あるいはバカだから放っておけないのか。あるいは俺の価値観で測れるものではないのか。女心なんてよくわからん。

　敬けい一いち郎ろうを見ていると、バカも結構得なのではないか、と思えてしまうが。

「なんかさっきからバカバカ言われてる気がする」

「だってバカだろ」

「その通りだ！」

　あっけらかんと笑う敬一郎はやっぱりバカで、つまり清すが々すがしい。

　怪け我がしていてもこの顔ができるのだから、俺はいっそ尊敬してしまう。一いつ瞬しゆんだけ、緑みどりヶが丘おかユカリのこととか、事件のこととかが、頭から飛んだ。本当に一瞬だけ、だったけどな。




　ただいまと告げても、それに対する返事がなかった。珍めずらしい。

　ユズキもリヴルもいないのだろうか。そう思ってリビングを覗のぞいてみたら、いたのはいかにも不機嫌な顔の母親だった。なんか周囲に黒いオーラが見える気がする。ほぼ最悪に近い部類のエンカウントと言える。

　返事もなかったのが、不機嫌の証しよう拠こ。

　しかし、食事用テーブルの上に無造作にぶちまけている書類を、俺は見逃すことはできなかった。あれは関係のないものか？　いや、そんなはずはない。書類に添付された写真には、見知った街の光景が写されている。事件現場？

　これは、捜査資料か。

「やれやれ、担当の刑事が友達で助かったねぃ。課が違うだけで資料の貸し出し渋しぶりやがるんだからまったく」

　聞こえよがしに。ただし、俺には話しかけていないかのように。まるで独り言のように。

「こんなの、イツキが見たらとんでもないことになっちまうよぅ」

　俺はいる。ていうか、母親も気付いているに決まっている。それでも、あくまで、ここには俺はいないことになっている。だって、母親が見せたとなれば大問題で、意地でも彼女はそんなことをするわけにはいかない。

「こっちは各事件の概がい要よう。被ひ害がい者しやの個人情報。現場検証の分ぶん析せき結果。これは……目撃証言をまとめた調書か。やれやれ、これでどうにかこっちの仕事もはかどるってもんだねぃ」

　露ろ骨こつな母親の呟つぶやきに、頭の下がる思いだった、マジで。

　俺は資料を眺ながめる。母親はふうやれやれとか言いながら溜ため息いきを吐つくだけで、資料に目を通す俺を咎とがめる気は無いらしい。気付いていない、フリをしている。

　資料の中に、被害者についてのものがあった。被害者の個人情報、傷と打だ撲ぼくの概要、襲われた場所、凶器の推定など。被害者は全部で四人。最も新しい被害者が敬一郎。共通点は、全員が高校生であること。そして同じ市内に住んでいるということ。これだけ見れば、無差別の同一犯と思えて仕方が無いが──。

「傷口から見て、凶器は」

　腕を組みながら、母が独り言を続ける。俺に語ってくれているのに、彼女は独り言の体てい裁さいしかとることができない。息子のためにこんな危ない橋を渡ってくれる母親なんて、一体どれだけいるのだろう。バレたら懲ちよう戒かい免職、いや、そんなものではすまないのか？

「球形の物体と思われる。背後から頭ず蓋がいを叩たたきつける手口は全て同一だが、一方で、確実に死に到らしめるほどの威い力りよくは出ておらず、鉄球やゴルフクラブなどは当てはまらない。現時点で適切な凶器の特定はできていない。実験では、スリングショットで粘ねん土ど弾だんを撃ちだした場合において、事件と同様の結果が出た……だが、それでやるなら愉快犯でしか有り得ないよなぁ。大体、そんなわかりやすい凶器なら被ひ害がい者しやの頭に粘土が残ってるってぇーの」

　凶器は不明か。被害者は襲われた場所を確認しても、市内の大通りを外した裏路地ばかりだった。いずれにせよこの近辺であることは間違いない。通り魔、愉快犯と考えれば通りは良いかもしれないが。

「これは、やっぱり、愉快犯じゃないよねぃ。市内の高校生ばかり狙ねらってるんだ。共通点は他にもあるはず。考えれば当たり前のこと。でも、見つけらんなぃ。どうしてだ？」

　被害者の共通点。そこにこそ、被害者を選定する、犯人の目的が存在するのだろうか？

　世間では通り魔事件としてしか見られていない。高校生なら誰でも被害者になると思われている。でも母親の考えは違うようだった。俺は更に捜査資料をめくっていく。敬けい一いち郎ろう以外、被害者に知り合いはいない、当然だが。犯行現場を頭に叩きこんでいく。

　これを見れるのは、今だけだ。チャンスは逃せない。

「でも、こりゃあ私の勘かんでしかなぃ。無差別じゃないってどんだけ主張したって、証拠もないのに、少年課の問題刑事の話なんて誰も聞いてくれるわきゃあないよなあ。目の前で子供らが大変だって時に、私はなにもできないのかよ……」

　そうか。

　なあ、母さん。俺にそこまでしてくれるのは、それが理由なのか。俺に見せればなにか、全然別の形での突破口が開かれるかもしれないという、一いち縷るの望みか。そりゃ、ありがたい。是ぜ非ひとも期待に応えなきゃいけないよなぁ。

　まったく、マジでありがたい母親を持ったもんだ。使命感とでも言うべき静かな昂たかぶりを感じて、やっぱり是が非でも事件を解決しなくてはいけないという気分になる。意外と子こ煩ぼん悩のうな母の言葉を、俺は確かに受け取った。

「あん？　なんだイツキ、帰ってたのかぃ」

「あ、ああ、ただいま」

　俺はなにも見てなかったという風に目線をそらして、ぎこちなく頷うなずいた。母親はわざとらしく、捜査資料をかき集める。誰を騙だますわけでもない演技。ただの茶番でしかない。でも茶番を演じなきゃいけない時だってあるのだ。今がまさに。

「……なんも見てないだろうねぃ？」

「こないだ怒られたばかりなのに、そんな度胸があるもんかよ」

　肩をすくめた俺に、母親は満足そうに頷うなずいた。よくぞ盗ぬすみ見た我が息子、とでも思っているのだろう。

「ユズキは？」

「メイドちゃんに迎えに行ってもらったぜぃ。ま、状況が状況だからよぅ」

　そうやって体ていよくリヴルを追いだして、俺と一対一で話し合える環境を作りだしたのか。武ぶ闘とう派はの脳筋女と見せかけて、その実結構頭も働くらしい。おっと、こんな風に考えていると知られたら殴られそうだ。

「イツキよぅ、お前さ、例えば──」

　頭をかきむしる母親。なんだろう。珍めずらしく歯切れが悪い。

「例えば、そう、犯人に出くわしたらどうするんだぃ？　夜の道の暗がりで、ばったりと」

「そりゃ、もちろん逃げるさ」

「逃げ切れなかったら？」

　リヴルを呼ぶ。というかアイツは、俺の危機を敏感にかぎつけて、きっと向こうからやってくることだろう。だが、それも無理そうだったら？　そうだよな。やっぱりそこは。

「向かってくしかねーんじゃねえの？」

「うんうん、だよねぃだよねぃ。それが一番良い方法だぜぃ。追い詰められたらネズミでも嚙かみつく。でも、ま、戦い方を全然知らなきゃ、そりゃやっぱりただの無む謀ぼうだからよぉ。ちょっとおかーさんが、お前に教えてやるぜぃ。手ぇ出しなぃ」

「あ？」

　言われたままに右腕を出す。母親は立ち上がって俺の腕をとってきたので、もしかしたら技かなにかでもかけられるのかと怯おびえてしまったが、どうやら違うらしかった。俺の指を折りたたんで、何な故ぜか拳こぶしを作らせる。

　曲げた四指を、親指で守るように固定する。

「握り方は、こう、こうな。これで殴りゃぁ、まあ、相手は痛いけどお前はあんまり痛くないだろぅ。よっぽど変なもの殴ったりしなきゃよぅ」

「相変わらずアバウトな教え方どーも……」

「いんやぁ、だって私は実じつ践せん専門だからよぉ。教えることに関しちゃシロートなのさぃ」

　どのような技術でも、他者に教えられなければ習得してないのと同じこと。そんな意味のことをどこかで聞いたような気がする。なるほどそういう意味では、柔道黒帯だの剣道二段だの、諸々の格闘技に熟じゆく達たつしている母親といえど、まだまだ素人しろうとでしかないということか。

　だが、まあ。

　それなりに出来た息子である俺は、そんな適当な教え方からでも、なんか汲くみ取ることだってできるだろう。血がつながってるんだ。ニュアンスでどうとでもなるだろ。

「あとは腕をひねる、ちゃんと踏みこむ、腰をいれる、身体全体で叩たたきこむ。これだけ覚えとけ。大事なとこだからよぅ」

「言われてもわかんねえよ」

「母さんの息子なんだから、いけるだろぉ。頑がん張ばれよ、イツキ」

　これは、励はげまされているのだろうか。この人は、俺がこれからなにをしようとしているのか、わかっているのか。緑みどりヶが丘おかユカリに近づくために、ちょっと考えていることはある。さっきの捜査資料の地図を見て、それを行う決意は固まったと言っても良い。

「ただいま……です……」

「ただいま戻りました」

　もはや相棒、リヴルの存在は足音のリズムですら判別できるようになってきた。規則正しく、硬い歩き方だからわかりやすくはあるんだが、なんだ、俺ちょっとキモいな。

　リビングに入った途と端たん、リヴルはすたすたとキッチンに入っていく。ユズキを送ってきたという話だが、この無愛想女と、愛らしさの塊かたまりのようなユズキで話が弾はずんだのだろうか。ずっと沈ちん黙もくとかだったらいたたまれない。

　リヴルとは対照的に、ユズキは俺と母親を見比べていた。あまり浮いた顔つきではなかったのだが、母親はなにか察したのか、ニヤリと笑って俺の肩を摑つかんだ。

「……仲直り、したです？」
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「おうよ。心配かけて悪かったねぃユズキ？」

　ユズキはこくりと頷うなずいた。うむ。やっぱり可愛かわいい。俺の妹は、こうでなくっちゃな。




　母親は、慌あわただしく出て行った。

　結局、ほんのわずかしか甘えられず、ユズキは寂さびしそうだった。仕方が無いのでユズキに、隣に行ってきたらどうだと提案してみる。矢や口ぐち家に電話してみれば、どうやら未み耶やのところも両親が急な仕事で出かけてしまっているらしく、一も二もなくユズキを泊めると言ってくれた。ユズキにも未耶にも、どちらにとっても良いことだ。

　二人で一緒に料理でも作っていれば、荒れた気持ちも収まるはずだから。

　そうなるともちろん、残るのは俺とリヴルのみ。だからこそ、こうやって夜道を歩くなんて不良じみた行為も可能となっている。ユズキがいたら、家を抜け出すだけでも一苦労だろうしな。

『真白き本』を片手に、俺たちが向かっている先は。

「イツキ様、本気でしょうか？」

　眼鏡めがねのリヴルが問いかける。そろそろ日付も変わるだろう、慣れた街。敬けい一いち郎ろうが襲われたのも、確かこのくらいの時間だったはずだ。今歩いている場所、路地を一本違えたのなら、そこはまた、別の学生が襲われた場所だったはず。

「緑みどりヶが丘おか邸ていへと乗りこんで行く、というのは？」

「あの女はどうにも尻尾しつぽを見せねえ。というか、俺ごときで捕まえられる尻尾じゃなかった。こうなったら直じか談だん判ぱん……ってほど大げさなものでもないけど、直接話をしてみようと思う。アンタが『演奏家プレイヤー』なのか？　ってな」

　乗りこむ、というといささか違うが、とにかく小細工はなるべく無しで行きたい。俺ごときが手て練れん手て管くだを使っても、会長にかなう気がしない。なら正面からいけば勝算はあるのかと問われると、まあ、それもちょっと微び妙みようなんだが。

「……上う手まく行くものでしょうか？」

「んなことわかるかよ。でもリヴル、誠意ってヤツを見せれば届く言葉もあるかもしれないぞ」

「腹に策を抱えず、向かっていけば突破口も見えるかもしれない、と？」

「俺の考えなんだけどな」

　それこそなんでもできる会長だから、むしろそういう人間を好むのではないだろうか。不器用なほどまっすぐな勢いというのは、おそらく緑ヶ丘ユカリには無い、あるいは少ないもののように思える。

　一応、目立たぬように、リヴルにはメイド服ではなく、学校と同じくスーツを着てもらっているのだが、すれ違う人間もほとんどいない。なるほど、人を襲うには絶好の時間帯のようにも思えた。これだけ人通りが少なければ。

　風景が少し変わってきた。この辺りは高級住宅地だ。小こ牧まきの家も確かこの辺りだったはず。敬けい一いち郎ろうが襲われた地点は少し離れるが、やはり地価の高い場所。ユズキの通っている私立の小学校も近いか。地元で事件なんて起きると、色んな要素が一つのところに密集してしまう。しがらみが増える。

　緑みどりヶが丘おかユカリの家も、そろそろのはずなのだが。

　こんな時間の来訪は迷惑かもしれない、とも思う。だが逆に、それだけこちらの切せつ羽ぱ詰つまった状況を理解させる意図もあった。聡そう明めいな会長なら、きっと気付いてくれるだろう。話を聞いてくれるかもしれない。そう、会長が無関係なら尚更に、聞く耳を持ってくれるはずなのだ。

　あるいは、もし門前払いされたのなら。

　俺の追及を逃れたい意図を見透かすことができる。疑惑がそこに増していく。

「その屋敷というのは、かなり広いものなのですか？」

　リヴルの問いは珍しく真っ当だろう。デカイ西洋風の屋敷なんて、この現代日本にそうそうあるまい。ましてや普通に人が住んでるんだからな。

「地図を見る限りじゃ結構な広さがあるな。時代錯さく誤ごな邸てい宅たくだって聞いたことがあるぞ。見たことは無いけど、異人館みたいだって話らしい。シンの話じゃ、全部緑ヶ丘グループの総裁の趣味らしいが」

　そんなものはどこかの別荘地にでも建てればいいものを、どうして一般的な住宅街のど真ん中に建てるのか。緑ヶ丘グループ総裁、つまり生徒会長の父親は、そういうところの感覚は結構ズレているのかもしれない。昔からある邸宅ではないのだ。もっと古い形を、わざわざ新しく建てた。あんまり良い趣味とは思えないが。

「イツキ様、あちらではないですか？」

　静かなマンションを横目に進むと、月つき闇やみの中にいきなり西洋的な建築のシルエットが見えてきた。確かに、らしいな。電車で二駅分くらいの距離。歩いてもこれるものだ。

　被ひ害がい者しやが襲われたのは全て市内。もちろん、緑ヶ丘家も市内にある。そう考えるのならば、結局のところ、事件は全て緑ヶ丘ユカリの周囲で起きたと考えることもできる。高い鉄てつ柵さくに覆おおわれた西洋風のデカい邸宅は、住宅街の中で異質だったが、緑ヶ丘ユカリの住む場所と思うのならば、不思議と納得することができた。

「さーて、着いたは良いが……」

　俺の身長の倍はありそうな高い鉄柵は、乗り越えるには少々労力が必要だろう。更によく見てみれば、鉄柵の上には防犯カメラ。確かに金を持っていますと主張しまくっている建築物なので、それなりのセキュリティは必須だろう。

　少し進めば鉄の門。そんなところばかり構えは立派なのに、横にインターホンがあるのがなんか現代的というか。いや、普通にあるのが当たり前なんだろうけど、西洋風の外観とあまりにそぐわないから。

　インターホンを押して少し待つ。大体マンガとかだと、こういうデカい家からは執事の人とかが出てくるもんなんだが、さて、緑みどりヶが丘おか家の場合はどうなのだろうか。ちゃんと取り次いでもらえるか心配になってきた。

『どなたかしら？』

　ややあって。

　聞こえてきた会長の声。意外だ、本人が出てきたのか？　わざわざ？

「黒くろ間まです」

『黒間君……？　一体どうなさったの、こんな時間に。夜中に出歩くのが危険だということも理解していないのかしら？』

　いいや、それは重々承知していますよ、会長。でもね、ちょっとやらなきゃいけないことがあったもんですからね。インターホンの向こうで戸惑う会長を想像すると、この完かん璧ぺき人間の意表を突いたような気になって、わずかな優越感を得ることができた。

「会長、言ってたじゃないっすか。直接聞けって。お言葉通り、そのままやってきただけなんですがね」

　あからさまな皮肉に、会長が黙だまる。なにを考えているのだろうか。顔が見えないのはむしろ良かったかもしれない。表情で騙だまされることはない。声だけのやり取りなら、緑ヶ丘ユカリに関しては、いささかやりやすかった。

『困りましたわ。黒間君、本当なら歓迎してあげたいところなのですけれど』

「はあ」

『今、この屋敷、私一人なのですわ。お父様が使用人を皆連れてイタリアに行ってしまって。私は学校があるから残ったのですけれど、そんなわけでごめんなさい、今この屋敷、人を招ける状態ではありませんわ』

　なんか上流階級のリッチな話題が聞こえた気がしたが、あえて流す。うん、やっぱとんでもねえな、このお嬢様はよ。

「別に立ち話とかでも構わないんですがね」

『そんな無様を私が認めるとでも思って？』

「プライドたっけー……」

『静かになさい』

　小さく小さく呟つぶやいたつもりだったが、それはあっさりと聞き咎とがめられてしまった。くそ、耳ざといなこの女。

『とにかく、そういうわけですわ。お話があれば明日、学校で聞きますわよ。それでよろしいかしら？』

「……会長、なにか、やましいことでも？」

　今日はもう、絡からめ手はナシで行くと決めたのだ。

　インターホンに失礼極きわまりないセリフを吐はき捨てる。けれど彼女には応こたえた様子もない。わずかな沈ちん黙もくののちに、くすくすと笑い声が聞こえてきた。

『ありますわよ、たくさん。やましいことなんて』

「……それはどういう？」

『貴方あなたにはないの、黒くろ間ま君？』

　それだけ言って、一方的に切られてしまった。

　やましいことね、そりゃ、俺にもある。いくつも。ちっ、そういう誤ご魔ま化かし方かよ、会長。家族がいないというのが本当か噓うそか、どっちだろう。少なくともこれだけデカい屋敷なのに、警備の人間もいないのは不思議なところだ。本当にこの屋敷には会長一人なのか。

　帰るべき、だろうか。

　それなりに覚かく悟ごを決めてきたつもりだったが、これではどうしようもない。門前払いというほど酷ひどい対応ではなかっただろうが、どうだろう。明日なら話を聞くと言っていた。やはり単に、今話はできない、という意味なのだろうか。

「……リヴル、行こうぜ。収穫無しだ」

　主としては情けない限りのセリフだが、本当のこと。あの会長が一ひと筋すじ縄なわではいかないのはリヴルだってよくわかっているはずだ。俺が行こうと言えば、この従者はついてくる。

　はずなのだが。

　リヴルは答えなかった。いつも即そく時じに返ってくる、イエス、マイライターの言葉が無い。どうした。

「おい、リヴル？」

「……イツキ様。私の気のせいでしょうか」

　ぼんやりと。いつもなに考えてるかわからない無表情だが、今はその顔つきに更に磨みがきがかかっている気がした。本当どうした。いつも淡々と、とうとうと喋しやべるリヴルが、そんな曖あい昧まい模も糊ことした反応を。

「今の会話。少し妙みようと感じられませんでしたか？」

「はあ？　どこがだ。そりゃ、会長は怪あやしかったとは思うけど、あの人が意味深なのは今に始まったことじゃ」

「そうではなく。文脈の違和感です。イツキ様がプライドが高いと仰おつしやった時、緑みどりヶが丘おかユカリは、『静かになさい』と言いました」

　それが、そんなにおかしいのか。ああ、会長にしては妙に直接的で威い圧あつ的だなとは思ったけれど。でも、リヴルはそんな風には考えていないようで。

「いえ、イツキ様、普通、こういう場合でしたら『黙だまれ』や『うるさい』などと返答するのが妥だ当とうと思われませんか？　意味は同じでも、『静かに』ではいささかニュアンスが変わってしまうと、私は愚ぐ考こういたしますが」

「……いや、それは確かにそうかもしれねえけどさ。でもそれは単に言葉の使い方だろ？　そこまで神経質になることじゃ」

「いえ、私は別の可能性も考えられると思うのです。例えば緑みどりヶが丘おかユカリは、精度の低いインターホン越しに、イツキ様の『プライドが高い』という言葉を聞きとることができなかったとしたら。『静かに』というセリフは、イツキ様にではなく、緑ヶ丘ユカリのすぐ傍そばにいた人物に発せられたことになります」

　いや、それもおかしいだろ。だって、会長は今、屋敷には自分だけと言ったはずで。

　それが噓うそ？　なんでそんな噓をつく。すぐ傍にいた人物って誰だよ。そこまで考えて、俺もリヴルの考えていることがわかった。そうだ、最初から緑ヶ丘ユカリに疑惑をもっていたのなら、それで筋が通る。

　まさか。

「ジュモ・ブルか……!?」

「いえ、まだ確証はありません。ですが、緑ヶ丘ユカリはすでにジュモ・ブルと契けい約やくしていたら。先ほどのインターホンでも、ジュモがいつものように詩うたを歌おうとする事に対して、『静かに』と言ったとしたのなら。私には整合性が取れているように思うのですが」

　確証は無い。

　だが、見逃せるほど甘い状況証しよう拠こというわけでもない。それはリヴルの言う通りだ。疑惑の人物に、別の疑惑が重なった。疑っているからそう見えるだけなのか？　いや、違うだろ。これは。

「……おい、それなら、どうすれば」

「はい、イツキ様」

　リヴルははっきりと言った。迷い無い態度だった。

「──忍び込みましょう」




　その名を呼ぶな、それは不吉ゆえに。

　その顔を見るな、それは暗黒ゆえに。

　その実を食うな、それは呪じゆ術じゆつゆえに。

　その富を望むな、それは禁きん忌きゆえに。

　その神を恐れるな、それは常に隠かくされるゆえに。

　三つ首の犬は黙もくして語らず。

　川の渡し守も黙して語らず。

　三さん叉さの魔女は笑んで語らず。

　竪たて琴ごとを持つ者でなければ、その神に近づくな。

　姿の見えぬ冥めい府ふの王は、機を見て自らの国民を増やそうと画策するぞ。

（検けん索さく完了。『アポロドロス断片集』と、記述内容が合がつ致ちしました）

（『冥兜』、具現化アツプロードします）




「これでいいかよ」

『真白き本』をひらひらと振って、俺は笑う。ふん、女の家に忍び込むなんて邪じや道どうにもほどがあるし、未み耶やからもユズキからも軽けい蔑べつされそうだぜ。だが、提案した当の本人、リヴルは澄すました顔だった。

　俺が想像したものは、兜かぶとでも帽子でもなく、わずかに装飾のついた、けれど地味な銀色のサークレットのようなものだった。リヴルはともかく、俺はこんなの嵌はめても似合わない。が、そんなことを言っている場合じゃない。

「……さすがにマズいんじゃないのか。法律的に」

「ですがイツキ様、それを仰おつしやるのであれば、奥様に捜査資料の横流しを要求したことも、法的には許されざることだと思われるのですが。この際罪が一つ二つ増えたところで、それで事件が解決できるのであれば気にするべきではないかと」

　完全に犯罪者の理り屈くつだが、資料の件はその通りなので反論もできなかった。ちくしょう。

　俺とリヴル、二人で頭にサークレットを嵌める。それだけでは効果があるかはわからなかったが、リヴルが正門で、なんかごそごそやっている。暗くて手元がよく見えない。

「ハデスのもつ『冥兜』。神話においては、鍛か冶じを得意とする巨人キュクロプスの兄弟たちが、ティタノマキアーにおいてハデスに与えた神器です。帽子とも兜とも言われていますが、いずれにせよゼウスの雷いかずち、ポセイドンの三さん叉さ槍やりとあわせ、それぞれの神の支配する領域と、権力の在り方を示す神器です。身に付けた者の姿を隠すことが可能であり、その用途は主に暗殺。ハデスはこれをアテナ、ヘルメス、ペルセウスらなどに貸与しているようですね」

「お前、さっきからなにしてんの？」

「はい、ピッキングです」

　あっさりと犯罪行為を自白するリヴル。本当色々できるなこいつ。それは良いんだが、どうしてピッキングの道具を用意してるんだ。まさかこうなることを予想していたとでも言うつもりか。

「続けます。冥めい府ふの神ハデスの兜は、文字通り姿を隠かくすもの。そもそも、死者の国の神であるハデスは、神話にも信しん仰こうにも、その姿をほとんど現しません。元来、古代ギリシャにおいては、死は一つのタブーでした。故ゆえにハデスも仮の名プルトンで呼ばれ、ただただ冥府で黙もく々もくと仕事をこなす冷れい酷こくな神である、とされてきたのです」

　ピッキング作業の中で、リヴルが淡々と講釈も行う。器用である。

　冥府と聞いて今の俺が浮かべるのは。書の冥界と呼ぶべき、死し想そう図書館の世界だ。エレシュキガルが創りだした場所なのだから、それもあながち間違ってはいないだろう。暗くて、静かで、穏やかな場所。

「とはいえ、ハデスは冷れい酷こくでこそあれ、邪じや悪あくな存在ではありません。富を蓄たくわえ、一方で黙もく々もくと仕事をこなす神であり、見方によっては真ま面じ目めであるとも取れます。彼が『冥兜』を貸し出すのは、いわば死の神の許可証であるのです。兜かぶとを得た存在は、その姿を隠かくす効果を利用し、敵対する存在を冥めい府ふへと送ります。冥府の神は表へ出てはならないのです。ただじっと冥府にて、兜によって死んだ者を迎えるのを待っているのです」

「死者の王の象徴になる、兜……ってことか」

「イエス、マイライター。姿を隠さねばならぬ者、その象徴です。人は死を見ていても、そうとは気付かず見なかったフリをするものです。メメント・モリの真逆、死を忘れる日常、人が人であるために死の恐怖を忘れるからこそ、『冥兜』の着用者は姿を隠すことができ、また暗殺を可能とするのですから」

　ならば、今の俺にはうってつけだろう。いくら緑みどりヶが丘おかユカリでも、姿を隠した人間に、どう対抗するというのか。景色に紛まぎれたり、透明になったりするわけじゃない。自らタブーと化して、人の目に入らなくなるというのに。

　いや、でもさ、やっぱ犯罪だよなぁ、これ。緊急事態だから、と自分に言い聞かせても罪悪感は拭ぬぐえない。屋敷の中に入って、ジュモ・ブルを見つけるのが目的だ、あくまでも。あの双子の片割れを発見してしまえば、一連の事件が緑ヶ丘ユカリであるという証拠になるだろう。

「ゼウスの雷いかずち、いわゆる『神雷銃ケラウノス』とは正反対の神器であるといえるでしょう」

「そっちはどんなもんなんだ？」

「はい。ケラウノスとは本来は、ギリシャ語で雷かみなりを表す普通名詞です。古来、ギリシャ神話に限らず、天空神や雷神は主神、ないしは主神に非常に近しい眷けん族ぞくであるとされています。北ほく欧おうのトール、日本の天あま照てらす、武たけ御雷みかずち、インドのディヤウスやインドラ、エジプトのホルスやアテンなど数え上げればキリがありません。太陽を含む天空と、そこから降り注ぐ裁きの雷鳴。つまり権けん威いと、権威によって裁く権限の象徴なのです。威光を知らしめるための雷なのです」

　今更だが、こいつは本当、世界の神話とか伝説とかを語らせると、面おも白しろいように知識が流れだしてくるな。淡々と続くリヴルの講習に、俺は感心にも呆あきれにも似た溜ため息いきを吐つく。

「つまりゼウスが持っているのは雷そのものであり、最高神の権威です。どのような存在もそれに逆らうことはできません。天より降る雷を防ぐ術すべはありませんから。これ以上強力な武具もありません。しかし逆に言うならば、武器として扱あつかうのは非常に難しいのです。私が使っても相手にろくに命中させられないかもしれません」

「なら丁度良い。シンからもらった眼鏡なら、その問題もなんとかなるだろ。使ってみようぜ」

「イエス、マイライター」

　最悪、屋敷の中で戦せん闘とうになるかもしれないしな。今日の武器は『神雷銃ケラウノス』にしようと心に決めた。

「イツキ様、開きました。鍵かぎがレトロなものだったので助かりました」

「こういう趣味の人間だからな。鍵も雰ふん囲い気き重視なんだろ」

　屋敷を造った人間が聞けば激怒しそうなやり取りと共に、正門を抜け、無む駄だに広い庭を小走りに進む。姿を隠していると頭ではわかっていても、どうしても身体をかがめて、見つかりにくいような姿勢をとってしまう。

　庭のあちらこちらにははっきりそうとわかる監かん視しカメラが存在していた。つまりは見えないところにもっとたくさんあるってことで、そういうのはぜひとも映画の中だけの話にして欲しかった。しかし彼らも、首を周囲に振るばかりで、俺たちを咎とがめる気配はない。

　しかし異様な警備システムも、冥めい府ふの神器には意味をなさない。当然か。

「かなり厳重な警備のようですね。ここにはなにかあるのでしょうか？」

「さあな、とにかく金はあるだろうし、色んな業界に手広く進出してる緑みどりヶが丘おかグループのことだから、重要書類とかもあるんじゃねーの。ただ言えるのは、どっちにしてもここまでの警備は、グループの総裁のために敷かれてるってことだ。俺たちの狙ねらいは生徒会長だし、隙すきもあるだろ」

「『冥兜』があれば隙もなにも関係ないと思われますが。ハデスの隠れ帽は、人も機械も問わず欺あざむきます」

　銀のサークレットを身に付けたリヴルは、その外国人みたいな顔立ちともあわさって、どこかのゲームにでも出てきそうに見えた。いや、まあ、それは首から下が女教師服じゃなければの話なんだけどな。

　リヴルとともにだだっ広い庭を突破。屋敷のデカイ扉も、彼女のピッキングであっさり開けてしまう。ていうかなんで針金持っていたんだろう。そろそろ長い付き合いになるが、この女がなにを考えているのか未いまだによくわからなかった。

「行けます、イツキ様」

　俺は頷うなずいて、リヴルとともに屋敷の中へ入る。

　中に入れば、やはり広いホール。ここが屋敷の中心部か。少しだけ死し想そう図書館を連想する造りだったが、本に埋まっていないから更に広く見えてしまう。リヴルはまるで中を知っているかのように、ホールから二階へ続く階段を上っていった。慌あわてて後に続く。

　緑ヶ丘ユカリと鉢はち合あわせする可能性を考えたが、今の俺は姿の見えないのだと思いだした。さすがに神器の前には、会長も超人ぶりを発揮できない──はず、なんだが。どうしよう、あっさり見破られたりしたら。

「おい、リヴル、場所わかってんのかよ？」

「いいえ。ですが緑ヶ丘ユカリの寝室でしたらある程度の見当は付きます。大きな企業の社長、その一人娘なのですから、悪い部屋を当てられることはないでしょう。おそらくは日当たりの良い南側。利便性を考えるなら、中心ホールからそう遠くはなく、しかし女性の寝室ですからそれなりに奥まった場所。二階か三階で、南側に窓のある部屋といったところではないでしょうか？」

　想像かよ。だがその想像に説得力が見えてくるからすげえな。

　上質なカーペットを踏みつけて、リヴルは進む。走っているわけでもないのに速い。こいつがいつも俺の後ろからついてくるのは、もしかしたら俺に合わせてくれているだけなんだよな。リヴルは本来ならスピードファイターで、素早い動きが信条だから。

　それにしても本当に広いな。別に我が家に不満があるわけではないが、こんなブルジョワを見せつけられると格差社会という言葉が頭に浮かんでくる。

「……イツキ様、少しお静かに」

「どうした」

「人が来ます。気付かれてはなりません。声をあげぬよう」

　そう言われて、思わず身体が強こわ張ばった。人、人って誰だ。緑みどりヶが丘おかユカリか。それとも。リヴルがどんな気配を感じたかはわからないが。

「ジュモか」

「お静かに。いくら『冥兜』とはいえ、話し声ではさすがに気付かれます」

　早口で小声、なのに明めい瞭りような発音でリヴルに言われてしまえば、俺は黙だまるしかない。

　廊下の隅すみに立ち、息を潜ひそめて。やがて人影が見える。そこまで近づかれても足音がしないのは相手が裸足はだしだからで、つまるところこの洋館に土足で踏み込んできたのは完全に礼を失していたらしい。いや、そんなことはどうでもいい。

　向かいからやってきたのは。

「──────ッ!?」

　声をあげなかった俺は賞賛されるべきだろう。

　ジュモ・ブルではなかった。緑ヶ丘ユカリで、それはある意味予想通りだったのだが、問題は、だ。その彼女、学校で女神みたいに扱われている生徒会長が、下着姿だったことである。そりゃ、自分の家だからどんな格かつ好こうでも良いだろうがよ。

　なんで服を脱いでるんだ、露ろ出しゆつ狂きようかアンタは。

　薄緑色の下着を身に着けている会長。あれだな、こんな姿を目撃してしまったと知られたら、ファンクラブには殺され、会長にも殺され、命がいくつあっても足りやしねえ。

　もう、さっさと通りすぎてくれ、と願うばかりだった。下着姿のくせにやたらと堂々としている緑ヶ丘ユカリは、モデルかなにかのように、他に誰もいないはずの屋敷を進んでいく。なんか、隙すきがねえなあ。無防備な姿のはずなのに。

　こんな時も完かん璧ぺきか、アンタは。

「あら……？」

　まさに、俺の横を通りすぎる瞬しゆん間かん。

　会長が立ち止まる。いくら広い洋館だって、廊下の幅はばなんてたかが知れている。会長が気まぐれでちょっと腕を横に伸ばしてしまえば、それだけで俺に触れてしまうような距離だ。気が気じゃない。

　どうした会長、早くどっか行ってくれよ。

「………………」

　きょろきょろと辺りを見回す会長。

　胸は、多分、リヴルのほうがある。だがこう、足の長さとか、身体全体のバランスとかが、測ったように整っている。グラビアアイドルがリヴルなら、会長はファッションモデルみたいなもんで、なるほど下着姿でも堂々としているのも納なつ得とく──ってんなこたぁどうでもいいんだよ。

「……気のせいかしら。邪よこしまな視線を感じたような」

　あながち間違ってもいないので鳥肌が立った。文字通り目の毒とはこのことである。

　その後もしばらく会長は辺りを見回していたが、やがて誰も見つけられないことに諦あきらめたのか、そのまま廊下の奥へと消えて行った。つーか会長の姿が消えても、しばらく俺たちは動けなかったけどな。

「なんだったんだ、ありゃ」

　神具で姿を隠している俺たちの気配を敏感に感じ取っていた。超怖え。歩く疫やく病びよう神がみみたいなものである。
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「おそらく入浴に向かったのではないでしょうか。下着姿なのはそのほうが楽だからだと思われます。もっとも、使用人や家族のいる前であのような姿になるとは考えにくいですので、やはり家に一人だけだからラフな格かつ好こうでうろついていた、と考えるべきでしょうか。髪は完全に乾いていたようですし、風呂上がりとは考えにくいかと思われますが」

「冷静な分ぶん析せきが欲しいわけじゃなくてだな」

「ですがこれではっきりしました。今緑みどりヶが丘おかユカリは自室から出てきたと思われます、方向はあっています。急いで向かいましょう」

　これバレたら殺されるどころじゃすまねえよなぁ、と思いつつ。俺は緑ヶ丘ユカリからさっさと離れたい一心で、リヴルの後についていった。




「ありました、イツキ様」

　二階の廊下を進んでいたところで、リヴルが立ち止まる。彼女の指した扉には意外と少女趣味なプレートが吊つるされて、『ユカリの部屋』と記されていた。西洋風の屋敷とマッチしていないが、まあ生徒会長の年齢を考えればさしておかしくもあるまい。

　あの完かん璧ぺき主義の部屋にしては、可愛かわいらしすぎる気もしたがよ。

「鍵かぎは」

「開いています。中には誰もいないようですが？」

　誰もいないのか。ならばジュモもここにはいない。俺たちが忍びこんでるのはジュモを探すためなのであって、家探しが目的じゃない。ここは確度が低いだろうか。リヴルが扉を開けて、暗い部屋の中をじっと見つめていた。

「……妙みようですね。数日の間、誰も入っていないように見えます」

「あん？」

「先ほどすれ違った緑ヶ丘ユカリは、ここから出てきたのではないのでしょう。埃ほこりの積もり方でわかります。寝台や机はありますが、こちらも同様ですね。イツキ様、どうなさいますか」

「会長のことだ。部屋なんて二つ三つ持ってても驚きやしない。誰も入ってないっていうなら、ジュモの痕こん跡せきもないだろ。他の部屋でジュモを探すぞ」

「イエス、マイライター」

　いないならわざわざ踏み込む必要もあるまい。これ以上自分の罪状を増やしてどうするってんだ。

　しばらく廊下を行くと、やはり『ユカリの部屋』と書かれたプレートの下がった部屋をもう一つ見つけた。この分ならまだ用途別にいくつか部屋がありそうである。プレートの趣味も先ほどの部屋と同じ、ちょっとカワイイ系。やはりあの人らしくない。

　今度の部屋には鍵がかかっていたので、リヴルが針金でこじ開けた。もう本当に物取りと変わんねえよなぁ、この状況。

「今度はどうだ、リヴル？」

「はい。ハンガーに制服がかかっていますね。緑みどりヶが丘おかユカリはここから出てきたのだと思われます。先ほどの部屋と家具や調度品などが似ているのが気になりますが……」

「金持ちの考えることなんざわかるか。ジュモはいるか？」

「いません。ですが気になります。調べるべきでしょう」

　制す間もなかった。するりと扉を開けて中に忍びこむリヴル。俺も慌あわてて後を追う。

　会長の部屋に漂ただよっていたのは、なんとも上品な香りだった。調度品とか、ベッドとかは、見た目にはそれほど高いものにも思えないが、多分それなりの値段はするのだろう。国こく籍せき錯さく誤ごな屋敷の外観とは違って、お金はかかっていてもあくまで普通の高校生女子の部屋、と言った様子。

　まあ俺にはそれが、会長が自分のセンスの良さをひけらかしているようにも見えた。もっとも自分の部屋でひけらかすもなにもあったもんじゃない。普通に会長のセンスが良いだけなのだが、それをなんか悔しいから認めたくない自分もいるのである。

「イツキ様、下着を発見しましたが」

「だからなんだ」

「必要でしたら持ち帰ろうかと思ったのですが、ご不満ですか」

　こいつふざけてんのか。容よう赦しやなくリヴルは棚や机を漁あさって、手がかりがないか調べていく。帰るぞと言っても聞く雰ふん囲い気きではない。ああ、もういいや。今更躊躇ためらったところで、俺の罪状が減るわけじゃないんだし。もしジュモがこの部屋を使っているなら痕こん跡せきくらいあるだろう、きっと。

　こうなったら、なんか手がかりを見つけるまで調べてやろうじゃないか。もしなんもなかったら、明日、大嫌いな生徒会長の前で額ひたいこすりつけて土下座してやるよ。

　俺が最初に見たのは本棚だった。本棚を見れば人となりがわかるというが、それは間違っていない。会長の本棚は丁寧に整せい頓とんされていて、文庫、新書からコミック、雑誌まで判型で綺き麗れいに並べられている。コミックと小説が半々くらいか。難解そうなものはあんまり並んでいないが、マキァヴェリの『君くん主しゆ論ろん』があるのが気になった。珍めずらしい本じゃないからあってもおかしくないけど、あの女、やっぱり政治に興味があるのか？

　机はリヴルが調べていたので、俺はゴミ箱を探してみた。犯罪に関わった証拠なら、どんな些さ細さいなものでもすぐに処分したいのが犯人の心理だろう。もちろん自室のゴミ箱に捨てるなどとは思えないので、すぐに燃やすのが最良だろうが、それができない事情もあるかもしれない。

　と思ったのだが、部屋の隅すみのダストボックスは空だった。ちくしょう。さすが生徒会長、ゴミもこまめに捨てているらしい。

「イツキ様、こちらに」

「どうした」

「日記と思われるものを発見いたしましたが」

　ベッドの横のサイドボードから、リヴルが見つけてくれる。生徒会長のプライベートの極きわみである。さて、どうだろう。あの完かん璧ぺき主義者が、自分の犯罪記録を日記に書き綴つづるだろうか。いや、良く見ればその日記は鍵かぎ付つきだった。なるほど、これなら。

　俺はその日記を受け取る。鍵付きのせいか、重い。分量的にはここで読むよりも、一度持ち帰って調べたほうが良さそうだが──。




「あらあら、まあ、日記が宙に浮くなんて、そんなことってあるのかしら？」




　だから。

　なんでアンタは、いつもいつもそうやって、人が気を抜いてる時に不意打ちのようにやってくるんだ。わかってるのか、自分の登場するベストのタイミングも、全て。どんだけ完璧主義なんだよ。

「そこにいるのはわかっていますわよ黒くろ間ま君？　あら、いいえ、ここは『筆記官ライター』と呼んだほうが正しいのかしら？」

　リヴルが頼るように俺を見てきた。何な故ぜバレたのか。さっき、すれ違ったせいなのか？　でも、生徒会長の姿は、あれだな。なんか、いかにも風呂上がりというか。急いで風呂から飛びだしてきたというか。

　やっぱり服は着ておらず、下着姿である。どいつもこいつも。

　いや、まて、落ち着け。それでも、まだ俺の姿は緑みどりヶが丘おかユカリには見えていないはず。ならばやりようだってあるはずだ。この場を切り抜ける方法が。

「ジュメル」

「シ、ミオ、パドゥローネ」

　それは、歌うような言葉の重なり。

　青い影。飛びだしてきたそれは、ひらりと俺の手から日記を奪い取った。今、ジュメルと言ったか。いなくなったりまた見つかったり、お前も大変なんだろうとは思うけどよ、こういう形で再会かよ、なあ。

「ジュメル・ブル……！」

「よくできましたわねジュメル。念のために五ご線せん譜ふを張っておいて正解でしたわ。いい子いい子」

　くすくすと笑いながら、緑ヶ丘ユカリは、まるで飼い犬を褒ほめるかのよう。ジュメルから日記を受け取って、相変わらず癇しやくに障さわる笑い方を。生徒会長の傍らに佇たたずむジュメルに、死し想そう図書館で見たような狂気はない。このジュメルは正常だ。ただ、会長と同じく服を着ていない。ていうか下着姿だしな。

　もう、ジュメルを手なずけている？　どうして？　決まっている。緑みどりヶが丘おかユカリが『演奏家プレイヤー』だからだ。油断した。俺たちの姿が見えなくても、日記は見える。奪い取るのは簡単だってことかよ。

「おい……そこまでしなきゃならないほど、ヤバいことが書いてあんのか、その日記には」

「いいえ？　別に普通のことばかりですわよ、書いてあるのは。ただ異性に見られるというのがとても嫌いやなだけですわ。特に女性の寝室に忍び込むような男性にはね？」

「だったら服を着ろ」

「仕方ないでしょう？　二人で入浴していた際に、貴方あなた方が部屋に入ったことを感知したのですもの。ねえ黒くろ間ま君、理解しているかしら？　今の貴方は、女性の入浴の隙すきをついて寝室に忍び込んだ犯罪者さんですわよ？」

　反論しようにも向こうが正しかった。もちろんこっちはこっちで情報集めに必死だったわけで、しかも相手が生徒会長なのだからここまでしたのだ、という事情はもちろんあるにせよ。

「その割には、あんまり驚いてないみたいだな、会長」

「あら？　そんなことはありませんわ。だって私は黒間君を買っていましたもの。女性の寝室に入りこむ破は廉れん恥ちな方だなんてとてもとても」

　緑ヶ丘ユカリが口笛を吹く。それが合図だったのだろうか。まるで空中でシュレッダーにかけられたかのように、日記が一気にばらばらとなってしまう。もはやゴミとしか呼べない、細かい紙片。

　なにをしたのか知らないが、妖あやしい術で日記を裁断しやがった。隠いん蔽ぺい工作もここまで行くと、な。やっぱり裏になにかあるとしか思えなくなってくる。

「さあ、どうなさいますの『筆記官ライター』？　いくら私が優しいとはいえ、部屋を土足で荒らされて黙だまっていられるほどでもありませんのよ？」

　俺はリヴルと目線をかわす。

　収穫はあった。ジュモの代わりに、ジュメルと会長が一緒にいる現場は押さえた。ただしこれは深入りしすぎたがゆえの知ってはならない秘密であり、この窮きゆう地ちを脱しなくてはなんの意味もない。だから。

「逃げるぞ、リヴル！」

「イエス、マイライター！」

　リヴルがまず走る。俺もそれにあわせる。窓を開け、彼女が飛び降りた。リヴルの身体能力ならば、二階から飛び降りたって死にはしない。俺はちょっと危ないかもしれないが、それでも構わずに窓の桟さんから身を躍おどらせた。

　先に着地したリヴルが、すぐに体勢を整えて、そのまま俺を受け止めた。さすがだリヴル。マット代わりの冷たい肌の感触に、思わず俺は心中で賞賛する。まあ、女に受け止められる男もどうかとは思うわけだが、彼女は人外だしノーカウントだ。

　高速で外へ逃げる。いくら会長でも、下着姿で外へ出ようとは考えないだろう。ならば、やることは一つだ。

「悪いな、会長！」

　捨て台詞ぜりふを残して、俺たちは走っていく。追ってくる気配は無い。それでも背後から来たる得体の知れない『演奏家プレイヤー』の姿があるような気がして、俺は必死で緑みどりヶが丘おか邸ていの敷地から逃げだしたのだった。




　ここまでくれば、良いだろう。

　もう緑ヶ丘邸より俺の家のほうが近い、そんな場所までやってきた。会長は今ようやく着替えを済ませた、ってところじゃないのか。まあいい。

「切り抜けたか……」

「イエス、マイライター。追手の気配はないようです。ですが今日のところは自宅に戻るのは危険かもしれません。死し想そう図書館に逃げておくべきかと」

「あ、ああ。そうするか。家まで来られても厄やつ介かいだからな」

　おかしい。正しいことのためにしているはずなのに、まるで逃げる犯罪者だ。

　もういい加減、サークレットを外してもいいだろうか。そう考えて踏み出した足が、なにかにひっかかった──気がした。

　なんだ、今、足になにか。

「そう、そこですのね？」

　響ひびくのは、糸を振るわせるような弦の音。

　もう追ってきた。追ってきた？　バカな、後ろから誰かが来たとは思えなかった。リヴルも気配はないと言った。でも、今のは確かに、会長の。

「イツキ様ッ！」

　リヴルが走り、俺も後に続く。その度たびに、身体になにか違和感が。これは、蜘く蛛もの巣のような、脆もろい糸状のものにひっかかった感触だ。そしてその度に、爪つま弾びかれるヴァイオリンの響き。

「逃げても無む駄だですわよ」

　まるで会長は俺たちが見えているかのように。

　いや、そんなはずはない。『冥兜』の能力は、たとえ『演奏家プレイヤー』であっても見破られるものではない。なにかトリックがあるはずで、それは、一体。

　そうだこれは、蜘蛛の巣か。

「リヴル止まれ！」

　きぃ、と再びヴァイオリンの音が響いて、リヴルが停止した。

　暗くら闇やみでわからなかった。狭い裏路地のいたるところから、黒く細い糸のようなものが見えた。これが、トリックか。

「あら、気付きましたの？」

　振り向けば、会長の姿。いつの間にかヴァイオリンを片手に持っている。もちろんすぐ傍そばには、目を閉じた双子の片割れが。その両方の指から、黒い糸が四方に伸びているのが見えた。ああ、これでは本当に、ジュメルがマリオネットのようで。

　俺は試しに、目の前の糸に触れてみる。

　感触は、細い綿わた飴あめに触ったような気分だった。でなきゃ納なつ豆とうの糸か。ちょっとだけ粘ねばったが、すぐに消えてしまった。そして、少しだけ響くヴァイオリンの音色。きぃきぃと、なにかの鳴き声のように震える弦。

　ジュメルの指先が、とたとたと揺ゆれた。

「……この糸は、まさか」

「ふん。並みのセキュリティよりも高性能ってか。この糸が崩くずされれば、それがジュメルに伝わるってわけだ。まんま蜘く蛛もの巣じゃねえか。なんだこの糸は。新手の手品かよ？」

　頭に嵌はめたサークレットを外して、投げ捨てる。もうなんの意味もなさないものだった。リヴルも同じように兜かぶとを脱ぎ、中庭にて『演奏家プレイヤー』と向かい合う。ジュメルは、あの口うるさい詩人は、今は死んだかのようになにも語らない。

「いいえ、黒くろ間ま君。この糸は五ご線せん譜ふの具現。音色とリズムを可視化した、ジュメルの武器ですのよ？　私、ちょっと事情がありまして、これを街中に張り巡らせていましたの。貴方あなたがそれに引っかかったから、こうして先回りができたというわけですわ」

　部屋にも同じものを張っていたというわけか。ああ、それなら姿を隠そうがバレるよな。まったく頭が下がるぜ生徒会長さんよ。悠ゆう々ゆうと、ジュメル共々着替えを済ませてから俺たちを追って、その上で追いつくなんてな。

「なるほど、もう空間移動を使いこなしているのですか。だから追わずに待ち伏せができた、と」

「あら、そちらのメイドさんは理解が速いですわね。あんまり無茶な移動をすると戻れないのだったかしら？　でも構いませんわよね。自分の街の中なら、徒歩でどうとでも帰れますもの。黒間君も悪いんですのよ？　人が一番無防備な時に、下げ衆すな勘かん繰ぐりをしてくるものですから」

　それでもアンタは、服着てないハンデなんてものともせずに追って来たじゃねえか。とんでもねえよ本当にさ。

「ああ……会長さ、確かに忍び込んだのは俺が悪かった。けどアンタも悪いぜ？　中々尻尾しつぽを見せてくれないから、こうまでする羽目になったんだろうが。で、やっぱりアンタが一連の事件の犯人ってことでいいのか、生徒会長？」

「とんでもない。私があんな酷ひどいことをするはずがないでしょう？」

　首を振る生徒会長。わざとらしくて、噓うそとしか思えなかった。

　五線譜を模した武器ねえ？　ジュメルはもう糸を不要としたのか、くるくると腕を回している。張り巡らせた糸を回収しているのだとすぐにわかった。物言わぬマリオネットの両腕にはやがて黒い糸が集まってきて、まるであやとりのようにそれを広げて見せる。五本の直線で構成されたそれ。

　形状だけ見るならエキスパンダーのようにも見えるが、ジュメルの五ご線せん譜ふはもっとスマートで、伸縮も自在のようだった。

「色々と嗅かぎまわっているようですけれど」

　リヴルが俺の傍そばに立つ。『演奏家プレイヤー』にも戦う能力があるのだろうか。

　カナは戦士。シンは鍛か冶じ。俺は召しよう喚かん術じゆつ。ならば残る一つは。考えろ。俺がゲームのプレイヤーなら、このバランスの悪いメンツの中で、なにが一体欲しい？　どうすれば上う手まく進めていける？

　そうだな、バランスをとるために、万能の勇者は必須かもしれないな。

「正直、鬱うつ陶とうしいのですわ。貴方あなたは心配しないで、私の掌てのひらの上だけで動いてくださる？　大丈夫。なにもかも上手くいきますわ。だって私は完かん璧ぺきだもの。私にできないことなんてなに一つないの」

「……生憎あいにく、俺はアンタを信頼しているわけじゃないんでな」

「ではしばらく動けないよう、少し痛めつけておきましょう。ジュメル？」

　五線譜をさらりと広げて、ジュメルは軽い一礼を。これから演奏でもするかのように。それにあわせて、会長がヴァイオリンを構えた。あの音楽室で見たのと同じ、これから演奏を始める形で。

「イツキ様、こちらも」

「やっぱやるしかねえのかよ……」

「ご安心を。イツキ様には指一本触れさせません……が、相手が『演奏家プレイヤー』となると、苦戦は覚悟すべきかと」

　苦戦で済めばいい。相手はなんでもこなす緑みどりヶが丘おかユカリだってのに。

　緑ヶ丘ユカリは微笑ほほえんだまま。

　この女は、例えば、同じ表情で人を襲うこともできるのだろうか、と思った。

（…………は）

　嫌いやな予感を頭にひしひしと感じながら、俺は『真白き本』を開いた。羽根ペンの慣れた感触。武器はさっき聞いたもので、たぶん行ける。問題は、『演奏家プレイヤー』の実力が未知数だってことなんだが。

　勝利への道筋が見えないまま、俺は羽根ペンで、リヴルへの武器を作りだしていた。




　雷にどうして逆らえる？

　オリンポスより下る審判に、何な故ぜ反はん旗きを翻ひるがえすことができる？

　それは天空の王の印。あまねく世界を支配する、主神のための剣。

　天てん罰ばつは執しつ行こうされる。

　来たれ雷鳴。英雄も魔物も聖者も神族も、等しくその力で打ち払え。

（検けん索さく完了。『アポロドロス断片集』と、記述内容が合がつ致ちしました）

（『神雷銃ケラウノス』、具現化アツプロードします）




「行け、リヴル！」

「イエス、マイライター！」

　一瞬でリヴルの手に出現したのは、黒塗りのライフルだった。ただし、ぱりぱりという固い音とともに、青白い光がライフルから漏もれだしている。銃の形はあくまで便べん宜ぎ上じよう。中にある雷を封入するための入れ物に過ぎない。

「まあ、さすが」

「感心している暇ひまなどありませんよ、『演奏家プレイヤー』！」

　リヴルがトリガーを引いた。思わず咄とつ嗟さに手で顔を覆おおう。暗くら闇やみに輝く閃せん光こうが、それでも俺の瞳を焼いた。激しい電撃。目め眩くらましには十分だろう。

　空気を強引に伝導する、鈍い爆発音まで轟とどろいた。音がデカすぎる。ここはただの住宅街だってのに。

「イツキ様、外しました」

「なんだと？」

「ジュメルへの直撃を狙ねらったのですが、狙いがそれました。頂いただいた『戦神の高座フリズスキヤルヴ』の照準を利用したのですが。はて」

　言われて気付く。リヴルの付けた眼鏡。右のレンズに、なにやら細かい文字や図像が映し出されている。それこそＳＦアニメかなにかで見るような、細かい光の線。モニターみたいなものだったのか、この眼鏡。

　いや、それより、外したって。

「おいおい、絶対に当てる『戦神の高座フリズスキヤルヴ』じゃねえのかよ。シンも適当な仕事を……」

　銃と照準装置、どちらかに不備があったということか。そして俺の場合、おかしな記述であれば『神雷銃ケラウノス』は具現化しない。つまるところ、悪いのは照準装置、つまり赤あか崎さきシンでしかありえない。あの野郎。

「元々、『神雷銃ケラウノス』は主神ゼウスのみ扱あつかえるものです。本来であれば、不規則な軌き道どうを描く電撃は狙って誰かを攻撃できるようなものではありません。頼りの照準装置が使えないとなれば、私では満足な攻撃は望めません、いかがいたしますか、イツキ様？」

　そんなもん、答えは一択だ。逃げるしかない。

　言わずともわかったのか、リヴルも駆けだしていた。武器も通用しないんじゃ勝ち目がないじゃねえかよ！

「雷光による目め眩くらましには成功したと思われますが……」

「さあ、それは一体どうかしら？」

　まるで問題にならないとばかりに。

　まだ雷光で眩まぶしい俺の視界に、ジュメルが飛びこんできた。ゴシックを着こんだ小こ柄がらな影。

「さあ、ジュメル、お行きなさい。無能は分相応に黙だまっていればいいのだと教えてあげて？」

「シ、ミオ、パドゥローネ」

　言ってくれるぜ。

　歌うように了承の意を答え、青い少女が動いた。緑みどりヶが丘おかユカリは、ただ後ろで優雅にヴァイオリンを弾ひいているだけ。ジュメルは両腕でつながった五ご線せん譜ふはそのままに、こちらへと突っ込んでくる。俺は迷わず『真白き本』に書きこんだ。撃てと。

「イエス、マイライター」

　リヴルがライフルの照サ準イ器トを覗のぞきこむ。そのままトリガーを撃って、闇やみを吹き飛ばす雷光を射出する。電撃は轟ごう音おんとともに、夜の住宅街を震わせた。神の雷いかずちの直撃であれば、相手が誰だろうと容よう赦しやなく致ち命めい傷しようだろう。人間だったらまず即そく死し。

　でも。

「……外れました」

「おい、くそ、またかよっ！」

　淡々と言うリヴルに、むしろこっちが焦あせる。ライフルを腰に構えて後ずさるリヴル。俺も慌あわてて距離をとろうとするのだが。それよりもジュメルのほうが速い。目を閉じたままの彼女には、稲光もなんの意味も無いようだった。

　そのまま逃げようと距離をとる。とるのだが。

「くっ」

「高鳴る鼓動はとくとくと────」

　ジュメルが初めて、口を開いた。離れる前に追いつかれた。もう彼女は至近距離。

　彼女の両手の指をつなぐ五線譜が、はらはらとほどける。直線的な黒い糸が、まるで生き物のように蠢うごめいた。黒の糸。

　それが、何な故ぜか。

　未み耶やを捕らえて殺した、あの邪じや神しんの触手に似ている気が。

「イツキ様っ！」

　そう。そしてその一いつ瞬しゆんの最悪な回想が、俺に隙すきを作らせた。

　五線譜の黒糸がざぐりと、俺の腿ももに巻き付いた。痛い。痛いけど、なんだこの痛さは。まるで引き攣つるような痛み。一定のリズムで叩たたきつけられる、衝撃。

　このまま、足が引きちぎられそうな。

「脈打つ血液はじくじくと────」

「イツキ様から離れなさい！」

　リヴルが『神雷銃ケラウノス』を、まるで鈍どん器きのようにジュメルへと振り下ろした。けれどそれより先に、ジュメルがひらりとかわす。両腕から射出された五ご線せん譜ふが、再び俺たちに向かって襲いかかった。

　ヤバい、と思った時にはもう遅い。

　黒い糸は、ヴァイオリンの音色とともに俺たちを取り巻く。当たり前だが、こんな危機に陥おちいった時に、俺の従者がなにをするかなんてわかりきっている。

「湧わき立つ怒りはふつふつと────」

　滅私の覚かく悟ごで、俺をかばうに決まっていた。

　やめろ、という間もない。リヴルが俺の前に立って、その両腕を開いた。巻きつくべき的を得たとばかりに、黒い糸はしゅるしゅるとリヴルの腕を飾っていく。そう、二の腕のあたり、に。

「全部消えたら、ゼロになる────？」

　ざぐん、と。

　ヴァイオリンと、ジュメルの歌と、そしてリヴルの両腕が斬きり落とされたその音と。いくつもの音があわさって、残ざん酷こくなリズムを作りだしていた。ぼとりと落ちたリヴルの両腕が、俺の中のなにかを無む惨ざんに切り裂いた。

「リヴル……リヴル！」

　膝ひざをついた俺の従者。リヴル・ブランシェ。なにか言っていた。よく聞こえないのは、きっと奏かなで続けるヴァイオリンのせいだ。ああああうるっせえんだよその耳みみ触ざわりなヴァイオリンがよぉ！

　リヴルは目を見開き、唇を震わせて、はっきりとわかる恐怖の表情を。見た事ない、表情を。

「あ……痛……イツキ様、私……いた、痛……」

「良い！　もう喋しやべるな！」

　目をつぶって表情を見せないジュメル。なあ、おい、仲間じゃないのかよ。命令されたらなんでもやるのか、お前たちは。

　ああ、そうだよな。だってそういう風に作られてるんだもんな。リヴルだって、きっと、俺が命じたら。

「完かん璧ぺきだからって好き放題やって良いと思ってんじゃねえぞ、なあ！　会長！」

　一歩踏み出す。

　ざぐり、と音がした。ジュメルに近づくまでに、既すでに五線譜が張り巡らされていた。ぶつり、と肌が切れる感触。さっきの庭に張り巡らされていたものとは違う。強度も弾だん力りよくもある。そうか、この糸は、硬さも脆もろさも自由自在なのか。万能という他ない。

　けどな、ジュメル。

　俺はお前のその後ろにいる、いけすかない完かん璧ぺき主義者をぶん殴りたいんだよ。

「おやめなさい」

　きゅいきゅいと、ヴァイオリンの音色は鬱うつ陶とうしい。

　ぶつりぶつりと、踏み出した一歩に合わせて、服が裂けて、肌が切られる。これ以上進めば、あるいは腕が落ちるか。首が取れるか。それこそ今のリヴルのように。

「それ以上は危険ですわよ。どうしてそこまでしますの？　私に任せておけばいいものを」

「……言わなきゃわからねえか。頭いいなら自分で考えろよ」

　頰ほおが切れた。それでも足を進めようとする。張られたネットのような五ご線せん譜ふが、俺に次の足を踏み出させてくれない。全身が痛い。ぶちゃりと、右腕の特に深い傷から血が噴き出した。大事な血管でも切れたか？

　それでも一発だけ殴らせろ、会長さんよぉ！

「い、イツキ、様……やめ……もう……」

　リヴルの声が聞こえる。振り向かなくてはわからないが、両腕がないのに俺のほうへ手を伸ばそうとしている、その健けな気げな姿が容易に頭に浮かんだ。冗じよう談だんじゃねえぞ。なんでお前がそこまで痛い目を見なくちゃいけないんだ。この会長とのやり合いは、もしかしたら死し想そう図書館とは関係ないかもしれないのに。

「ああ、あの従者さん？　でも神様に言えば治してくれるのでしょう？　いくら傷ついても痛んでも、貴方あなたにはなんの関係も」

「関係ねえわけねえだろうがぁ！　俺の奴ど隷れいだぞ、リヴルは！」

　叫んだ、せいだろうか。

　再び、身体のどこかから血の噴き出る音がした。そのまま、俺は倒れこむ。傍そばにはジュメルの上品そうな靴くつが見えた。ジュメルは命じられているだけだ。本当に俺がぶん殴らなくちゃいけないのは、あの生徒会長だ。

　ここまでして。

　なにがしたいんだよ、アンタは。

「大丈夫」

　意識が切れそうになる。モノクロの砂嵐が視界を埋め尽くそうになる。まだヴァイオリンの音を鳴らして、会長は歌うように言った。

「私に任せておけば、全て完璧に進めますから。だから貴方はなにもしなくていいの。これでわかったでしょう？　さ、行きましょうか、ジュメル？」

「シ、ミオ、パドゥローネ」

　途切れそうになる意識の中、俺に見えたのはジュメルの靴。かつかつと遠ざかるそれは、どうしてか途中で一度、その歩みを止めた。理由なんて俺にもわからなかった。もしかしたら青の双子の片割れは、散々に傷つけた俺たちを心配しているのかもしれなかったが。

　でも、それは意味が無い。

「ジュメル」

　会長の声に引きずられるように、ジュメルは進んだ。

　せめてリヴルを気遣ってやりたかった。どれだけ彼女が痛がっても苦しんでも、よくやったと髪を撫なでるだけで、俺に隷れい属ぞくする従者は報むくわれるということを知っていたから。でもそれはできなくて。

　今までの戦いで一番重傷を負ったリヴルに、俺は声をかけてやることもできずに、ただその意識を閉じた。












日記六






（この先にはまだ何も書かれていない）
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　両腕を斬きり落とされるリヴルの姿が、何度も俺の中で繰り返されていた。

　そしてその内、そこに触手に食われた未み耶やの光景まで混ざりこむ。二人の身体が崩くずれさる様が、俺を苛さいなんだ。思わず声をあげて、助けてくれと誰かに言った。聞き届けてくれる神様なんていやしないのに。

　助けてくれ？

　違うだろ。俺は助けなきゃいけないんだろ。

　見ているだけで誰かが助けてくれると思ったら、それは、笑ってしまうような勘かん違ちがいだろ。

　そんな風に自じ嘲ちようして。

　自己嫌悪で自分を殺したくなったところで、目が覚めた。




「お、起きたー」

　視界に飛びこんできた天井。俺の家の蛍けい光こう灯とうとは色が微び妙みように違っていて、でも見慣れたもので、つまるところ未耶の家のそれだとすぐにわかった。覗のぞきこむような未耶の顔つきで俺はようやく我に返る。

　俺は。

「全身傷だらけだったけどさぁー、なにかあったの？　喧けん嘩か……じゃないよね、その傷」

　半身を起こせば、そこは未耶の家のリビングだった。全身に走る痛みはあるが、そう大したものじゃない。少なくとも両腕を切断されたリヴルと比べれば、無傷と言っても良いくらいだ。包帯を巻いてくれたのは未耶だろうか。服の下にごわごわした布の感触がある。

　慌あわてて腕時計を見ると、深夜の三時だった。未耶がパジャマ姿なのも至し極ごく当然か。

「俺……どうしてた？」

「そりゃ聞きたいのはあたしのほうだってー。一体全体なにがあったのさ？　なんか雷かみなりの音がしたと思ってさー、それで目が覚めちゃって、雨でも降ってきたんかなーって外でたら、イツキが倒れててさぁ」

　雷の音。おそらく『神雷銃ケラウノス』のそれだろう。ここからはいささか離れた場所での戦せん闘とうだったが、それでも雷鳴は未耶の耳にまで届いたか。当然だろうが、雷鳴は精せい々ぜい一回か二回。大体の人間はそれでも寝直すだろう。

　それに、戦い自体は五分もなかったから、誰かに見られたとは思えない。ていうか目撃されてたらもっと大騒ぎになっている。それがないのは、会長がなんらかの布ふ石せきでも張っていたからか？

　でも、俺が倒れていたのは、未耶の家の前なんかじゃなかったはずで。

　誰かが運んだのか？

「なあ、あのさ、俺の他に、誰かいなかったか？」

「ほへ？　誰が？」

「スーツ着た、眼鏡めがねの……」

「なんのことさー？」

　いや、違う。リヴルが運べる訳がないのか。両腕斬きり落とされたわけだし。

　ならば、イシュタルか、あるいはエレシュキガルと考えるべきだろうか？　でもアイツらはこっちの世界に出てきたことはない。ならば生徒会長？　おいおい、その可能性はいかにもありそうだ。全てにおいて完かん璧ぺきというのならば、戦った相手のアフターケアも万全って？

　未み耶やのとこに運んでる時点で、完璧なんかじゃない。最悪手だろうよ。

「ちょっとー、黙だまってないでなんとか言えよー」

「ユズキは？」

「寝てるに決まってんだろ今何時だと……てか、最初にユズキちゃんの心配かよう。あたしはイツキの怪け我がの具合のほうがさー」

　未耶にリヴルを目撃されなかったのは僥ぎよう倖こう。両腕の無い女が深夜に徘はい徊かいしていたらただのホラーだ。

「ヴァイオリン……」

「はぁ？」

「ヴァイオリンの音、聞こえなかったか？」

　未耶はふるふると首を振った。俺がソファに寝かされているという関係上、彼女は床にぺたんと座っているので、なんだか犬みたいに見えてしまった。いつも犬みたいな女ではあるのだが。

　眠いから、動きから理性が消えて、動物的になっているのかもしれない。

「なー、説明してよぅー」

「目をつぶったままの人形みたいな少女に、糸で切り刻まれました。終わり」

「し、仕事人か！」

　俺はなにも噓うそは言ってない。案あんの定じよう、未耶のノリは深夜のハイテンションであったが、俺の話を信じた風ではなかった。そりゃそうだ。どんな夢だ。

「もう寝ろよ。俺は部屋に戻るぞ？」

「……ちょっと。なんか逃げようとしてる？」

　はい、大正解。一人で考え事をしたいのに、未耶はジト目で睨にらみつけてきた。疑いの眼まな差ざしに眠気が乗っかって、目つき悪くなってるぞ。俺じゃあるまいし、そんな怖い顔してんじゃねえよ。

「ねえイツキ！　なんか危ないことしてるんじゃないでしょうね！」

「ユズキが起きるぞ」

「く、ぅ……あのさ、ユズキちゃんのためにもさ、あんま変なことしないでよ。心配かけたくないし。なんて言えば良いの？　お兄ちゃんが傷だらけで倒れてましたなんて言えないっしょ？　おししょーさま知ってんのこれ。バレたら殴られるどこじゃ済まないんじゃないの？」

　確かにそうだろう。でも多分、その前に決着はついてしまうと思う。あの緑みどりヶが丘おかユカリがあそこまでしたのだ。彼女の目的の完かん遂すいは近いだろう。なにが目的なのか。そんなこと俺が聞きたいくらい、だがな。

「これは……母親にも言ったことだ」

「なによ」

「ただの喧けん嘩かじゃない。意味のないことなんてしない。敬けい一いち郎ろうを襲った通り魔の手がかりを摑つかめるかもしれないんだ。お前やユズキが次の被ひ害がい者しやになるかもしれないのに、黙だまって見てられなかった。それだけなんだ」

「かっこつけんなばぁーかっ！」

　耳元で騒ぐなうるせえ。

「だから怪け我がしても仕方ないだろうって？　だから夜中出歩いてもいいだろうって？　なんの言い訳にもなってないじゃんそんなもの。あたしたちがどんだけアンタを心配してるかって、そういうのは気にもしてないわけ……？」

　未み耶やの頭にくっついた耳が、ぺたんと垂れ下がった。そんなものはもちろんないが、見える気がした。

「俺にしかできないことなんだ」

　俺はそう言った。そう信じていた。

　リヴルを連れた俺にしかできないのだ。あの生徒会長を撃退することは。

「知らねーってのー、そんなのはぁー……」

　未耶がうつらうつらと船を漕こいでいた。当然だ。そういう時間帯だ。もしかしたら手当てをしてから俺が目覚めたことで、気が抜けてしまったのかもしれない。きっと疲つかれただろう、気をもむのに、なにもできないのは。

　心配させるな。未耶の言ってることなんて、痛いほどわかる。

「……未耶。部屋戻れ」

「──んで」

「あ？」

「運んでよー。男ならできるだろそんくらーい……部屋入っていいからぁ」

　複雑な気分はもちろん、体内に残したまま。こんがらがったまま有う耶や無む耶やになった俺の、未耶への気持ちを、今だけは押し込めた。考えるなよ。未耶をここで寝かせたままにはしておけないだろう？

　いわゆるお姫様だっこを実現する筋力は俺にはなかったので、未み耶やに肩を貸す。なんというか、肉の付き方がリヴルとそもそも違う。こいつは、こんなに華きや奢しやだったか。リヴルと比べてみて初めて、彼女の細さがわかる。当たり前か。リヴルの過か酷こくな戦せん闘とうはそれを可能にするだけの運動能力に依よって立つものだから。リヴルはあれでそこそこ鍛きたえている、ということになる。

　だっこは無理だが、逆ならいけるだろうか。

「ん、よ、うりゃ」

　やべえ、どうしよう。

　やってみたら意外とあっさり、未耶を背中に乗せることができた。未耶はなんかむにゃむにゃと色々言っていたが、もう気を遣うのはいいや。背負えるもんだな。俺の幼おさな馴な染じみはこんなに軽かったのか。

　未耶の部屋に入る。なんか独特の匂においがした。女の部屋ってのはみんなこんな良い匂いがするもんなのか。本来未耶のものであるはずのベッドでは、既すでにユズキが寝ていた。起こさぬように細心の注意を払って、未耶を彼女の隣に横たえた。

　んうー、とか言いながら、寝ていたユズキが未耶にひっついた。

「ったく、手のかかる……」

　俺も帰って寝よう。いい加減、死にそうだ。学校行く時間までにきちんと起きれるだろうか。どっちにしても朝になればこっちに泊まってるユズキが帰ってくるから、俺も強制的に起こされることになるだろうけど。

　さっさと部屋を出て、時々ずきりと痛む身体に顔をしかめながら、それでも重い身体を引きずって、外に出る。鍵かぎの場所はわかっている。矢や口ぐち家の郵便受けの奥にある鍵で戸と締じまりをきちんと確認してから、また元の場所に戻す。

　まだ暗い、けど夜というよりは朝と呼ぶに相応ふさわしい、闇やみの静せい寂じやく。

　その向こうにヴァイオリン片手の通り魔が立っている気がして、俺は急いで隣の自宅へと戻った。




　三時間も寝ていないんじゃないかと思う。

　そのせいかどうかはわからなかったが、死し想そう図書館へと呼ばれることはなかった。リヴルがどうしているか心配ではあった。両腕が斬り取られて、さすがのリヴルも無表情ではいられなかったのだから。あの時の声は震えて、自分から湧わき立つ痛みに怯おびえていた。まあ俺だったら怯える前に気絶かショック死してるだろうから、あれでも感情を抑えていたほうなんだろう、とは思うけど。

　そんなわけで寝不足の俺が昼休みにまず駆けつけたのは、図書室だった。至し極ごく当たり前だと思う。リヴルの安否が現状、確認すべき最たること。家にメイドとしていなかったのだから、図書室の司書見習いなんて肩書きも、当然放棄しているはずだと思った。だから大して期待もしてはいなかったのだが。

　果たして。

「イツキ様。どうしたのですかそんなに急いで」

　なに食わぬ顔で、しかも五体満足で、タイトスカートの女教師スタイルで、リヴルは図書室にいた。昨日の惨さん劇げきなど無かったかのような澄すました顔である。恋こい池いけ先生の手伝いか、本を抱かかえて運んでいやがった。

「……お前、その呼び方やめろと何度言えば」

　大きく息を吐はく。もう気が抜けて、その場に座り込んでしまいそうだった。

「ご無事でしたか」

「そりゃこっちのセリフだ。なんでもう元通りになってるんだよ。さすがにあれだけの怪け我がじゃあ……」

「はい。修復にはおよそ六時間ほど要しました。イシュタル様がエレシュキガル様とともに治ち療りようをして下さったおかげです。私も先ほどこちらに来たばかりです」

　生えたのか、それとも再びくっつけたのかは知らんが、いずれにせよ切断された両腕が六時間で治るのだから、リヴルも大たい概がい、人外の存在である。プラナリアかお前は。それともデタラメなのは、それを可能とする神様姉妹のほうか。

「エレシュキガル、回復したのか」

「まだ万全ではなかったようですが。事の次第は私から報告させて頂いただきました。イツキ様、やはり緑みどりヶが丘おかユカリが犯人とお考えに？」

「その話は後だ」

　図書室にはまだ人が多い。一応、誰かに聞き咎とがめられないように小声で話してはいるものの、詳くわしい話はするべきではないだろう。

「とりあえず、お前が無事で良かった」

　素直な心情を吐と露ろすると、リヴルが沈ちん黙もくした。どうでもいいがお前まだ眼鏡めがねかけたままなのな。それはいい加減シンに突っ返してやれ。なんの役にも立っていなかったじゃないか。シンも後々糾きゆう弾だんする必要があるだろうし。

　なんかリヴルは驚いているみたいなのだが、俺、変なことでも言っただろうか？

「イツキ様、今、なんと？」

「あん？　だから、お前が無事で良かったって」

「なるほど、了解しましたイツキ様。今すぐ二人きりの人ひと気けのない場所まで参りましょう。そうですね、更衣室などがよろしいでしょうかいえもちろん私でしたら今すぐここで脱いでしまっても一向に構わないのですが」

「なにをする気だお前」

　なんかまたとち狂ったことを言いだしたので、低い声で制止する。お前のボケに付き合ってる暇ひまなんざねえんだよ。

「イツキ様が私ごときの心配をして下さるとは思いませんでしたので」

「昨日のお前の状態を見れば誰だって心配するだろうが」

　そう言い放った言葉は、綺き麗れいに弧こを描いて俺の胸に突き刺さる。昨日の未み耶やの言葉。そっくりそのままじゃねえか。未耶に気をもませてしまった当の俺が、リヴルの心配してんだからもう訳がわからん。

「これはもうイツキ様デレ期ですね。問題ありません。私の身体の準備でしたらいつでも整っておりますので」

「あの後、どうなったんだ」

　これ以上エスカレートされたら、俺にもリヴルを御ぎよす自信がなかったので、もうとっとと真剣な話に移行した。これだけ聞いておきたい。後のことは俺が一人で考えるしかあるまい。

「イツキ様が気を失ってしまわれましたので、私が矢や口ぐち様の家の前まで運ばせて頂いただきました。手当ても必要な状態だったのですが、死し想そう図書館へと戻っても、イシュタル様はイツキ様を放置するやも、と考えまして。矢口未耶様であればイツキ様をすぐに治ち療りようして下さると考えました」

「いや、でもお前両腕なくて」

「肩は無事だったので、乗せるように担かつがせて頂きました。イツキ様の衣服には多少なりとも私の血も付着していたかと。衣服を汚してしまい申し訳なかったのですが、他に手が無く」

　なんともはや。

　リヴルが運んでくれた可能性を考えなかった自分に、反省を課さねばなるまい。献けん身しんが生きる意味と同義であるようなリヴルだが、これはちょっと、なにかしてやったほうが。ご褒ほう美びというわけではないが、感謝の念くらいは伝えなければ。

「文字どおりに手が無かったのです、イツキ様」

　お前、それは面おも白しろいことを言ったつもりかもしれないが、こっちは一切笑えねえ。

　なにかしてやろうか、と思った瞬しゆん間かんにこれである。

「わかった、もういい。ちょっと一人で考えるから、お前は普通に振舞ってろ」

「イエス、マイライター」

　言った傍そばからそれか。人間というのが他人同士の会話に意外と無関心であることを期待するしかないな。別に大きな声で言ってたわけじゃないからいいけど。

　俺はその辺りの席に適当に腰掛けて、腕を組んで目を閉じる。静かな図書室の中で、リヴルだけが立ち働く音が聞こえた。

　整理してみよう。

　まず、事の発ほつ端たんは？

　俺にとっての発端は、多分、敬けい一いち郎ろうが連続傷害事件の被ひ害がい者しやの一人になったことであり、その現場にジュメルが、自分の片割れを求めて現れたことだ。そのせいで、現実の事件と、音楽堂の異変をつなげて考えなければならなくなった。

　音楽堂の異変は、死し書しよである『英雄エロイカ』が原因だ。神様が認めてくれた、間違いない事実。リヴルの言によれば、音楽堂の内部がどうなっているかわからないから、確実な封書のためには『演奏家プレイヤー』の力を借りるべき、という話だ。俺もリヴルにその方針を命じた。

　俺が今、事件の犯人を追うのに、無む駄だに躍やつ起きになっている、とはシンに指し摘てきされたこと。なんでそこまで必死になる？　そいつに謝ってほしいのか、それとも『演奏家プレイヤー』として音楽堂での協力を仰あおぎたいのか、自分でもよくわかっていないままに犯人を追って。そして昨晩、緑みどりヶが丘おかユカリに敗北した。

　緑ヶ丘ユカリが『演奏家プレイヤー』だった。これも俺たちが昨日直面した、間違いのない事実だ。彼女はとっくにジュメル・ブルを従者として使し役えきして、その力を使いこなすことに成功している。さすが完かん璧ぺき主義者。そういうところは速い。

　では、彼女が連続傷害事件の犯人ということか？

　これはまだわからない。もちろん、昨日の戦せん闘とうで色々とやらかしてくれたことについては、生徒会長に言いたいことだってある。だが、それは俺の私し怨えん。それとは別に、緑ヶ丘ユカリが犯人であるという明確な証拠は、まだなにもないのである。

　加えて気になるのは、あの場にジュモ・ブルがいなかったこと。

　俺とリヴルは、敬けい一いち郎ろうを直接襲ったのはジュモ・ブルではないか、という仮説を立てた。つまり通り魔の実行犯はジュモだと考えて、そしてその推測に、現状で大きな矛む盾じゆんはないはずだ。生徒会長を犯人とするならば、そこにジュモがいなかったのが気になる。

　当事者の証言は？

　曖あい昧まいではあるものの、会長の声を聞いたという、敬一郎の情報がある。これは重要だろうか。今となっては、もはや会長が無関係であるはずがない。昨日の彼女の口ぶりからしても、なんらかの形でこの事件と関わっているのは間違いないと思う。敬一郎の判然としない証言が、真実味を帯びてきたのである。

　仮に会長を犯人として、その動機は？

　まだ、一切が不明だ。そもそも自分の学校の生徒を襲って、会長になんのメリットがあるんだか。むしろ彼女の完璧に傷がつきそうだ。通り魔なんて事件を起こす時点で、犯人はある種の極限状態にあると考えて良い。生徒会長は、そこまで追い詰められるような立ち回りを演じるほどに甘くはない。

　犯人でなければ、現場で聞いた会長の声をどう説明する？

　一つの可能性。手出しをするなと言った会長。緑ヶ丘ユカリが、むしろ犯人を追っていると考えたらどうだろう？　邪じや魔まをするな、犯人は自分が捕まえる。あの責任感の高い会長なら有り得るし、事件現場にいた説明もつくかもしれない。

　これはかなり確率が高いかもしれない。

　でも、敬けい一いち郎ろうが襲われた時、会長はまだジュメルを連れていなかった。当然だ、あの時はやっとリヴルとエレシュキガルが保護したところだったのだから。それでも会長は、現場にいた、ということなのか？　犯人を追って？　でも襲われたウチの学校の生徒を、会長が助けず放置、なんてことが有り得るだろうか。

　もし、会長がもう、ジュメルだけでなくジュモとも契けい約やくしていたら。

　やはり犯人は生徒会長であって、ジュモを使って通り魔事件を起こしている、ということになるのか。だとしたら、その目的はなんだ？　どうして人を襲う。

　通り魔ではなく。

　被ひ害がい者しやを選別しているのだとすれば、そこに目的が見えるはずなんだが。

（って……それは前にも考えたことだ）

　通り魔ではないのだと仮定して、被害者の共通点を見出みいだそうとしたこともあった。でも、結局そんなものはわからなかった。なにか忘れている気がする。生徒会長のことについて、なにか、どこか、ズレているような。

　なんだ、この感覚は。

　わかっているのは、きっと、緑みどりヶが丘おかユカリは俺の味方ではない、ということ。彼女は、どんな思惑や目的があるか知らないが、彼女自身の行動原理で動いているし、そこに俺を絡めることを徹てつ底てい的てきに拒否している。そこにもまた、明確な理由があるはずと思うのに。

「あら、どうしたの黒くろ間まクン、怖こわい顔して」

「先生……」

「あぁ、ごめんごめん、黒間クンはいっつも怖い顔よねぇ」

　人が真ま面じ目めに考え事をしているというのに、至し極ごく余計なお世話だった。

　恋こい池いけ先生が新聞片手にやってきた。いかにも暇ひまそう、というより単純に暇なのだろう。どうせリヴルのことだ。図書室における仕事なんてさっさと覚えてしまっただろうし、ならば一番得をするのは恋池先生以外には有り得ない。

「なんスか、その新聞」

「今日の朝刊よ。ほら、あそこの新聞コーナーに置こうと思ったものなんだけど。でもね、ほら、ここ見てここ」

　恋池先生は新聞を広げて、記事の一部を指してきた。いたずらに不安をあおるような見み出だしと、そしてこの近所の写真。敬一郎が襲われた場所なのだとすぐにわかった。連続傷害事件の記事、というところか。

「考えすぎかもしれないけど、事件にあったのが槇まきクンでしょう？　こういう記事を見せちゃうと、みんなも怖がっちゃうかなって思ってね。だから回収することにしたの。不安がっているのは間違いないはずだから、ちょっとだけ大人の配はい慮りよ。もっと早く確認しとけば良かったぁ」

「心配しすぎ……じゃあ」

「大人ってね、子供のことを考える時、バカバカしいくらい心配症になるものなのよ」

　そんなものか、と思った。俺がユズキのことで無む駄だに気をもむのと同じか。

　記事に軽く目を通す。当たり前だが、ウチの市内で起きた事件だった。近隣の中学、小学校などは下校時間を早めにして、被ひ害がいに遭あわないよう配慮しているところがある、とも書かれている。ウチの学校も部活を全面禁止にしたりと、色々な措そ置ちをとっている。

　まあでも、狙ねらわれているのは高校生だから、中学生や小学生はあまり関係が──。

「え？」

「あ、こら、黒くろ間まクン、ダメよ読んじゃあ。なんのために回収すると思ってるの」

　恋こい池いけ先生、俺にも配慮してくれるのは素直にありがたい。が、今はちょっと考えさせろ。

　近隣の中学。そりゃそうだ。俺は頭の中に街の地図を浮かべる。そしてそこに、先日見せてもらった被害者の位置を並べていく。そう、全て緑みどりヶが丘おか邸ていの周辺。ここまではいい。全部知っていたこと。

　その地図に。

　昔のことを思い出せ。中学の時の区分。学区の違い。

　頭の中の地図に線を引くだけだ。俺と未み耶やの家。少し離れて敬けい一いち郎ろうや小こ牧まきの家。そこに区分される緑ヶ丘ユカリの家。小牧泉いずみは確か私立。敬一郎と緑ヶ丘ユカリは、同じ中学。つまり、被害者の共通点は。

　同じ中学だった？

　一つの市内の、それも限られた場所での犯行。十分考えられることだろう。こんなもの共通点というのか。至し極ごく、当たり前の話なのだ。同じとこに住んでいれば通うところも一緒になる。敬一郎はあまり先輩のことを覚えていないといった。上級生だから？　それとも──。

　確か、緑ヶ丘ユカリの、中学時代って。

「先生、ありがとうございます」

　言うが早いが、俺は立ち上がった。こうしてはいられない、いくつか確認しないといけないことができた。これが本当だったら、いや、十中八九本当なのだろうが、そうだとするなら。

　嫌いやなことになる。

　今は目の前のことに集中しよう。でも、最終的に、俺は。

「リヴル」

　本を運んでいた彼女に、小声で命ずる。

「頼みたいことがある。急いで死し想そう図書館まで行ってくれ」




　場所は、屋上にした。

　未耶に頼んで、緑ヶ丘ユカリを屋上にまで呼びだしてもらった。放課後すぐに、フェンスに背中を預けて、完かん璧ぺきな生徒会長を待つ。未み耶やを使ったのは、俺が行けばまた切り刻まれるかもしれないという恐れもあったし、それに未耶に確認したいことも一つあったからだ。

　屋上。

　未耶に言われたのもここだったか。もう好きじゃないと。ダメだな。そんなことを考えても仕方が無い。まずは目の前のこと。そっちのほうが大事だ。

　リヴルはもう学校にはいないだろう。それでいい。彼女には別の仕事を命じておいた。

　俺は一対一で、母親と向き合ったように、緑みどりヶが丘おかユカリと向き合うだけだ。

「やっぱり貴方あなたが呼びだしたのね、黒くろ間ま君？」

　相変わらず豪ごう華かな巻き毛を揺ゆらして、緑ヶ丘ユカリが現れた。手に提さげているのはヴァイオリンのケースか。厄やつ介かいだな、と思った。戦せん闘とうなんて正直なところごめんだから。見えないところにジュメルもいるとすれば、リヴルのいない俺では相手にならない。『真白き本』だけではどうにもならない。

「ちす」

「昨日、散々いじめてあげたのに。まだ足りないの？　私、そういった趣味はないのですけれど、構いませんわよ。貴方が望むなら、散々に詰なじって踏みつけて蹂じゆう躙りんして、貴方の中のプライドというプライドを粉ふん砕さいして私の信者にしてあげますわ」

　怖こえぇよ。

　こいつ、やっぱり知ってて信者増やしていたのか。もちろん、学校での崇すう拝はいのさせ方には彼女なりの手加減をしていたのだろうが、本気になれば洗脳レベルで信者を作れるのだろう。会長に心酔する未耶を見ていれば、そんなことは想像がつく。

「私、貴方のことは気に入っていてよ。私に反抗してくれる方って、中々いないもの」

「そうすか」

「だから、もうやめましょう？　私に刃は向むかっても良いことなんてないの。昨晩、よくわかったでしょう？」

　いいや。

　確かにアンタに任せてればいいのかもしれない。けど、本当にそれだけかよ？　アンタだけが抱かかえ込まなきゃいけないものじゃないはずだ。俺にも手出しさせろ。絶対に、俺は無関係じゃないから。

「犯人がわかりましたよ。連続通り魔事件を起こした、ヤツが」

　黙だまった。緑ヶ丘ユカリが。

　わかるはずだ、会長。俺の言ってることがハッタリじゃないってのが。それが嫌いやだったんだろう。俺は多分、存外真実に近いところにいて、アンタもそれをわかっていたんだろう。

「犯人はヴァイオリンが得意で、ジュモ・ブルを引き連れている。つまり音楽的才能のあるヤツで、用意周到。明確な目的の下もとに、高校生を襲っている。多分、被ひ害がい者しやと犯人はほとんど面識があるんだろう」

「……それは」

「でもそれはアンタじゃない、会長」

　思わせぶりな態度ばっかりとるから、冷静に見み極きわめることができなくて、そしてそれこそが会長の思惑通りだったのだと、今なら言えるんだけどよ。

「アンタは自分に目を向けさせたかったのかもしれないけど、生憎あいにく、そう上う手まくはいかない。俺も意地でも手を出しますよ、生徒会長」

「私が犯人ではないなんて、その根こん拠きよは？」

「中学」

　会長の表情が変わった。ビンゴ。

　証言を思い出せ。会長の中学時代は、今と違って目立たなかった。それは多分、噂うわさや勘かん違ちがいなどではなくて、本当にそうだったのだ。まるで別人であるかのように。

「会長、中学時代、なにしてました？」

「もちろん、学校に通って」

「そりゃ噓だ。なあ会長、色んな国に留学したってのも、中学時代でしたよね。さっきその話をしてくれたヤツに確認とりましたよ。そんな派手に留学してた女が、目立たない？　大人しい？　なんの冗じよう談だんですかそれは」

　会長を呼びだしてくれと未み耶やに頼んだ時、未耶に確認をとった。そもそも留学の話を俺にしてくれたのも未耶だ。さすが未耶、噂はなんでも摑つかんでいる。アイツは会長のことが好きだったから。

「ついでに、調べましたよ。色々と。面おも白しろいことやってますね。中学の時、ヴァイオリン全国大会での優勝？　アンタの名前で海外のサイト調べりゃ、これがイタリアの大会だってすぐにわかる。公式記録で残ってましたよ。まあすごいことに変わりは無いんでしょうけど。俺が聞いた噂じゃあ、まるで日本の大会みたいに語られてましたけどね」

「それが？　噂が改変されることなんてよくあることですわ。だからどうしたというの」

「俺が言ってるのは、まるでなにか隠かくすみたいに、噂が都合良く変化してるってことですよ」

　普通の人間はちょっと疑問に思っても、わざわざ海外のサイトを調べないだろう。

　でも大きなサイトならば英語文は大抵載のっている。全部意味がわからなくとも、電子辞書か翻訳ソフトさえあれば大まかな意味は拾っていける。海外でも有名人で完かん璧ぺき主義な会長らしかったから、その足取りを追うことは難しくない。

　都合のよい噂の改変と、中学時代は海外で活躍していた会長。

　どうして？

「私、矢や口ぐちさんに言ったかしら」

「言ってなくても、他の誰かが知ってたかもしれませんね。それが噂として流れていた。会長、アンタ噂うわさ多すぎるんすよ。おかげでなにがホントで噓うそかわかりゃしない。でも、中学時代のことは多分本当だ」

　本当は、もっともっと早く気付くべきだったのだ。

　ジュモ・ブルとジュメル・ブル。従者が双子。ならばその主も。

「アンタには、姉か妹か知らないが、双子の姉妹がいる。中学時代は、きっと入れ替わっていたんですね。そいつ、アンタの双子の姉妹が、今回の犯人。ジュモ・ブルと組んで、中学時代の知り合いを襲っていたんだ」

「……証しよう拠こは？　動機は？　ねえ黒くろ間ま君、その推理には随ずい分ぶんと穴があるのではなくて？」

「仰おつしやる通りですよ。でも会長、じゃあ中学時代の矛む盾じゆんを説明してみろよ。海外留学と日本での通学を同時にこなした理由は？　まるで別人だったって噂が流れてたのは？　チャチな言い訳なら反撃するんでよろしくお願いしますよ、会長」

　再び会長が押し黙だまる。もはや半なかば認めているようなものだった。

　証拠も動機も俺が知るか。全部知ってるのはアンタなんだよ、会長。それを一人でやろうとした。

「……これは、私の問題」

「それは違うぞ。音楽堂からジュメルたちがいなくなったのはそもそも死し書しよが原因だ。だから、俺の、『筆記官ライター』の問題でもある。俺にも責任があるんだ」

「そう。そうなのですわ。貴方あなたは『筆記官ライター』だから、そんなに速く筆記ができるのですものね。でも手伝ってもらうことはない。ヒカリのことは、私がケリをつけないと。だって、私が全て原因なのですから」

　ヒカリ。

　緑みどりヶが丘おかヒカリ。それがこの完かん璧ぺき主義者の、双子の姉妹の名前か。そしてジュモと契約して、事件を起こしたのか。でも、生徒会長が双子だなんて話は聞いたことが無い。つまり、ずっといないことにされていたのだ。どうして？

　今更気付くなんて遅すぎるが、会長の屋敷に侵入した時に、既すでに答えは用意されていたじゃないか。何日も人が入っていないような、暗い、それでいて会長の部屋とそっくりな部屋を見たじゃないか。あれが、ヒカリの部屋？

　だが、プレートにはユカリの名前があったし、家具調度も同じ配置だった。俺は金持ち特有の妙みような贅ぜい沢たくだと思っていたのだが、それは違ったのだろうか。

「でも、結局貴方の介入を許した。いえ、貴方のほうが早く動いていたみたいですわね？」

「敬けい一いち郎ろうが現場で見たっていうのは、やっぱりアンタじゃない。双子のもう一人のほうか」

「おそらく間違いないと思いますわよ。ああ、そういえば、貴方のところのメイドさんが、ジュメルを保護して下さったのでしたわね？　あそこまで怪け我がをさせて申し訳ないと思っていますわ。なら、もういい。話してしまいましょうか。隠かくしても無む駄だのようですしね？」

　溜ため息いきを吐ついて、完かん璧ぺき主義者は告げる。己おのれの汚点を。

「ヒカリは、小学校の頃からひきこもっていたの。ずっと。私の父はプライドばかり高くて、体面しか頭になくて、だから書類上はいないことにされていましたわ。黒くろ間ま君、貴方あなたの言う通り、無理を押し通せるのですわ、私の家は」

「……いきなりとんでもねえな」

「まるで最初からどこにもいなかったかのように。二人一緒に小学校に通っていたのは一年もなかったでしょうから、きっと覚えている方なんていませんわ。当時の先生くらいかしら？　でもやっぱり双子、ヒカリのほうにも音楽の才能はあったし、こと『絶対音感』だけで言うならヒカリのほうが鋭するどかったのではないかしら。でも十年以上引きこもっていたヒカリ。可哀想に、どこにもいないことにされていたヒカリ。ええ、そこにきっと、ジュモが訪おとずれたのですわ」

　助けを求めたのだろうか。リヴルが俺の夢に現れたように。夢か現実かはわからないが、ヒカリのところに来たジュモは、音楽堂を追われてあてどなく彷徨さまよっていた。そのジュモの力を、ヒカリが悪用したのかもしれない。

　ふざけやがって。

「なんでひきこもってたんだよ」

「私と比べられるからですわ、当然」

　誇るどころか。

　そう言った緑みどりヶが丘おかユカリは心底忌いま々いましそうだった。俺は彼女の完璧さが大嫌いだったが、なるほど、もしかしすると、一番その完璧さを嫌っていたのは、他ならぬ緑ヶ丘ユカリ自身だったのかもしれない。

「私は完璧だった。完璧であるための努力は惜しまなかった。どうしてだかわかる、黒間君？」

「完璧主義者だから」

「とんでもない。私は忘れてほしかっただけ。少しでも覚えている方にね。あれだけデタラメなステータスを誇れば、みんなそちらに目が向く。同じ顔の双子がいたなんて、きっとみんな忘れてしまうと思っただけですわ」

　そうだ、緑ヶ丘ユカリの話を聞いた時も、双子だなんて話が出たことは無かった。

　それは、あまりに昔の話だからということもあるだろうし、もう一つは、こんなハイスペック女が二人もいてたまるか、という無意識の考えがどこかで働いていて、双子の噂うわさに信しん憑ぴよう性せいが生じなかったからかもしれない。そういう意味では、やはり完璧に、会長のやり方は成功している。

「中学の時の知り合いを襲ってるのは、やっぱり双子だってことを隠かくすためなのか？　だったら敬けい一いち郎ろうは違うだろ。学年も違う。双子だってことに気付いてもいなかっただろうし、完全に八つ当たりだ」

「その辺りは、本人に聞いてみるしかないでしょうね？」

　いつの間にか。

　会長の手の先に、夕方の学校の屋上には似つかわしくない、青い影が立っていた。ジュメル・ブル。無くした双子。あの時、アリスの森では仲良く手をつないでいた双子が、今は片割れを無くしている。

　双子の片割れ。

　無くしていて、探しているのは、会長も同じか。

「ヒカリは、最初の傷害事件が起きた時から、ずっと行方をくらましていましたわ。と言っても、私たちの家族の誰も、ヒカリと顔をあわせることもなくて。なにも食べている形けい跡せきがなくて、心配になってヒカリの部屋を確認したのはつい最近。槇まき君の襲われる少し前といったところかしら？」

「…………」

「気付けなかった私は愚おろか者。全部知ったのはジュメルが私のところに来てから。だからほんの数日前ですわね。でもそこからは速かった。なにが起こっているのか把は握あくして、色々と動いている貴方あなたに気け取どられたくなくて、五ご線せん譜ふを張り巡らせてヒカリを待っていたのだけれど、先に貴方に嗅かぎつけられてしまいましたわね。できれば私たちだけで済ませてしまいたかった。ヒカリも、知らない人に弱い部分を見せたくは無いだろうから」

　でも、と会長は続ける。

「ここまでですわ、黒くろ間ま君。貴方が入ってきて良いのは、ここまで。ここから先は私たちの問題。私の家のことに首を突っ込まないで下さる？」

　なんか、また面倒くさいことを言いだしたぞ、この女。

「私が全部やりますわ。ああ、そういえば噓うそをついてしまいましたわね。確かに、私にも弱みがある。私にとっての弱点は、緑みどりヶが丘おかヒカリ、あの子なの。手を出さないで。不用意に触れられては、きっと私たちは立ち直れなくなる。ましてや貴方は他人だから。大丈夫、貴方はなにもしなくて良いですわ。音楽堂のほうも私が解決するから。貴方の役目は、瀕ひん死しの死し書しよを封印することくらいかしら」

「死書のほうもアンタがやるってのか。全部背負うってのかよ、会長」

「だって私は完かん璧ぺきですもの」

　聞き飽きたぞ、その言葉は。

　完璧だから手を出すな？　それはどういう理り屈くつだよ。俺がそんなもので納なつ得とくすると思っているのか。こっちは敬けい一いち郎ろうが襲われてるんだぞ。死書の封印だって、本来は俺がやらなくちゃいけないことだ。どっちも解決っていうのは、俺が言うべきことじゃないのか。

「不満そうですわね。ではまた戦います？　昨日の繰り返しになるだけかと思いますわよ」

「……ふん、素直に呼びだしに応じたのはそういうことかよ。アンタ、俺をもう一度叩たたきのめすつもりで」

「ええ。昨日で懲こりたと思ったのに、そうでないから。今日こそは終わらせようと思いまして。貴方あなたみたいな不確定で不穏な異分子を排はい除じよしてから、私はヒカリを連れ戻しますわ」

　それは、意味が無い。全く生産的じゃない。そんなことは会長だってわかっているはずだろうに。意地の張り合いでしかないじゃないか、それは。でもプライドが高く、実力も持つ会長は、その意地を押し通す気だ。

　やるしかないか？

　それとも。

「……会長、戦せん闘とうじゃなくて、交こう渉しようしねえか」

「交渉？」

「交換条件だ。アンタ、全部自分がやるなんて諦あきらめろ。音楽堂のことは、死し書しよが原因だから、俺が解決する。でもアンタの力があれば心強いんだ。手を貸してくれよ。俺がきっちり、そちらを終わらせる。代わりに、会長は自分の妹とケリをつけてくれよ」

　訝いぶかしげな視線は変わらない。なにを言いだしたのかわかっていない様子だった。傍らのジュメルはなにを考えているのか、ただ目を閉じてぼうっとしている。立ったまま寝ているようにも見えた。

「どこが交渉だと言うんですの？　私はどちらも一人で解決するつもりなのに。それを曲げろと仰おつしやるのかしら」

「代わりに俺も妥だ協きようする」

「なにを」

「事件の犯人、俺も思うところはある。アンタの双子の妹、一発殴ってやりたいし、できれば思いっきり糾きゆう弾だんしてやりたいくらいだ。でもそれは諦める。不用意に手を出すな、っていう言葉に従ってやるよ。手を出されたくないんだろ。アンタの弱点なんだろ。どうせジュモの力を借りてやってた、異次元の犯罪なんだからよ。アンタの妹の処遇は、会長に全部任せるよ。俺は口出ししねえ」

　確かにこだわっていた。意地になっていた。俺もな。

　俺が犯人を責めることだってできる。いや、責めるべきだと心中の声が言う。でもそれを、緑みどりヶが丘おかユカリはなにより嫌うから、昨晩、あんな手荒な真ま似ねをしたんだ。俺なんかに口出しされたくないと。

「よろしいんですの？　私、妹には甘いかもしれませんわよ？」

「俺も妹には甘いからお互い様だ。それに、完かん璧ぺき主義者がそんな身内びいきなんてするとも思えないしな。アンタがどんな風に妹を断罪しても、俺は絶対に口出ししない。その代わり、音楽堂の死書の封印は俺にやらせてくれ。今回の一連の流れ、俺だって無関係じゃない。なにもせず見てるだけなんてしたくない」

　単純なことだ。

　俺は会長みたいに完かん璧ぺきじゃない。なんでもかんでもできやしない。だから出来ることとやるべきことをきちんと分けるだけだ。意地を張ってあれもこれもなんて最初から無理だったのだ。悔しいことに、シンやイシュタルの言っていることも、一部では正しかったというわけで。

「……そう、そうなのですわね」

　会長が、困ったように少しだけ笑った。溜ため息いきを吐ついた。

　いつも微笑ほほえんでいるから逆に表情の読めない女ではあるが、今の顔だけは、なんか見えた気がした。感謝というか、ありがたいと思っているような。

「わかりました。その提案、受けましょう。こうなった以上、音楽堂のほうはきっちり解決して頂いただきますわよ、『筆記官ライター』。貴方あなたがやると言いましたものね？」

「ああ、わかってますよ、会長。なら最初は音楽堂のほうからで良いですかね？」

「構いませんわ。せっかく二人揃そろっているんですもの。終わらせてしまいましょう。でも考えはあるのかしら、黒くろ間ま君。音楽堂にはどうやって乗りこむの？」

「それにつきましては──」

　神か鬼か。

　いや、この国では大した違いもないのかもしれない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつの存在は、いつだって人智を超える異次元から現れる。初めからそこにいたかのように、『筆記官ライター』の従者はいつの間にか俺の横に立っていた。

　いや、たださあ。

「問題ありません。私が『死し聴ちよう音楽堂』までお二人をお連れします。ユカリ様」

「良いタイミングで来てくれてなによりだがその格かつ好こうは一体何だ、リヴル」

「レースクイーンでございますイツキ様」

　うるせえ見りゃわかる。リヴルの悪あく癖へきここに極きわまれりである。上下セパレートの白い水着みたいな服装に、黒いラインでアクセントが刻まれている。ついでに肩にはパラソル。本当意味わからない。いつものメイド服で良いだろうが。

　さすがの会長もちょっと戸惑ってんぞ。

「おい、俺の命令は」

「そちらも合わせて説明します。道中で。シン様が車を用意して下さいました。お二人とも、準備さえよろしければすぐにでも出発いたしましょう」

　リヴルが向かうのは、階段だった。ユカリもヴァイオリンを肩に担かついで、階段へと戻ろうとする。リヴルが俺たちを先導し、階下へと続く扉を開けた。その先にあったのは階段などではなくて、俺の知っている匂においの場所だったけれど。

「さあ、参りましょう」




　その狂った色彩には、見覚えがあった。
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　三つ子の紅あかい月。濃緑の空。青く輝く森林。饐すえたような、なにかの腐ったような匂におい。そうだ、覚えがある。リヴルに導かれてきたこの森は、以前俺が『ティンダロスの猟りよう犬けん』に襲われた場所だった。あの時は、確か、エレシュキガルが俺を死し想そう図書館に呼んだはずなのに、『邪神秘法書ネクロノミコン』の妨害が入って位相がズレたのだったか。

　そうだ、多分、ジュメル達もここを彷徨さまよっていたのだ。何度も繰り返し、この場所で悪夢を見た俺と同じ。そして、ふらふらとして危なかったところを、リヴルに助けられたのも同じ、というわけか。

　大丈夫。『真白き本』は持っている。今は音楽堂のほうが先決だろう。

　俺たちが乗っているのは、真紅のスポーツカーである。森の中を高速で疾しつ走そうするオープンカーは、木々などないかのように、直線距離で進んでいった。イカれた色の樹木が助手席の俺に正面衝しよう突とつしそうになったのだが、まるで俺が幽霊にでもなったかのようにすり抜けてしまった。この現象、覚えがあるぞ。

　後部座席には会長とジュメル。運転席にはレースクイーンのリヴルがいる。こいつ運転もできるのかよ。本当なんでもありだな。まあ異次元の森を、木々を無視して駆け抜けるスポーツカーも大たい概がいアレだが。

「さあて、なにから突っ込ませてもらおうか」

「イツキ様、いきなりそのような淫いん靡びなことを。いえ、私としましては大歓迎ですが、ユカリ様やジュメルもいるというのに」

「これ以上疲つかれるようなことを言うな」

「レースクイーンはお気に召しませんでしたか？」

　ちょっと、趣味が違うかな。まあ、そんなことはどうでもいい。緑みどりヶが丘おかユカリは興味なさげに外の景色を眺ながめている。それとも、別の気がかりのこと、彼女の妹のことを考えているから、なんだか上うわの空そらに見えてしまうのだろうか。

「順番に説明しろ。まずは、この車はなんだ」

「はい、『製作者メイカー』の新作でございます。我々がジュメルを保護していた頃から作り始めていたとのことです。音楽堂には通常の接続を切られていますので、次元間を高速で移動する作品は必ず役に立つであろう、とのお考えだそうです。イツキ様、後部座席を」

「あ？」

　言われて振り向いてみれば、そこに人がいた。いや、気付かなかったマジで。ジュメルの横に小さくなっている、女が一人。つうか三人詰まって狭せまそうなんだけど。

　ていうか、めっちゃ見覚えがある。派手な十二単ひとえと、扇せん子すで覆おおった顔。存在感がないのはえぐえぐと泣いているせいか。でも京きよう都とで会った時とほとんど同じだ、『朧おぼろ車ぐるま』。霞かすみのようなその性質のせいで、さっきまで気付かなかったのか。

「…………主あるじ様ぁ～……」

「ってことは、このスポーツカーは……」

「…………はい……『製作者メイカー』に好き勝手と弄いじられこのような姿にぃ……。風ふ情ぜいある牛ぎつ車しやがぁ。えぐっ、ぅえぐ」

　なんてことしてくれるんだよシンよぉ！

　それなりに気に入っていた移動手段だったのに。京都で現出させた時は、幽ゆう玄げんな雰ふん囲い気きとともにカリスマをまとっていた『朧車』が、こうなってはただの泣き虫娘である。情じよう緒ちよも歴史も空気も伝説もガン無視して、なんてものを作りやがったのだ。

「出典が同じため、『朧車』も同一のものとなったようですね。もっともこの車、運転する側とすれば快適ですが。伝説を自在に改変し、新しいものへと作り変える。まさしく工房の主の真しん骨こつ頂ちようでございます。ましてや九つ十く九も神かみまで顕けん現げんさせるのですから、素す晴ばらしい」

「褒ほめんな。俺は前の牛車のほうが好きだ」

　それこそ風情がゼロである。真紅のスポーツカーってのがまた趣味悪い。

「リヴル。俺はお前に、その眼鏡めがねの不備をシンに調整してもらうように命じたよな？」

「はい。そのままイツキ様は緑みどりヶが丘おかユカリ様とお話に行かれたそうですね。私は『戦神の高座フリズスキヤルヴ』をシン様に拝見して頂いたところ、一緒にこの改造『朧車』も受け取りました。エレシュキガル様の指示で、イツキ様をお迎えにいくように、とのことでした」

　レースクイーンのドライバーってのもまた、シュールだよなと思いつつ。それでもリヴルは有能な従者ぶりをいかんなく発揮していて、森林を駆け抜ける。舗ほ装そうされてない道路なのによく走るぜ、全く。

　戦せん闘とう用に眼鏡めがねをきちんと直してもらうように頼んだだけなのに、なんでレースクイーンとスポーツカーで帰ってくるんだろーな。

「……黒くろ間ま君は、笑いませんわね？」

　ふと、背後の緑みどりヶが丘おかユカリが呟つぶやいた。やっぱりなにか別のことを考えていたらしい。まあ、確かに、音楽堂まで辿たどりつけるなら移動手段なんてどうだっていいのかもしれないが。

「なんの、話ですか」

「笑って構いませんわよ。家族、双子の片割れすら助けられないの、私は。無能もいいところですわ。天才だの完かん璧ぺきだの言われてきたけれど、結局私にできることなんてこの程度。貴方あなたのわがままさえ認めてしまったしね？」

　随ずい分ぶんとまた、こっちの神経を逆なでする言い方だった。だから嫌いだっての。いいじゃねえか、音楽堂のことくらい俺に任せろよ。交こう渉しようしたってのにまだ不満か。

「そういうことは、きちんと全部収束させてから言って下さいよ、生徒会長。反省なら後でいくらでもできるでしょうが。これ以上被害出さないためにも、完かん璧ぺきにやらなきゃいけないこと、あるんじゃないんですか？」

「あら、ここまで事態を悪化させたのは、もしかしたら私なのかもしれなくてよ」

「だからそういうの、後で良いんだよ。今はアンタの妹とっ捕まえるのが先だろうが。それができるのはアンタだろう。協力するからさっさと終わらせますよ、会長」

　先の見えない暗い森を見み据すえてそう答えてやると、会長がくすくす笑い出した。一体なにがおかしいのか、俺にはよくわからなかったが。

「ケーキがあった、二つに分けた────悪い子はどっちももらえなかった────二つにわけたケーキは二つとも────良い子にあげてしまったから────仕方がないから悪い子は────村の人を襲って食べた────」

「ジュメル、そのような──ッ!?」

　気味の悪い詩うたを歌うジュメルを、リヴルが咎とがめようとしたその時だ。

　突然。

　スポーツカーの速度が、鈍にぶる。別にハンドルを急に切った、とかじゃないのだが、リヴルの手に緊張が走ったように見えた。

「……どうか、したのか？」

「来る────無くした心と────失った勇気と────消えた脳のう髄ずい────お願いだから欲しいと笑う────」

　俺が問うてもリヴルは答えない。代わりにジュメルの意味のわからない歌詞。

　頭をがしっと摑つかまれた。後部座席の、会長によって。

「伏せなさい！」

「あ？」

「早く！」

　会長に押さえつけられ、強引に下を向かされた。突然のことに姿勢がブレる。いや、違う。これはブレーキ音と共に車体が大きく回転したからだ。リヴルがどんなハンドリングをしたか知らんが、もっていた『真白き本』だけは取り落とさないようにだけ気を付ける。

　その最中、頭上を紙かみ一ひと重えで何かが通りすぎた、その感覚には、さすがに背筋を冷やした。

「あら、まあ──」

「ヒカリ！」

　だむだむだむ。なにかの弾はずむ音。ユカリの手が外されて、俺も顔を上げる。

　スポーツカーが停止した。リヴルの判断。おそらくもうこれ以上、走行は厳しいと判断したがゆえに。

　ユカリの手を払いのけて、顔を上げる。森の闇やみの向こうに、もう一人の緑みどりヶが丘おかユカリがいた。特徴的な巻き毛の髪型も、どこか余裕ぶった表情も。背丈も造ぞう作さくも仕草も似ている。鏡像がそのまま独り歩きしたかのような、そう、双子。

　傍らにジュモが立っているから、ようやく会長の妹だとわかる。街で会ったら？　俺は普通に会長として呼び掛けただろう。

「いつか来て下さると思っていましたわ、お姉様。だってお姉様は優しくて素す晴ばらしくて完かん璧ぺきで、こんなところに迷い込んだ妹を、いつまでも放っておくことなんてなさいませんものね？」

　ジュモが、片手でなにかを突いている。黒いボール。バスケでもやるかのように、その場でドリブルを繰り返す、青い少年。黒い楕だ円えん形けいのそのボールが、今までの事件で使われた凶器だと、すぐにわかった。

　弾む音。繰り返す。だむだむだむ、と。

「本当ならば来たくなかったわ、ヒカリ。帰りますわよ、いつまでこんなこと繰り返すの？」

「そちらの殿との方がたは『筆記官ライター』と、それと従者さんかしら？　でも正直、邪じや魔まかもしれませんわね。私、お姉様に用事がありますの」

「私に？」

「だから、引っこんでいて下さらない？」

　やはり、似ている。会長と同じ顔が、俺に向けられる。

　ともすれば、どちらがどちらかわからなくなるほどだ。一卵性か。会長の比較されるのが嫌いやでひきこもっていたという話だが、本当か？　外見がこれだけ似ていれば、中身だって──いや、それはただの先入観か。

「で、あんなことをしたのか？　同じ中学だからって襲う理由がどこにある？」

「そう……そこまでわかっていますの。では察しがつくのではなくて？　完璧な姉。どこまでいっても完かん璧ぺきすぎる姉。優秀な姉と比べて、私は普通、ごくごく普通。姉が苦もせずできることが、私には途方もない難事業に見えていた。生まれたことすら呪のろいましたわぁ、なんでこの人の妹なのだろう、と。姉と比べられる視線が怖こわくて怖くて、仕方が無いからずっと部屋で怯おびえていましたの」

　異次元の森で、ずっと逃げていた会長の妹は、くすくす笑う。

「中学の時、私は一度だけ学校に行きたいと言いましたわ。でも父が体面ばかり気にする方で、そう、あの人は、私にずっといないままでいてほしかったのかも。それなのに私がそんなことを言いだしたから」

「私には丁ちよう度どその頃、留学の話があがっていましたわ。だから父が一計を案じて、私もそれに協力しましたの。入れ替わればいい。私は秘密で留学し、代わりにヒカリがずっと、私の名前で学校に通っておく。ヒカリはいないまま。入れ替わったことなんて誰にも見抜けるはずもないから」

「緑みどりヶが丘おかの家ならその程度の改かい竄ざんは簡単にできますわ。私も最初は喜んだ。お姉様の名前で学校に行けばなんにも問題は無い。ずっとひきこもっていた緑ヶ丘ヒカリの名前では、学校生活も上う手まく送れないかもしれないけど、でもお姉様を引き継ぐだけなら」

「けれど、失敗した」

「ええ、お姉様を引き継ぐなんて、この完璧な人の真ま似ねをするなんて、私ごときには」

「最悪なことに、一部の人間には偽にせ者もの、双子だってことすらバレてしまったのよね、ヒカリ？　そして金銭まで巻きあげられていた」

「だから、ジュモが来てくれた時、これは天てん啓けいだと思いましたわ。復ふく讐しゆうができる。これで、私を嗤わらった全員を、やっと泣かせることができるって」

　双子が、ステレオで。

　状況説明はありがたいことこの上ないが、だんだんどっちがなにを喋しやべってるんだかわかんなくなってくる。交こう錯さする同じ声が、両耳を錯さつ覚かくさせ、距離感をつかめなくさせる。ただでさえ吐はきそうな色彩の世界で、そんな異常を見せつけるな。

　大体、おい、緑ヶ丘ヒカリ。その理り屈くつならば。

「敬けい一いち郎ろうも、そんなことしてたってのか。アイツは、お前のことなんて知らないみたいだったぞ」

　俺はヒカリに言う。会長が双子だなんて知っているそぶりはなかった。

　そして、それは多分噓うそじゃない。敬一郎がそんな噓をつけるほど、器用な男かというんだ。中学の時のアイツは、近くの学校に通う小こ牧まき泉いずみに熱中していただけの、ただのバカなのだから。

「違いますわよ黒くろ間ま君、だってこの子の本当の目的は」

「ええ、復讐、と言いましたわよね。中学時代の同級生を襲っていたのはね？　練習だったのよ。だからそんなに、明確に選んでいたわけではないの。すごいわ、ジュモ・ブルの力は。ちゃんと人を襲えた。扱あつかい方も、人を襲う中で大分わかってきましたわ」

　暗くて、わからなかった。

　緑みどりヶが丘おかヒカリも、なにか担かついでいることに、今気付いた。鏡像なのだと考えれば、当然だ。彼女だってヴァイオリンを弾ひくだろう。俺も敬けい一いち郎ろうが襲われた現場で聞いた。こいつは妹だから詰めが甘いのか？　そりゃそうだ、緑ヶ丘ユカリなら間違っても、自分を連想させるヴァイオリンの音色を聴きかせるなんてことはしないはずだ。

　ケースを足元において、ヒカリは流れるようにヴァイオリンを取りだした。そこもまた、姉と似ている。

「これで、お姉様を倒せる」

「やっぱり、貴方あなた、それが目的」

「ええ、そのためにたくさん練習したんですもの。どれだけの時間、私がお姉様を憎にくんで、怨うらんで、嫉しつ妬として、羨うらやんで、呪のろったと思っていますの？　お姉様にできることが私にもできれば、こんな思いはしなくて済んだ──だから、ずっと、お姉様に近づこうと、お姉様の真ま似ねばかりしてきたのに」

　そうだ。双子だからといって、まるで鏡像のごとくにはならない。

　似せているのだ。元々の顔立ちが同じだから、似せること自体は難しくないだろう。ヒカリは姉に近づきたくて、外見だけでも同一化するために作為している。それは外見だけか？　会長の妹なら、やはりそれなりの能力を誇っているんじゃないだろうか。

　そうだ、あの部屋。

　ユカリの部屋、と書いてあった。妹のほうのはずなのに、何な故ぜ。決まっている。真似ていたのだ。全部。部屋の配置からなにから。きっとその他の様々なことも、こいつは姉の真似をしているに違いなくて。

「私を倒してどうするの？」

「当然！　私がお姉様になる！　私が緑ヶ丘ユカリになるのですわ！　今度は失敗しない！　暗い暗い自分の部屋で、ずっと私はお姉様になることを望んでいたのだから！　大丈夫、お姉様はなんの心配もしなくていいの！　私はお姉様のことなら全てわかっているから！　全部、全部、全部ね！　ねえ黒間君、貴方にはやっぱり生徒会のお手伝いをしてもらいますわ。矢や口ぐちさんには次期生徒会長でもお願いしようかしらねえ？」

　まだ、名乗っていないはずなのに、名前を知られていた。

　ヴァイオリンを肩に乗せて、狂的に緑ヶ丘ヒカリが笑う。今ここで初めてあった女に、一体どこまで知られているのか、それを考えて背筋が寒くなった。どうして知っているのか。姉の服に盗とう聴ちよう器きくらい仕掛けていそうだよな、この様子だと。

　全て観察していたのか。自分の部屋にいたひきこもりのくせに。

「日記を読んで、盗聴器も仕掛けて、お姉様が学校でなにをしているか、どのように生活しているか、どんな交友関係なのか、全て理解していますわよ。完かん璧ぺきなお姉様の完璧なトレースだから！　そう、私も、完璧！」

　今度こそ完璧に、姉に成なり代わる。なるほど、彼女の生おい立ちを考えれば、多少の同情の念が湧わかないでもない。敬けい一いち郎ろうを襲ったのが、練習だったという点を除のぞけばな。

　結局、襲えるのならば誰でも良かったことに変わりはなかったのか。中学が同じだから、なんの接点もないのに、敬一郎が狙ねらわれただけか。その程度の理由だったのか。ふざけるな。

「ねえ、ねえ、お姉様、お姉様私を見て！　お姉様に近づいたの！　ヴァイオリンだって練習したわお姉様の何倍も！　お姉様の弾ひける曲は全て弾ける！　お姉様が弾くように弾けるわ！　いいの、お姉様なにも言わないで！　大丈夫、私はお姉様のことが大好きだから！　代わって欲しいというならもちろん今すぐにでも」

「お黙りなさい」

　お姉様お姉様とうるさい妹を、姉は一声で黙だまらせた。

　緑みどりヶが丘おかユカリが、オープンカーを飛んで森に立つ。肩に担かつぐのはヴァイオリンのケースで、そのまま妹へと近づいていく。ジュメルも続いて。なるほど、姿形は似せることができていても、やはり決定的に違う、という気がした。劣等感を受け続けた者と、与え続けた者の差か。

「いつまで喋しやべっていますのヒカリ。誰が代わって欲しいなんて言いまして？　緑ヶ丘ユカリはたった一人、世界に私だけですわ。貴方あなたに易やす々やすと渡してしまえるほど、私は安くないの。成り代わるなんて無理な妄もう想そうは今すぐ捨てなさい」

「で……できるわ！　外見も、中身も、全て真ま似ねてきた！　私はお姉様に！」

「なれない。いつまでたっても無理ですわよ。いつまで軟なん弱じやくなことを言っているの。くだらない話はもう終わり。私を真似るなんて、そんなこと、貴方にできっこありませんわ。だって──」




「────貴方、男のくせに」




「え？」「あっ……」

　今、なんかすごいこと言ったぞ？

　俺は呆ぼう然ぜんとしつつも、妹──いや、会長の言に従うなら弟であるところの、ヒカリを見た。腕が震えている。恥ち辱じよくに顔が歪ゆがんでいる。いや、でも、美人で評判の会長と同じ顔なんだぞ？　これで男だとしたら、そこらの女よりも女らしいぞ？

「黒くろ間ま君が妹というから、そういうことにして黙だまっておこうとも思っていたのだけれど。ごめんなさいね驚かせて。気色悪いですわよね、女装趣味。おまけに姉の姿を真似るなんて。双子といっても二卵生なのだから、そこまで似通っているわけではありませんのに」

「お、お姉様……」

「詰つめものでシルエットを変えて、化粧で顔の造ぞう作さくを変えて、ああ、声音だけは褒ほめてもいいかもしれませんわね。声真似、かなり練習していましたものね？　まあ、普通に私が喋しやべることを真似るだけで、どれだけ喉のどに負担をかけるものかわかったものではないけれど」

「お姉様ぁああぁあぁァッ！」

　咄とつ嗟さに身構えた。

　ヒカリが叫ぶと同時に、ヴァイオリンの甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。でたらめな旋せん律りつに乗せて、ジュメルが、その手に持った真っ黒なボールを投げつけてくる。ああ、今気付いた。ジュメルが五ご線せん譜ふならば、ジュモの使うあのボールは、音符か。

　譜面に並ぶ、黒色の楕だ円えんか。

「ジュメル」

　言われて、青の少女も動く。

　黒のボールを、あやとりのように両手の間で伸ばした五線譜で受け止める。そのままジュモへと投げ返した。あるいはドッジボールをしてるようにも見えたが、あのボールが凶器であることを考えれば、もう戦せん闘とうが始まっていると考えていいだろう。

「ああ、酷ひどい、酷いわお姉様。やっぱり私がお姉様を演じたほうがいいですわ。だってそのほうが、私が辛つらくない。お姉様の重さに潰つぶされることもありませんから」

「やれやれ……愚ぐ弟ていにもほどがありますわね、全く」

　また随ずい分ぶんサイコな家族である。いや、まあ、ワンダーランドでシンに狙ねらわれていた俺が言えたことではないのかもしれないがよ。

「黒くろ間ま君、もう行っていいですわよ？」

「……一人でやるのか」

「弟、ヒカリのことは私が決着をつける。そういう約束だったでしょう。音楽堂に向かって下さる？　後で必ず追いかけますわ。手伝いをする、というのも忘れていないから、安心なさって」

　そうだ、そういう約束。俺は口を出せない。緑みどりヶが丘おかヒカリの捕ほ縛ばくから処しよ罰ばつまで、一切関わらないのだと決めた。たとえ目の前の犯人がどれだけ憎くとも。全部会長一人に任せるのだと。

「それに、ジュモもジュメルもそろそろ限界。ねえ、従者さん、貴女あなたならわかるでしょう」

「はい。あまりに長く音楽堂を離れている双子です。今はまだ『演奏家プレイヤー』の制御の元にありますが、いずれ身体に変調をきたすのは明白でしょう。音楽堂のこと、後回しにできません。イツキ様、我々だけで参りましょう」

　ずっと黙だまっていたリヴルが何食わぬ顔で、告げる。左手はシフトレバーを握っていて、いつでも走りだす体勢だった。

　言いたいことが、ないわけではない。

　なるほど、会長が意地になるのもわかる。たった一人の弟のことなのだから、それはもちろん、自分で解決したいと思うだろう。手を出さない、そういう約束だから。今の俺は、会長の手伝いをしてはいけない。

　仕方あるまい。

「会長！　そこのヤンデレは任せたぞ！」

「なにか勘かん違ちがいをなさっていません？　元々私が一人でやろうとしたことに、貴方あなたが首をつっこんできただけですわよ」

「そうだったな！」

　リヴルが運転席で、シフトレバーを操作、華か麗れいな挙動でアクセルを踏み込んだ。双子同士のシリアスな光景の横で、レースクイーンが運転するというどこか間抜けな光景が展開されている。スポーツカーはそのまま高速で森を駆け抜けていく。

　狂った景色がくるくると後ろへと進んで行く中で、俺は背後から、ヴァイオリンの音色を聞いた気がした。

　あの音楽室で聞いたものとは違う、乱暴で、どこか攻撃的な音色だと思った。




「お姉様！　お姉様！　やっと二人きりねお姉様！　嬉うれしいわお姉様が大人しく『緑みどりヶが丘おかユカリ』を私に差し出してくれる気になって！」

　黒くろ間まイツキがいなくなって、緑ヶ丘ユカリはようやく、自分の弟と対たい峙じすることができた。

　なにもかも自分を真ま似ねた弟。どう見ても女にしか、いや、ユカリにしか見えない姿をもった弟。そんなに他人を真似たっていいことなんてないだろうに、緑ヶ丘ヒカリは自分を捨てて、ユカリを奪おうとまでしてきた。

「ヒカリ。どうしたって私はあげられませんわ。他人の再現なんて無理なこと」

「できる！　できるわお姉様！　私にはできる！　どれだけ見てきたと思っているの！　目が合うだけで吐はきそうな、近づくだけで心臓が破れそうなほどに大嫌いなお姉様を、私、穴があくほどに見つめ続けてきたのですわよ！　憎にくい憎い憎い憎い憎らしくて憎らしくてたまらないお姉様をそうそれこそ愛しいお方を眺ながめるかのように！　ずっと！」

「気持ち悪い」

　ユカリの率直な感想にすら耳を貸さず、ヒカリはヴァイオリンを響ひびかせる。

　なるほど、言うだけあって、ユカリの演奏の癖くせまで真似ている。けれどそんなもの、ユカリにとっては猿さる真ま似ね以下だ。形ばかり真似ていても、結局稚ち拙せつさが見え隠かくれして、なにもできない弟ヒカリのやり方でしかない。

「お姉様、ねえお姉様は弾ひかないの！　だったら私のジュモが勝利してしまいますわよ！」

　ジュモは音符、黒色のボールをドリブルしつつ、的確なタイミングで投げつける。おそらくあの音符も空気の振動を利用した武器なのだろう。確か連続傷害事件の被ひ害がい者しやは、皆が皆、都合のいいほどに気絶して、犯人の姿を目撃していない。なるほど、ここだけ見れば、ユカリの使役するジュメルがわずかに圧おされている。

　音を利用した強烈な振動でもって、的確に気を失わせていたのだ。ユカリも結局は人間だから、あの音符が直撃すれば抗あらがう術すべはあるまい。

「良いの、弾ひいて？」

「あらおかしなことを言いますのね。良いに決まっているじゃないのお姉様！　音楽によって『青の双子』の力は増すのに！　さあ見せてお姉様！　私がもうお姉様に勝まさるほどの『緑ヶ丘ユカリ』だってことを教えてあげますわ！」

「じゃ、弾きましょうか。でもごめんなさいねヒカリ、そうすると私、勝ってしまいますの」

　黒くろ間まイツキは気付かなかったようだ。ヒカリだって、この森がこんなに暗くなければ気付いただろう。ユカリの担かついでいるケースが、いつも持っているものに似せているだけで、ヴァイオリンに使うものではないのだと。

　ヴァイオリンを持っていると思わせておかねば、家族がうるさいのだ。父とか。

　目の前の弟が。

「え、お姉様……？」

　ばぁか、と内心で罵ののしる。ヴァイオリンを真ま似ねされた程度で、ユカリの完かん璧ぺきは崩くずれない。

「は……え？　そんな、それ、レスポール……？　お姉様、噓うそ、噓よ、そんな」

「ジュメル、来なさい！」

　ジュモの音符を張り巡めぐらせた五ご線せん譜ふで受け止めて、ジュメルはすぐにユカリのすぐ傍そばまで。ユカリが取り出したのはエレキギター。本来はアンプにつなぐべきジャックの先端を、躊躇ためらいなくジュメルの首筋の後ろ、延えん髄ずいの辺りに渾こん身しんの力で差しこんだ。わずかな血とともに、ユカリのレスポールとジュメルが接続される。

「おかしいわよ、そんな！　お父様から頂いただいたストラディバリウスがあるはずじゃない！　お姉様が、お姉様だけが頂いて！　お父様は私にはなにもくれなかったのに！　それなのに、そんな、珍めずらしくもないレスポールだなんて！　噓うそ、噓よ、お姉様はヴァイオリンを弾いていなきゃ噓ですわ！」

「誰が決めましたの、そんなこと？　私、最近のマイブームはこちらなの」

　かき鳴らす。コードを弾いて、それを直接ジュメルに接続する。

　今度はジュメルの反撃だ。両手の指に五線譜の糸を絡ませて、ジュメルが低い姿勢から突撃する。対するジュモはボールを投げつけるが、それはジュメルの糸によって絡め取られ、まるで蜘く蛛もの巣に囚とらわれた羽虫のように地に落ちた。

「ふざ、そんな、ふざけないで！　お姉様ぁ、私がお姉様の域に達するまでに、一体、一体どれほど修練したと思っていますの！　一日休まず弾き続けて手から血が流れて、それでもヴァイオリンの練習をやめないで、やっとここまでできたのに！　声が嗄かれるまでお姉様の声を練習して、何度も何度も観察して仕草を真似て！」

　まだ全然できていない、というのはあくまでユカリの感想だ。ほとんどの人間からすれば、ユカリとヒカリの演奏にそこまで差はないと感じるだろう。なるほど、確かに練習したのかもしれない。五ご線せん譜ふの糸で攻撃しようとするジュメルから、ジュモが華か麗れいに避けているのを見てそれがわかる。

　認めたくは無いが、実力は拮きつ抗こうしているようだった。

「なのに、お姉様はまたすぐ別のものに！　どうせギターもすぐに極きわめてしまうおつもりなのね！　いっつも、いっつもお姉様はそうなのよ！　私がどれだけ頑がん張ばっているか、どれだけ追いつこうとしているかなんて考えもしないの！　そうやって私を苦しめて喜んでいるのですわ！」

「それは被ひ害がい妄もう想そうよヒカリ。私は最初から、貴方あなたのことなんて気にしてない。やりたいことをやりたいようにやっているだけですわよ」

「ふざけないで！　ギターなんて、そんな低俗な楽器を弾くお姉様なんて偽にせ者ものですわ！　やっぱり、やっぱり私が緑みどりヶが丘おかユカリになる！　大丈夫よ心配しないで完かん璧ぺきにこなせるから全部私がやるからだからお姉様は大人しく────死ね」

　弓が弾はじかれて、弦が震える。ヒカリの狂的ぶりを再現したかのようなヴァイオリンの音色。

　ユカリも複雑なリフを難なくこなして演奏を繰り返す。ユカリのギターとつながったジュメルは、そのまま突進して五線譜を操った。首筋につながったコードはいつの間にか長く延びていて、ジュメルの動きを制約しない。不思議な光景だとユカリは思った。

「一つ、光はここにはなくて」「二つ、不満はどこにもあって」「三つ、みんなはどこかへ行って」「四つ、よしんば望むのならば」「五つ、いくらでも奪い合おう」「六つ、無む辜こなるこの心と」「七つ、名無しのこの身体と」「八つ、役立たぬ僕自身と」「九つ、心した私自身と」「十」「遠く」「遠くの」「「互いに交こう錯さくするその笑顔ばかり」」

　音符を弾はずませるジュモにとっては、手て鞠まり唄うたのように。

　五線譜を操るジュメルにとっては、あやとり唄のように。

　戦っているはずなのに、表情も変わらないのに、目を閉じた双子は、仲なか睦むつまじい風に踊おどっている。正直、羨うらやましかった。いつの頃からだ。いつから、自分と弟はこんなに仲互いをするまでになってしまったのだ？　黒くろ間まイツキには、まるで、弟のために完璧を目指したかのような言い方をしたけれど、それは多分正確ではない。

　可愛かわいい弟だった。それははっきりと覚えている。

　結局、ユカリにあったものは自尊心と負けず嫌いだけで、それで弟を傷つけたのは間違いが無い。いつかわかってくれるだなんて思っていたが、それは甘かった。ユカリはあの広い屋敷でヒカリが閉じこもっているのをいいことに、見ないフリをしていただけだったのだ。

　自分は完璧で、そうあろうとして、全てこなそうとしたから。

　ならば、ヒカリにも。自分の完璧さを味わってもらおうか。もう二度と、絶対に緑ヶ丘ユカリに成なり代わるなど考えもしないくらいに。今度こそ完全に、跡あと形かたも残さないほど、押し潰つぶす。

　ピックでかき鳴らす弦は、悲痛に震えていた。




　勝てると、ヒカリは思った。

　なるほどさすがは自分の姉、なんでもかんでもこなしてみせる憎にくらしい姉。『演奏家プレイヤー』としての能力も素す晴ばらしい。けど、それだけだ。先にジュモと契約したのは自分なのだから。その分だけ、ジュモの扱あつかいにも慣れている。数週間の経験の差は、たとえユカリでも易やす々やすと超えられるものではあるまい。

　弓を弾はじいて、その音でもってジュモへと指示を出す。目をつぶった人形のような相方は、ただただヒカリの命に従うだけ。

　どうにかなってしまいそうだったのだ。あのままジュモが来なかったらと思うと、空そら恐おそろしい。姉は強大な化け物だった。いつか取って食われるのではないかと、ヒカリは本気で考えていた。数時間早く生まれただけで、これほど差がつくものかと思うくらい、ユカリは大きく見えてしまったのだ。

　ヒカリは死んでしまう。それでいい。自分がこれから緑みどりヶが丘おかユカリだ。成り代わるのだ。姉は、最初は自分の代わりに、部屋に閉じこもってもらうくらいで済ませてあげようとも思っていたけれど、もう許さない。ヴァイオリンを弾ひかない緑ヶ丘ユカリに一体なんの価値があるというのだ？

　殺してしまおう。

　何人も襲ってきた。中学の自分を知っているかもしれない、という程度の理由で。だって、あれはただの練習。ユカリを、この完かん璧ぺきな姉を叩たたき伏せるためには、いくら練習したって足りないくらいだったのだから。

　ジュモが動いた。張り巡らされた黒線を正確に見み極きわめて、くぐりぬけて行く。ジュメルは糸を巻きつけようと狙ねらうが、投げつけた音符に阻はばまれて上う手まくいかない。そう、そうして潜もぐり込んでいけばいい。そうだ、この戦いに勝ったらジュメルも自分のものにしよう。

　可愛かわいらしい双子のお人形。並べたてればきっと絵になる。

「お姉様」

　ジュモが、更に手に音符を作りだす。ヒカリは滑なめらかにヴァイオリンの音階を変化させて、その音符を操っていく。そう、これはボールなどではなくて、ヒカリの弾いている音楽、その楽がく譜ふの再現なのだから。

　高さと、位置と。ヒカリの弾いた通りに、音符を模もした黒球は動くのだ。

「さようなら」

　ジュモが、音符を投げつける。ジュメルに、ではない。無防備にギターを弾く姿をさらす、緑ヶ丘ユカリにだ。演奏の速度を速めれば音符もそのまま加速する。音階の高さを操作すれば、音符の高さも変化して。

　見事、ユカリの頭ず蓋がいに。

「当たるわけないでしょう、そんなもの」

　ユカリが、わずかに首を振り向けただけで、あっさりかわされた。ヒカリはわずかに顔をしかめる。さすが姉だ。ただ投げつけただけでは、届きはしないのか。

　姉は余裕の表情で笑う。

　自分は姉のことが好きなのか、嫌いなのか。憧あこがれているのか、憎にくんでいるのか。ヒカリにはよくわかっていなかった。多分、全部なのだ。姉があまりに大きすぎて、自分の持つ感情は全て姉が対象となってしまうのだ。憧どう憬けいも怨えん恨こんも嫌けん悪おも好感も、姉の影えい響きようから逃れられない。

　それを解決するためには。

　姉と完全に切り離されるか──でなければ、姉そのものになるしかない。

「ヒカリ、もう、やめない？」

「そんなこと、お姉様だから言えるの！　ねえお姉様知っている？　劣れつ等とう感かんは人を殺すのよ。劣等感なんて感じたことのないお姉様に私が教えてあげる。私、もう、お姉様に何度も何度も殺されてきましたわ。もう緑みどりヶが丘おかヒカリなんて死し骸がいではいたくないのよ」

　弓と弦が鳴る。ヴァイオリンが金切り声をあげる。

　ユカリが振り返ったが、もう遅い。

「ぐっ……！」

「かわせたと思ったのね甘い甘いですわお姉様ぁ！」

　ユカリにかわされ、けれど跳ねかえり、また戻ってきた黒色の音符が、ユカリの後頭部に激突する。

　ギターの音色が、止まる。

　化け物だと思っていた緑ヶ丘ユカリが、あっさりと、まるでどこにでもいる人間であるかのように、その場に倒れ伏した。あの音符は、音という名の衝撃の塊かたまりだ。脳のう震しん盪とうなんて軽く起こすことができる。ヒカリは街の人間を襲って、そのタイミングと威い力りよくを何度も練習したのだ。

　いかに姉が化け物でも、身体の構造まで異常なわけではないのだから。

「お姉様？」

　声をかける。返事は無い。

「お姉様？　ねえ、お姉様？」

　やはり返事は無い。口元に浮かびあがる笑みを抑えることができない。

「お姉様。お姉様、お姉様、お姉様ってばぁ……！　ねえ、起きてみなさいな！　また私を叩たたき潰つぶして屈くつ服ぷくさせて優越に浸ひたって御覧なさいな！　できないの、ねえ、できないのねお姉様ぁ！」

　なんて無様だ。あれだけ完かん璧ぺきを誇って、自分を見み下くだしていた女が。

　ようやく勝ったのだ。当然だ。努力は報むくわれなければならない。ヒカリの血のにじむような努力がようやく報われた。完かん璧ぺきだなんだと言っても、所しよ詮せん姉は偽にせ者ものでしかなかったのだ。完璧な緑みどりヶが丘おかユカリを演じることは、自分にしかできないのだ。

　ジュメルは動かない。なにかを待つように。指示を待つように立ち尽つくす。でも指示は出せない。姉のレスポールは既すでに彼女の手を離れている。

「大丈夫よ……」

　既すでに動かない姉に、ゆっくりとヒカリは近づいていく。

　焦あせる事は無い。この歓喜に。姉を倒した優越に、もっと浸っていたい。姉が死んで、ヒカリも死んで、あとに残るのは緑ヶ丘ユカリを名乗る自分だけ。姉を引き継ぐ完璧な自分自身ばかり。

「大丈夫、だって全部私が……」

　姉は動かない。傍らに立っても、指一本動かす様子は無い。それはジュメルも同じ。

　気を失っていても、綺き麗れいな顔だ。双子なのに。よく似ているのに。ヒカリは自分の顔が大嫌いだった。そうとわからぬ化粧で誤ご魔ま化かして、ようやくレプリカみたいにユカリと同一の顔を形作ることができるのである。

　ジュモが横に立っていた。とどめをいつさすのか、と問われているようだった。

「だって、全部、私が引き継ぐから……」

　そう。明日から、自分が生徒会長だ。学校はもう何年も行っていないけれど、どう振舞えばいいのかなんてわかっている。生徒会長の交友関係も、その地位を維い持じするためにはどうすればいいのかも、全てわかっている。習い事も。生活のくせも。ユカリが入浴の際に身体のどこから洗うかなどということまで、完璧に真ま似ねることができる。

　ちょっとシミュレートしてみようか。そのくらいの時間はある。

　明日も七時に登校。誰もいない時間から生徒会室に入って簡単な掃除をしてから、その日の案件を処理。八割方終えたところで生徒会メンバーが来る頃だろう。なんて言うのか、なにを話すのか、大体想像はつく。明日のことはわかる。

　その後は？

「…………あら？」

　大丈夫。その次の日だって、わかる。そういえばあの、黒くろ間まイツキはどうしようか。本来ならいつか生徒会にひきこむべく画策するはず。どうせ彼にはユカリとヒカリの区別はつかないのだから、全て解決したと噓うそをついておけばユカリだと信じてくれるはずだ。

「そう、で、その後……？」

　その後？

　例えば進路。大学？　留学？　いや、ユカリのことだから音大という可能性もあるか。進路希望を確認しなかったのはミスだ。だが、待ってくれ。ヒカリが知っている交友関係は高校まで。大学なんて。まだ通ってもいない場所の交友関係なんてどうやって調べればいい。

「あ、あら、そんな……？」

　それは、『自分』が、新しく築かなくてはならないのか？

　いや、噓うそだ。そんなはずはない。待ってくれ。ヒカリは死んだのだ。ユカリをなぞるだけでいいのだ。どこまで？　いつまで？　ユカリの敷しいたレールはどこまで続いている？　明日や明後日あさつてのことはいい。もっとずっと先は、まだ真っ白ではないのか？　そこはもしかして、ヒカリが作らなくては。

「う、噓、噓よ。そんなはずないの。完かん璧ぺきなお姉様をなぞれば、私は完璧に」

　動揺した。信じていたものが崩れさる感覚が、ヒカリを襲っていた。

　自分にはできないのだ。中学の時に失敗したトラウマがあるのだから。一から、緑みどりヶが丘おかユカリを築くことはできないのだ。完璧に真ま似ねれば、それだけで全てが、上う手まくいく。上手くいくのだと信じていた。

　ヒカリではダメなのだ。ユカリでなくては。

　情報が足りなかったのか。観察し足りなかったのか。もっと教えてもらわなければならなかったのか。ユカリ、ユカリはどこにいる？　なにかにつけて手本にしてきた、自分の姉は。

「お、お姉様。お姉様、起きて。起きて下さいな。ねえ」

　返事は無い。

　残ざん酷こくなまでに返事は、無い。

　気を失ったのか。本当に？　力加減は完璧なはずだ。本当に？　まさか一番大事な局面で、自分は間違えてしまった？　ああ、有り得る。まだ自分はユカリではないから。完璧ではないから。

　殺してしまったのかも。

「噓、噓よ。お姉様、待って。違うの。ごめんなさい。お姉様、起きて。ねえ」

　倒れ伏したユカリを揺ゆすっても、返事は無い。

「まだ、まだダメなの。私ではまだ、先のことがわからない。まだ、お姉様が足りませんわ。お姉様、もっとお姉様を教えて。お姉様に教えてもらえないと、ヒカリは、私では一歩も、どこにも行けないの。だって、私にはなにもないから」

　涙を流して姉を呼ぶ。化粧が落ちると思っても構っていられなかった。

　返事は無い。

　また間違えた。これでは、中学の時の焼き直しだ。あの時も緑みどりヶが丘おかユカリの入れ替わりだとバレて、その人間には金を取られていた。抵抗できなかった。なにもできないヒカリではそんなことができるはずも。

「ジュメル」

　声が。

　どちらの声だ。完かん璧ぺきな声音。跳ね起きた姉の姿が、涙で濡ぬれるヒカリの瞳に映りこんでいた。声をあげる暇ひまもない。首に黒い、ピアノ線が巻きつくのは同時だった。人の腕すら容易に切断できる、残ざん酷こくな五ご線せん譜ふが。

「お、お姉、様……ぅげぁ……」

「めそめそめそめそ、相変わらず成長がありませんわね？　ヒカリ」

　まるで平気といった様子で、緑みどりヶが丘おかユカリが目の前に立っている。一方のヒカリは黒の五線譜に絡め取られ、首に巻き付いた糸で呼吸を遮さえぎられる。苦しい呼気が漏もれる。舌が醜みにくく突き出されるのを感じていた。

「な、なんで……」

　殺していなかった？　間違えていなかった？

　ならば、どうして姉は立つことができているのだ？　力加減が完璧だったとするなら、良くて脳のう震しん盪とう。最悪でも頭ず蓋がい陥かん没ぼつだ。すぐに立つことなんてできるはずもないのに。気道を圧迫する舌に苦く悶もんしながら、それでも。

「五線譜のネット、後方にも張っていた。それだけですわよ」

「ご、げ……ぞ、んなぁ……音符がぐるど……わがっでいだの……？」

「当たり前でしょう。貴方あなたの演奏、ポジショニングと運弓を見ていれば、音符の跳ね方から加速まで全部わかりますわよ。どうやって操ろうとしているかもね。だから先回りして五線譜を巡らせておいて、威い力りよくを殺したの」
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　そこまで、あの短時間で分ぶん析せきしたのか。

　ヒカリだってやろうと思えば、五ご線せん譜ふがどこにどのように巡めぐらせるか、分析できたのだろうか？　いや、そんなはずはない。だってヒカリはギターを弾ひけない。ヴァイオリンを習得するだけで精一杯だったのだから。

　最初から、勝てるはずもなかった。

「わかったでしょ、ヒカリ」

「あ、げ……うがぁ」

「貴方あなたじゃ私になれないの。私になれるのは私だけ。貴方は貴方になれば、それで良いじゃありませんの。私のできることができなくても、それでも、ねえヒカリ、私は貴方を、可愛かわいい弟だと思っていますのよ。皮肉でも、上から目線でもなく、ただ素直に」

　やめろ。

　そんな同情を、なにより姉から受けることが、ヒカリの屈くつ辱じよくだ。だからお前はいつもそうなんだ。なにが素直に可愛いと思っているだ。そういう言い方がそもそも上から目線で、なにか裏がありそうで、憎らしいのだってどうしてわからないのだ。

　自分は姉に好かれる資格なんてないのだ。

　だって、なにもない。これで本当に、ユカリにもなれないと知ってしまった自分には、なにも残っていないのだから。

「それは、噓うそよ」

　ユカリが微笑ほほえんだ。それはヒカリがまだ姉の真似をする前、仲良かった頃の顔に似ていた。

「だって、貴方にはジュモがいるじゃない。貴方の無茶な命令をずっと聞いてくれた従者がいるじゃない。ねえ、知ってる？　私はジュメルから聞いたのだけれど、いくら双子でも、二人の『演奏家プレイヤー』が存在することはできないそうよ。音楽堂の主は一人だけ」

「……え？」

　首の締め付けが、緩ゆるんだ。

「私は、ジュモを見つけ出すために、ジュメルと組んでいたに過ぎないの。先にジュモが見つけ出したのは貴方。能力は同じ、できることも同じ、でも本当の『演奏家プレイヤー』は貴方だけですわよ、ヒカリ。いくら絶対音感があっても、ヴァイオリンが上手くても、この子たちは本来、貴方の従者なのよ」

　呼吸を取り戻す。首を切断されるとばかり思っていた。ユカリだって自分のことを憎んでいて、真ま似ねばかりする弟が本当に鬱うつ陶とうしいと考えていて、だから自分は今、ユカリに殺されるとばかり。

　違った？

　自分はなにか、大きな誤解を？

「歌う、歌うよ」「踊おどる、踊るよ」「奏かなでる、奏でるよ」「演じる、演じるよ」「叫ぶ、叫ぶよ」「巡めぐる、巡るよ」「僕ら双子は二人で一つ」「無二の主は一人で一つ」「ただ唯ゆい一いつのその力」「「死した音色に響ひびけ神聖」」

　異次元の森で、双子が手をつなぐ。

　ようやく出会えた『青の双子』は、奇き跡せきのようなアルトとソプラノを重奏させて、その声を響かせた。

　ヒカリの手には、まだ、ヴァイオリンがあった。

「行きますわよ、ヒカリ。言いたいことはあるけれど、その前にやることをやらないと」

「……お姉様」

「お説教は、神様にでもしてもらいましょうか」

　自分がなんと言ったのかは、よく覚えていない。

　ただ、ギターを拾ひろう姉に続いて、自分もしっかりとヴァイオリンを肩と首で挟はさんだことは、覚えている。

　そして自分の言葉に、双子はこう答えた。

「「シ、ミオ、パドゥローネ」」
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　森を抜けた。赤いスポーツカーが疾しつ走そうし、木々を切り抜けると、その先の草原まで出た。メタリックブルーの芝しばが敷き詰められたそこは、色さえ狂って無ければ牧場のような雰ふん囲い気きもある。まあどっちにしても、普通のスポーツカーが走るようなとこじゃないのは間違いないのだが。

　会長を、ヒカリと共に置き去りにして、俺たちは音楽堂へと走り抜ける。会長の手が借りられないまま、死し書しよと対たい峙じするのは少々不安だ。だがこれは本来、俺が『筆記官ライター』としてやらなくてはいけないことで、だったらつべこべ言わずやるのが筋ってもんだよな。

「……塔、みたいなのが見えるな」

「右手に見えますのが死し想そう図書館でございます。左手にある洋館は死し食しよくレストラン。その向こうには煙突から昇る煙が見えるかと思いますが、そちらは死し作さく工房からの煙となります。死し聴ちよう音楽堂はまだ少し距離がありますね」

　そういや、図書館を外から見たのはこれで二回目か。いや、あの時は猟りよう犬けんに追われていたから逃げのびることだけで頭が一杯だったから、のんびり観察したのはこれが初めてということになるのか？　円柱形の建築物は、塔というにはいささか背が低い。

　あれが俺の図書館か。

「エレシュキガル様は、もう諦あきらめたと仰おつしやっていました。イツキ様、なにか心当たりが？」

「あん？　なんの話だ？」

「この車を受け取った時のことです。イツキ様の場所へ道をつなぐためエレシュキガル様の協力を仰あおいだとき、仰っていました。諦めたから、イツキの好きなようにやって良いと。おそらくなにか、不幸なる運命を回かい避ひしようとしていたと推察されるのですが。エレシュキガル様が途中でダウンしてしまったために、ジュメルや緑みどりヶが丘おかユカリ様の勝手を許し、結果としてエレシュキガル様の望まざる結果になったのではないかと思われますが」

　ああ、わかった。俺は軽く頷うなずいて、手をひらひらと力無く振った。

　嫌いやなことなら、もう起きている。でも今はそれより、音楽堂のことのほうが重要だろう。職務には忠実に。エレシュキガルが諦めたって言うのなら、もう神様でもどうにもならないってことなのだろう。あるいは、どうにかしてはいけないことなのか。

　とりあえず、俺は目の前のことに集中しよう。

「それは今は良いんだ。それより、『英雄エロイカ』についてだが」

　リヴルがアクセルを踏みこむ。轟ごう音おんとともにスポーツカーが駆け抜け、その度たびに背後の『朧おぼろ車ぐるま』がえぐえぐと泣いてうるさかった。

「はい、説明が途中でしたね。ベートーベン作曲、交こう響きよう曲きよく第三番変へんホ長ちよう調ちよう『英雄エロイカ』。ベートーベンがナポレオン・ボナパルトを讃たたえるために作曲しましたが、やがてナポレオンが皇帝に即そく位いしたことによって、ベートーベンは激怒し、ナポレオンのために書いた献けん辞じを破り捨てたというエピソードが伝えられています」

　ああ、そういう話はちょっと聞いた事があった。本当に小耳にはさんだ程度だが。

「なるほど。で、献辞を破り捨てられた楽がく譜ふが死し書しよになった、と」

「いいえ、イツキ様、そうではありません」

　訳知り顔で言ってみたらあっさり否定された。おい、リヴル。

　運転席の従者は澄ました顔だった。リヴルの説明は淡々としすぎているから、なにか聞き違いや勘かん違ちがいがあると修正するのが容易じゃない。今思ったが、リヴルはそもそも人になにか教えるのが下へ手たなんじゃないか？

「死書である『英雄エロイカ』は、そもそも楽譜ですらありません。先ほど私が言った、献辞を破り捨てたエピソード、そのものです。かの死書は楽譜ではなく、ベートーベンとナポレオンについて回る逸いつ話わなのです」

「……どういうことだよ？」

「簡単なことです。先ほどの逸話は、民間に定着した架か空くうのものであり、歴史的根こん拠きよに基もとづくものではありません。いわば噓うそなのです。そして、民間伝承、本としての形の残らぬ逸話こそ、我らが死し想そう図書館に所蔵されるべきものです」

　例えば。

　歴史的人物には真しん偽ぎのわからぬ逸話がついて回る。それらは大抵の場合、対象を伝説化し、あるいは神格化する。架空の話、架空の噂うわさ。それが本の形になっていなければ、逆に死想図書館で本の形となって現れる、か。

　確かにそれは、燃やされ失われた本と、本質的には同じだろう。

「我々は死んだ想いです。もはやどこにもないからこそ、死想図書館に行きついた。『英雄エロイカ』もまた、献辞を破り捨てるという印象的なエピソードばかりが残り、定着して、その虚きよ偽ぎたる本質が死に、図書館に所蔵されていたのです。いいえ、違いますね。虚偽の歴史として、初めから死んでいた、というべきでしょうか」

　淡々と語るリヴルに、感傷はない。

　来歴はわかった。楽譜ではない逸話。最初から架空の存在だった死書。『邪神秘法書ネクロノミコン』と同じだ。悪いが英雄の名を冠かんしたエピソードにも、きっちり図書館へお帰り願おうじゃないか。音楽堂にヤツが逃げたせいで、ジュメルもジュモも苦労してるだろうしな。

「──一つ、聞きたい」

「はい、なんなりと」

「お前も、誰かの死んだ想いなのか」

「イエス、マイライター。私も初めから死んでいます。なにも書かれていない書物に価値はありません。『真白き本』は、そこに書きこんで下さるイツキ様がいなければ、白紙である死体に過ぎません」

　ずっと持っていた俺の本が、急に冷たくなった気がした。

　酷ひどいというか、残ざん酷こくなことを、それも自分のことを、淡々と言うヤツだと思った。

　いけない。なんだか、随ずい分ぶんと、冷え切った感情になってしまっている。

「見えました、イツキ様。あれが、『死し聴ちよう音楽堂』です」

　リヴルがハンドルを軽く切る。丁ちよう度ど俺の真正面に音楽堂がよく見えるように調整してくれたらしい。こういうところは気が利きくのに、どうしてコスプレ趣味は直らないんだろう。直す気が当人にないせいか。

　大まかなシルエットは長方形。ただし、至るところに細かい西洋風の装そう飾しよくが施ほどこされている。屋根は丸みを帯びた三角形。内部からは、眩まぶしいばかりのオレンジ色の光が溢あふれだしていた。外から見る分にはかなり広そうだ。

「神々への礼賛。早朝の奏で。死者への慰い問もん。『死聴音楽堂』でございます」

　入口と思われる場所に、リヴルが『朧おぼろ車ぐるま』を停車させる。外から見た限りでは、妙みような部分はない。どういう建築なのだろう。神殿みたいなものを連想することもできた。入口を装飾する柱の上部には、なにかの像が彫られている。屋根にあるのは黄金の天使像か。

「いわゆるオペラ座を模もした建築物です。内部構造もかなり複雑ですので、私がご案内いたします。イツキ様、ご準備はよろしいでしょうか」

「俺は構わないが……おい、リヴル。お前は大丈夫なのか。『神雷銃ケラウノス』でいけるか？　なんだったら別の武器に」

「いいえ、いけます。『戦神の高座フリズスキヤルヴ』についてもシン様に確認しました。照準の機能に問題はないそうです。むしろ私の銃じゆうの使い方について、問題があったそうです。いえ、私も迂う闊かつでした。今度こそ確実に扱あつかえます」

　そう言うならば、まあ、いいが。

　車を降りて、音楽堂へ。リヴルはといえば、なんかごそごそと着替えをしていた。どうやらいつものメイド服へとチェンジしているらしい。一いつ瞬しゆんだけリヴルの蒼そう白はくな肌が見えて目をそらした。こいつ下着つけてねえし。

「おい、なにしてるんだリヴル」

「いえ、音楽堂では正装でなければ、と。それなりにフォーマルな場所ですので。イツキ様のために燕えん尾び服ふくもご用意していますが」

「いらねえ。っていうかお前、だったら最初からメイド服着てこい」

　申し訳ありません、とか悪びれもせずに言うリヴルだった。着替え自体は三十秒もかかっていない。かなり複雑な服のはずなのに。やっぱりこいつコスプレ狂だ。

　呆あきれてさっさと音楽堂に向かう。ちょっと振り返れば、赤いスポーツカーから、十二単ひとえの女によう御ごが顔を出してこちらを覗のぞき見ていた。軽く手を振ってやると、ぼそぼそとした声が聞こえてくる。

「…………お気を、つけて。嫌いやな音が聞こえます」

「なに？」

「…………百ひやつ鬼き夜や行こうの際のような」

　妖よう怪かいがよく言う、と思ってしまった。百鬼夜行、お前は参加する側だろうに。

　苦笑しながら、リヴルを伴って音楽堂へと向かっていく。今頃、会長は戦っているんだろうか。自分に成り代わろうとする弟と。俺は、俺の戦いを。せっかく会長が任せてくれたんだ、ここは期待にびしっと応えて、あの女に目に物見せてやる。




　確かに、オペラ座に一歩入っただけで、様子がおかしいことが知れた。

　主がおらず、セットゥが管理をサボっていたレストランよりも、更に酷ひどい。なにが？　臭においだ。降り積もった埃ほこりと、腐った水の臭い。なんでだ？　一歩踏み込んだエントランスは、綺き麗れいに装飾された階段で、そんな臭いとは無む縁えんに見えるのに。

　だが、覚えがない、わけではない。

「おい、リヴル、『オペラ座の怪人』わかるか」

「はい。フランス作家ガストン・ルルーによる小説ですね。『オペラ座の怪人』。オペラ・ガルニエの地下水路に住む怪人フアントムの暗あん躍やくを描いた物語です。イツキ様、この臭いは、音楽堂の地下の水路からの臭いと思われます。管理が行き届いていない証あかしと思われます」

　やっぱりか。入口で、リヴルが少しだけ立ち止まった。扉を閉め、裏側のごてごてとした装そう飾しよくを撫なでている。なにをしているのだろうか。

「地下水路があるのか？」

「本来は水路というより、大理石による庭園、というところでしょうか。しかし双子がいなければ醜しゆう悪あくな水場と化していることは目に見えています。『死し聴ちよう音楽堂』は施し設せつの中で図書館に次ぐ広さを誇り、内部もいくつかのスペースに分割されています。イツキ様、理由がおわかりになりますか？」

　図書館がデカいのは当たり前だ。あそこには本を所蔵せねばならない。むしろ所蔵する本の量につれて、図書館自体が膨ぼう張ちようしていたとしても俺は驚かない。そういうところだ。あそこの主役は死し書しよなのだと、俺は思っている。

　食堂や工房は、大して大きくない。食堂は、もっと狭せまくてもいいくらいだろう。カナが食うスペースがあればいい。工房もシンの作業場と倉庫くらいで十分だ。ならば、音楽堂が広い理由というのは、一体。

「……観客がいる、とか」

「ご明察です、イツキ様、さすがでございます。この世にない音楽は、神や死者のためのゴスペルやレクイエムをも含みます。音楽堂には、観客を収容するだけのスペースがなくてはなりません。そう、怪人フアントムのために五番のボックス席を空あけておかねばならないように。でなければ、姿の見えぬ観客たちが怒りだします」

　呻うめきが聞こえた、気がした。

　醜しゆう悪あくな臭においとともに、苦く悶もんに嘆なげく声まで。音を聞かせるための施し設せつでは、そういった声がよく通る。ここは地じ獄ごくか。壮麗なオペラ座を模もしただけの、監かん獄ごくかなにかなのか？　いや、双子がいないとこうまで荒れるという、良い見本なのかもしれなかった。

「今のが……その、観客？」

「はい。その通りです。ああいった『もの』は、オペラ座における観客です。霊れい魂こんや、精霊や、色々な言い方はできるでしょうが、どれも完全に正しくはありません。慰なぐさめるための音楽を求めて集まってくる、もう形のない観客です。双子がきちんと調律していれば、あのような声をあげることはないのですが」

「わからないぞ」

「ではこう言い変えましょう。この施設そのものが、一つの楽器なのです。整備、調律を怠おこたれば、バランスが崩くずれ、おかしな音がでる。今のうめき声は、そのおかしな音の最悪な例だと思ってください。こうまで悪化すれば、もう『演奏家プレイヤー』の力を借りてしか、調律は不可能でしょう。やはり邪じや魔まされたとはいえ、ユカリ様の協力が無いのは不安ですね」

　要はもう、『青の双子』がいないせいであちこちヤバくなっているってことか。

「いないヤツの話しても仕方ないだろ。行くぞリヴル。さっきからなにしてるんだ？」

「はい。接続の調整を。しかしダメですね。ある程度の空間接続は補修しましたが、これではすぐに意味が無くなってしまうでしょう。やはり大おお本もと、この音楽堂のバランスを崩している者を排はい除じよせねばならないでしょう」

　だったら話は早い。さっさと『英雄エロイカ』を封じて、音楽堂の機能を元に戻してやるだけだ。こっちももう何冊も封じてきたし、適当な仕事をするつもりはない。リヴルは扉を閉じると、広い通路を進んで行く。

　図書館は同じ構造の書室がいくつも連なっているだけだから、こういう変化に富んだ建築は見ていて楽しいかもしれない。というか、死の施設がどこもシンプル過ぎるのである。複雑な内装のここは、決して俺は嫌いじゃない。

　とはいえ、その広い音楽堂は、やはり音を聞かせるためのもの。

　入口から直線的に向かえる場所に、中心となるべき場所があるはずで。

　リヴルが早足で階段を上がり、その先のデカイ扉に手をかける。ここはもう敵てき陣じんなのだ、なあ、忘れるなよ、俺。

「ここが大ホールになります。不安定な声はここが中心のように思われます。おそらく中には『英雄エロイカ』がいるでしょう。イツキ様？」

「いつでもいける」

「頼もしいです。それでは」

　最近、リヴルとかわす言葉が短くなってきた気がする。

　それは逆説、互いの信頼の証あかしに違いない。命令を受けてリヴルが扉を開く。まるでコンサート会場のようである。はっ、中で行われているのが緑みどりヶが丘おかユカリの独奏会だったら、まだいくらかマシなんだが。

　冷たい風が吹いた。

　あるいはそれは、リヴルの言う『観客』の呻うめきか。どこか物悲しくて、辛つらくて、理由もなく心臓が締め付けられるような風だった。顔をしかめて、その感覚は錯さつ覚かくだと自分に言い聞かせる。主あるじなき音楽堂が泣いているのだと、思うことにした。

　そこは、まさしくコンサート会場だった。

　ただ、俺の知っている会場と違うのは、壁へき面めんにずらっと並べられたボックス席だ。まさしく箱のように、四方を区切られた席が、舞台をよく見渡せる位置に綺き麗れいに並べられている。オペラ座とはこういうものなのか。ここで、歌か劇げきが行われるのか。

　あるいは、きちんと整備された時に訪れていれば、その神聖さに声を失っていたかもしれないが。今は、誰もいないその空くう虚きよさに、たまらない冷たさを感じるばかりで。

　そして、中央。ここからまだ遠い、ステージの上には。

「ああ──ようやく来たかね」

　銀の蓬ほう髪はつを振り乱す、若い男がいた。

　もちろん、死し書しよとその作者は別物で、今まで封じてきた死書も、それぞれの作者の面おも影かげはあったけれど、性別や性格は違った。この『英雄エロイカ』も同じで、雰ふん囲い気きこそ絵画で見たベートーベンであるが、細部はきっと違うのだろう。

　芸術家然とした、どこか神経質そうな顔。その目は俺ではなくどこか遠くを見ている。まあ、そこまでなら音楽家に見えないこともないのだが、右手に持っているのは指揮棒ではなく、怖ろしいことに銃じゆう剣けんである。戦う気満々じゃねーか。

「待ちわびた。いつかきっと来ると。見逃してはくれないだろうと思っていた。だから俺は待っていた。待たせすぎだ、図書館の主とその従者。あまりに待ったから、もしかしたら俺には気付いていないのかと思っていた」

「いいえ、それは貴方あなたが音楽堂を占せん拠きよしたせいで、方々に影えい響きようが出たせいですよ、『英雄エロイカ』。いい加減、我が主もお怒りです。そろそろ戻って頂いただきますよ」

「戻る、戻るか！　いいやそれは違うぞ従者！　俺の居場所はここだ！」

『英雄エロイカ』が銃剣を振りかざして叫んだ。それこそ指揮者のようだ。

　彼の銃剣はいわゆるマスケット銃。しかしその銃身の下部には、長い針のようなものが取り付けられていた。銃剣、なのだろうか。銃自体もかなり長く、先せん端たんの針でもって槍やりのように使うのだと容易に想像がついた。

「死した音楽はここに集まり、『演奏家プレイヤー』によって奏かなでられるのだろう。ならば俺が収められるべきはここだ。どこにもない、天才によって破り捨てられた英雄の楽がく譜ふこそがこの俺なのだからな」

「自己欺ぎ瞞まんは止やめなさい。たとえ消失した音楽でも、楽譜のありかは図書館です。ここにあるのは純粋な音のみです。それに、破り捨てられたのは表紙に書かれた献けん辞じであり、楽譜の中身ではありません。ましてや貴方あなたは、そのエピソードです。本質的に、貴方は音楽ではありませんよ、『英雄エロイカ』。天才を英雄化するために作られた、噓うその塊かたまりです」

『英雄エロイカ』が目を見開いた。自己陶とう酔すいしていた姿から一転、狂気と怒りの表情だった。

　銃が俺に向けられる。こいつは、リヴルを潰つぶすには俺をやるほうが手っ取り早いとよくわかっているようだった。普通はそれでもリヴルが俺を守ってくれるのだが、銃ではさすがに難しいだろうか。

　果たしてリヴルは銃じゆう弾だんより速いだろうか。

「……よぉ、お前はさ、ずっとここにいるつもりか？」

「当たり前だ『筆記官ライター』。音楽はここにあるべきだ。もっとも俺はあの管理人の音楽が気に入らなかったんでな、さっさと追いだしたよ、まあそのほうがいいだろう。俺の音のほうが音楽堂も喜ぶんじゃないのか？　なんなら俺が管理人を────」

「そのくらいにしとこうぜ」

　いい加減、こっちもキレそうだ。

　目の前のシートを蹴けりつけて、舞台に立つ『英雄エロイカ』を睨にらみつけた。なだらかな傾けい斜しやを持つホールの構造では、自然、銃剣を持つ死し書しよを見下ろす形になった。今の俺は、『英雄エロイカ』に負けず劣おとらずの怖い顔になっているだろう。

「お前が双子の代理だ？　なめんな。お前のせいで双子がどんだけ苦労したと思ってる。緑みどりヶが丘おかヒカリが起こした事件は、間接的にはお前にも責任があるんだぞ？　離れ離れになった双子がどれだけ辛つらかったか、お前にはわかるのかよ」

「なにを言ってるかわからんな」

「自分のことしか頭にねえか？　なら教えてやるよ。ここにいるお前は偽にせ者ものだ。さっさと自分のいるべき図書館に帰ろうぜ。お前の音は、聞くに堪たえられねえからよ。静かな図書館でずっと黙ってろ」

　トリガーが引かれる。

　舞台からのマズルファイアと、俺が倒れこむように座席の陰に隠れるのはほとんど同時だった。うおぅ、啖たん呵か切ったのはいいが、正直銃弾をかわせるかは賭かけだった。距離があるから伏せるくらいはできるだろうと思ったが。

　どっちが速かったかはわからないが。

『英雄エロイカ』から見たら、あるいは俺は撃たれる前に隠かくれた臆おく病びよう者ものかもしれなかった。

「リヴル！」

「イエス、マイライター。今度こそ、無様をさらさずに撃ち抜きます」

　白紙の本へ書きこむ、これはシン流に言うならば召しよう喚かんの呪じゆ文もんと言ったところか。

　電流震わせるライフルが、一いつ瞬しゆんでリヴルの手に出現していた。座席を盾たてに舞台の様子を窺うかがえば、『英雄エロイカ』の銃の矛ほこ先さきはリヴルへと転換していた。そりゃそうだ。隠れて逃げている召喚士よりも、呼びだしたもののほうが遙はるかに脅きよう威い。

「申し訳ありませんイツキ様。私は勘かん違ちがいをしていました」

　まるで自分に向かって撃てとばかりに、リヴルが座席の背を踏みつけて立つ。一段高いところに。死し書しよとの距離は二十メートルはあるだろうか。淡々としたリヴルの声に、彼女も勘違いをするのか、と妙みような感心をしてしまった。

「そもそも、神話として顕けん現げんする雷いかずちに、水平方向の進路などありません。神よりの裁きは天から撃たれなければなんの意味もない。その事実を失念しておりました。『戦神の高座フリズスキヤルヴ』は、その事実もきちんと計算に入れていたというのに」

「なにをごちゃごちゃ言っている！」

　舞台から放たれる銃じゆう弾だん。

　しかしその前に、リヴルのほうが跳ねた。普通の人間では不可能な高さを軽々と飛ぶ。人外の司書は、しかし頼りになる俺の従者だ。

「故ゆえに」

　俺も思わず、リヴルを見た──いや。見み惚ほれたと言っていい。

　宙に舞う彼女が空中で姿勢を制御して、斜ななめ下へ立つ『英雄エロイカ』へと『神雷銃ケラウノス』の先せん端たんを向けた。リヴルのかけた眼鏡めがねに、照準を示す光の線が見えた。

「上方から目標へ撃たねば、当たるはずもないのです」

　轟ごう音おんが、響く。

　薄暗いホールが、鮮せん烈れつな青白い輝きで満ちた。思わず目を閉じる。いつか生徒会長と対決した時とは比べものにならない。本物の雷撃がそこにあって、ちょっとでも近づいたら俺まで焦こげてしまいそうだと思った。

　リヴルがそのまま自由落下して、綺き麗れいな着地で俺のすぐ傍そばに立つ。目線は『英雄エロイカ』へと固定して、油断せずに。さすがというしかない。

「当たったか？」

「イエス、マイライター。狙ねらいは間違いないかと。ただ──」

　リヴルの警けい戒かいは解けていない。俺もすぐさま羽根ペンを走らせた。そうだ、ここは既すでにアイツのフィールドなのだ。音楽堂を好き勝手に改変した。さっきから聞こえる不気味な冷たい風も止まっていないから。

「……やってくれたな、紙かみ屑くずが！」

　一撃必殺とは、いかないらしかった。

　まだ舞台にいる『英雄エロイカ』は、銃じゆう弾だんを連射してリヴルを狙ねらう。マスケット銃って連射できるようなものだったか？　リヴルは得意のスピードを生かして、やはり座席に隠かくれた。

「ここは既すでに俺の世界だぞ！　そう簡単に攻撃が通ると思うな！　俺の音楽が俺を守ってくれるのだからな！」

　意味がわからなかった。同じく隠れているリヴルに目線で説明を求める。

「おそらく、『英雄エロイカ』にも、彼の使し役えきする観客がいるのでしょう。霊体というか、あるいは彼の言うように、音楽、空気の振動そのものと考えたほうがいいかもしれません。空気が乱されれば、必然、雷撃の軌き道どうもズレるでしょう」

　ち。空気の揺ゆらぎ、音を操ってるってのか。音楽堂を乗っ取った効果ってのは、それなりにあるようだった。雷を用いれば一撃だと考えていた俺のほうが甘かったか。

　リヴルは時折座席から頭を出し、銃弾を防ぎつつ『神雷銃ケラウノス』による反撃。リヴルも牽けん制せいのつもりなのか、雷の軌道が俺にも捉とらえることができた。細い稲妻の線が交差しつつ進むが、『英雄エロイカ』の直前でそれがずれて、直撃しない。

「おい、火事とか大丈夫だろうな」

「裁きの雷いかずちは、対象以外に効果をもたらしません。それでは神の処しよ罰ばつたりえないからです。ですが、音楽に守られている今の『英雄エロイカ』には、効果が──」

　リヴルが何度も雷撃を発射するが、ぼさぼさ頭の音楽家は余裕の表情だった。

　仕方が無い。俺は『真白き本』に指示を書きこんでいく。せっかく有能な照準装置をシンからもらったのだ。それを利用しない手はあるまい。『英雄エロイカ』を守る音楽、その防壁による軌道の変化すらも計算にいれての射撃ならば、あるいは。

「イエス、マイライター」

　リヴルが座席の陰から飛び出していく。まるでサーカスのように飛びはね、踊おどるリヴルの、しかし手には裁きの『神雷銃ケラウノス』がある。素早い動きに、マスケット銃の弾丸は追いつかない。端はじまで駆け抜け、時折雷撃による反撃を行う。

　その隙すきに、俺もするすると舞台を降りて行く。『英雄エロイカ』の注意がリヴルに向いている間ならば、俺も移動することができた。

「逃げるばかりか紙屑！　俺に恐れをなしたか！」

　そんなわけが無いだろう。

　舞台の『英雄エロイカ』に、気付かれずに近づいた。なるほど、至近で見れば、『英雄エロイカ』の姿が蜃しん気き楼ろうのようにゆらめいているのがわかった。これがヤツの言う『音楽』か。音楽堂では、奏でられる楽曲の姿が見えるのか。

　いや、俺の耳に聞こえるのは、苦しげなうめき声だけで、それが『英雄エロイカ』の言う音楽だと言うのならば、やっぱり悪趣味だと思うんだけどな。

　リヴルが放つ電撃の線は、やはり『英雄エロイカ』から逸それてしまった。俺はそれをよく観察する。どのようにズレたか。一いつ瞬しゆんの、ジグザグな閃せん光こうを観察していく。誤差は二十センチ弱と見た。『真白き本』にそう書きこんでいく。

　囮おとりになるリヴルと、隠れながら『英雄エロイカ』を観察する俺。

　大丈夫だ。別々に行動しても、俺たちはきちんと連れん携けいすることができている。

「なあ紙かみ屑くず！　お前は疑問に思ったことは無いのか！　どうして死し書しよなんて扱あつかいをされるのか！　どうして図書室に閉じ込められなければならないのか！　俺たちは生きているのに？　こうして人の形すら取ることもできるのに、死んだ扱いをされなくてはならない、そのことに疑問を抱いだけないのか！」

「いいえ」

　リヴルがひときわ高く跳ちよう躍やくする。空中で身をくねらせる様はイルカを連想させた。不自然な体勢から、それでも『神雷銃ケラウノス』の先端は『英雄エロイカ』を捉とらえて揺ゆるがない。

「いいえ、私は、死んだ書でも構わないのです」

「何な故ぜだ！」

「決まっているでしょう。だって──」

　雷撃、轟ごう音おん。出力最大の閃光に、俺は目を伏せた。リヴルがその後になにか言った気がしたが、雷の轟音にかき消された。リヴルのことだから、その隷れい属ぞくの喜びでも語ったのだろうことは、想像に難かたくないが。

『戦神の高座フリズスキヤルヴ』に誤差を入力し、おそらくは最適の角度から撃ち出した。今度こそ当てたはずだ。扱いの難しい主神の雷撃は、命中率は低くとも、当てれば間違いなく一撃必殺の。

「イツキ様！」

　警告と同時に、俺は身を伏せた。

　座席に銃じゆう弾だんの跳ねる音。背筋が凍こおる。

「くく、惜しかった。惜しかっただけだがな」

　声が反響する。強烈な雷光も消え去って、しかし舞台上に『英雄エロイカ』の姿は無かった。

　首を振り向ける。嫌いやな予感がした。

　だって声は俺の背後から。

「かすったよ、いや、参った参った」

　でも、そこには誰もいない。

　どういうことか、考える前に。

「でも紙屑に俺は殺せない。なぜなら俺は、英雄だからなぁ！」

　ずぶりという、肉を貫かん通つうする気色の悪い音が響いた。

　それは、俺とは反対側にいるリヴルから。『英雄エロイカ』はいつの間にか、着地したばかりのリヴルの背後に回って、その針のような銃じゆう剣けんの先端部で、彼女の腹を突き刺していた。右脇わき腹ばらを、冷たい金属が突き抜けて行く。

　アイスピックで刺されたようだ、と場違いな感想を抱いだいた。

「リヴル……っ」

「従者がいなくてはいかに『筆記官ライター』でも無力だろう！　心配するな今逃げだせば殺さずにすませてやる」

『英雄エロイカ』は、真正面にいるはずなのに。

　反響する声は、まるで俺の後ろから語りかけるように聞こえてきた。

　一いつ瞬しゆんで引き抜かれたマスケット銃が、今度は俺に向けられた。座席の陰にすぐに隠かくれる。どさりという音は、多分、あんまり考えたくないけど、力を失ったリヴルが倒れこんだ音。

「俺はそっとしておいてほしいだけだ。いいだろ、もう。死ぬまで戦う理由がお前にあるのか？」

『真白き本』に、書きこむ。返事らしい返事は無い。動けと書いても、リヴルが動けなければどうしようもない。『英雄エロイカ』はこのホールの音を操って、まるで俺の背後にいるかのように、自らの声を発している。だからリヴルも油断したのだ。

　アイツの声は、俺の背後から聞こえていたから。

「なぁ、答えろ。お前に俺と戦う理由があるのか？　従者を連れて逃げ帰れ、無様にな」

　どうする。

　どうすれば、打開できる。

『英雄エロイカ』の声が耳にうるさい。ああ、わかっている。もう綱つな渡わたりは終わってしまった。お前を封印しても、きっとこの後に、最悪に近い展開が待っている。俺はそれを想像できる。俺は二度目の失敗をしてしまったのだ。

『筆記官ライター』なんて面倒くさい役割も、ここで捨ててしまえれば？

「違う……」

　違うんだ、そうじゃない。確かに俺は、一つ守れなかったものがあるけれど。

「それは、違うぞ、『英雄エロイカ』ぁ！」

「ほう？」

「ユズキや未み耶やだけじゃない……悪いけどな、俺の守らなくちゃいけないものってのは、もうそれだけじゃねえんだよ！」

　例えばそれはリヴル？　あるいはエレシュキガル？

　敬けい一いち郎ろうも小こ牧まきもそうか。恋こい池いけ先生も、母親もか。カナもシンも俺より強いから守る必要は無いか。色々と俺は持っていたのだ。未耶にだけ固執できない。気付けば随ずい分ぶん色々あるじゃねえか。そうだ、意外と打たれ弱い『邪神秘法書ネクロノミコン』とか、まだまだ子供なアリスだって。

　この綱渡りを繰り返す中で、手離したくないものはあるのだから。

「これは落とし前だ。俺は、事件の元凶のお前を、ぶん殴らなくちゃいけないんだよ！」

　それが、母さんと約束したことだ。拳こぶしの作り方は覚えている。

　リヴルを傷つけたお前を、俺は許さないぞ、『英雄エロイカ』。

「まるで英雄みたいなことを言うじゃないか！　ならば、そのまま死ね」

　座席に跳ねる銃じゆう弾だん。今は俺も隠かくれているが、見つかるのは時間の問題だろう。いつまでもこうしてはいられない。けど、リヴルは起きる気配がない。じゃあ、どうすればいい？　俺の、俺のやり方は。

　本来なら。

　ここで俺が全てケリをつけていかなきゃいけないだろう。会長に託されたんだから、それが正しいはずなのだ。けど、その時聞こえてきたヴァイオリンとギターの重奏が、それは無理な相談だと厳しく俺に告げた。

　嫌いやな奴やつだ。

　俺の最後の見せ場までかっさらっていくのだとしたら、本当に俺は、大嫌いだ。その音を聞いて、心底そう思った。




　実は、『英雄エロイカ』には音楽のことなどわからない。

　音楽に関する逸いつ話わである『英雄エロイカ』は、しかし音楽そのものではないからだ。だから音楽堂の調律は無茶苦茶になってしまったし、音楽を操ることはできても、彼自身がなにか演奏することもできない。むしろ英雄に捧げられた点において、彼の得意は戦せん闘とう分野だ。銃剣がなによりの象徴である。

　だから、聞こえてきた音が素す晴ばらしい演奏だと、『英雄エロイカ』にはわからなかった。

「……乱入か。その耳みみ障ざわりな音楽を今すぐやめろぉ！」

　マスケット銃を向けるのは、さっきまで『英雄エロイカ』自身がいた舞台の上だ。オペラ歌手でもないくせに、よくもまあのうのうと上がれるものだと思った。

「聞きまして、お姉様？　耳障りですって」

「ええ、ヒカリ。私ほどではなくても、貴方あなたもかなり上手に弾ひいていますのにね？」

「まあお姉様ったら。そんなことを言ったら私怒ってしまいますわよ」

「あらごめんなさい、つい本当のことを」

「それにしても『筆記官ライター』は随ずい分ぶんと無様ね？」

「ええ、でも仕方ないですわね黒くろ間ま君ですし。だから私たちが助けてあげなくてはならないのよ、ヒカリ」

「はいお姉様。完かん璧ぺきな私たちが助けてあげる。彼も約束を守ってくれましたものね。行きますわよ、ジュメル、ジュモ？」

「シ」「ミオ」「「パドゥローネ！」」

　まるで、合わせ鏡のように。

　同じ顔の巻き毛の女が二人、舞台に立っていた。それぞれ持つギターとヴァイオリン。そしてその二人の間には、忌いま々いましい音楽堂の管理人『青の双子』がいた。『英雄エロイカ』が音楽堂を占せん拠きよする際に、散々抵抗したガキどもだった。目を閉じて手をつないだ双子と、似ているようで雰ふん囲い気きの違う双子と。

「『演奏家プレイヤー』か。ああ、こうなったら構わない！　俺は英雄だ！　敵が何人になろうとも殺してやるさ！」

「勘かん違ちがいなさらないで、私たちはただのお手伝い。やるのは全て黒くろ間ま君ですわよ。最初からそういう約束ですの」

「──なに？」

　演奏は続けられる。楽曲の奏でるのにあわせて、双子がぶつぶつと詩うたを歌う。それはやはり芸術的とも呼べる技術を誇るものだったが、しかし『英雄エロイカ』にはその価値がわからない。中身のない神経質と虚きよ栄えい心しんと、そして闘とう争そう心しんで固められた『英雄エロイカ』に、そもそも音楽的才能などあるはずがない。

　そういう意味では、やはり『英雄エロイカ』は死し書しよでしかなかった。

　だから気付くのが遅くなったのである。彼を取り巻く、音楽。その変化に。

「ここは僕」「ここの私」「ここに僕ら」「ここで私たち」「消えない」「届かせる」「僕らは双子」「価値ある双子」「高く」「低く」「「歌うことすら無限なれば」」

　双子が歌う度たびに。

『演奏家プレイヤー』が演奏する度に。

　音楽堂の中の空気が変わっていく。冷たく、暗かったはずの風が、明るく、楽しげなものになっていく。不気味なうめき声はもう聞こえない。『死し聴ちよう音楽堂』の中が段々と調律されて、本来の秩ちつ序じよを取り戻していくのだから。

「ど、どういうことだ……！」

「暗くら闇やみの森を火炎が燃やし」「六の地じ獄ごくを神剣が断ち」「無邪気の悪意を切札が裂いて」「無秩序の堂内に神しん罰ばつが下る」「彼かの者は神様ですか？」「いいえ、ただ一人です」「彼の者は英雄ですか？」「いいえ、ただ孤独です」「彼の者は恋人ですか？」「いいえ、ただ無知です」「彼の者は救いですか？」「いいえ、ただ愚者です」「でも」「だから」「だからこそ」「「僕らはただ歌い続けるのだと決めた」」

　黙だまらせようと、マスケット銃の先端を舞台の双子に向ける。銃弾は一いつ瞬しゆんで双子へと届く──いや、その前に、緑がかった壮麗な風に阻はばまれた。雷撃を防いだ『英雄エロイカ』と同じ技だ。既すでにこの場には、清すが々すがしい緑の風が吹いている。

　逆手に取られた？

　この場所の主導権は、既にあの『演奏家プレイヤー』どもが握っていた。

「な、ならば……！」

『英雄エロイカ』が狙ねらうは、従者。あの瀕ひん死しの従者を人質にでもすればいいだろう、と考え、しかし倒れ伏せたリヴル・ブランシェがどこにもいないことに気付いた。『英雄エロイカ』の足元には、誰もいない。

　逃げだした？

　バカな、それが可能な傷ではないはずなのに。

「こちらですよ、『英雄エロイカ』！」

　言われて、見上げた先。

『英雄エロイカ』を見下ろせる位置、五番ボックス席に、図書館の従者がいた。ライフル銃じゆうのスコープを覗のぞいて、その凶悪な銃口を向けている。『英雄エロイカ』が気を取られている隙すきに、這はってでも移動したのか、なるほど、それができない距離ではないだろうから。

　だが、声を荒げたのは失敗だった。自分の位置を自分で明かす狙そ撃げき手しゆほど愚おろかなものもいまい。

「そこは怪人フアントムの専用席だぞ、命知らずが！」

　マスケット銃と、『神雷銃ケラウノス』。交差する銃じゆう撃げきが、その威い力りよくを放ったのは同時だった。

　雷撃は、『英雄エロイカ』から外れた。それは『英雄エロイカ』にとっては僥ぎよう倖こうだった。リヴルの眼鏡めがねによる照準装置は、『英雄エロイカ』が音楽をまとっていた際の計算式で攻撃されたからだ。右腕をかすった雷撃は、鋭い火傷やけどの痕あとを『英雄エロイカ』に作ったが、それだけ。

　一方。

　マスケット銃の銃弾は、華か麗れいにリヴルの肩口に命中した。致命傷とはいかないが、戦せん闘とう不能には十分だ。あれでは右腕を使えない。少なくともこの場において、もうリヴルは動けない。脇わき腹ばらを突き刺され、肩口を撃ち抜かれては。

　勝った。

『英雄エロイカ』は誇る。あと残っているのは『筆記官ライター』だけだ。『青の双子』とその主は戦うのだろうか。無力な『筆記官ライター』のこめかみに銃を押し当てて脅おどしたならば、連中も言うことを聞くはず。音楽堂の主導権さえ取り戻すことができたのならば、それで『英雄エロイカ』の勝ちだ。

『英雄エロイカ』は素早く、『筆記官ライター』が隠かくれているはずの座席まで走った。銃剣の先端を向ける。そこにいた小さな人影は、怯おびえて言葉もなく──。

「な、あ……？」

　いない。

　誰もいない。移動した？　確かに『筆記官ライター』はここにいたはずだ。

　他の連中に気を取られて気付かなかったか？　そんなバカな。いや、大丈夫。従者はもう動けないのだから、その主も警けい戒かいしなくていい。一人では『筆記官ライター』は無力なのだ。

『英雄エロイカ』はマスケット銃で、『筆記官ライター』の姿を探した。どこだ、どこにいる。姿を見せたらそれで終わりだ。銃剣は遠近両方に対応できる。見つけ次第、銃で撃てばいい。近づかれる前に確実に殺すことができる。

『演奏家プレイヤー』どもは手を出す気配もない。ならば。ならば、俺が。

「いいや、それは違うぜ、『英雄エロイカ』」

　声は。

　その声は、信じられないほど近くから。背後の超近距離。銃剣の間合いですら近いほどの内側。

　バカな。

「お前の負けだよ」

　空気が揺ゆらめく。

　背後にいたのは『筆記官ライター』だった。頭にサークレットのようなものを身に付けた彼は、まるで透明になっていたかのように、その姿を現出させる。『英雄エロイカ』の知らないその武具の名は、『冥兜』。

　銃剣を引き戻すが、間に合わない。絶対的に。

　リヴル・ブランシェがわざと声をだし、狙そ撃げき手しゆとしての位置を教えたのも、罠わな。

『筆記官ライター』が自らケリをつけるための、その布石。

「お前の音楽、つくづく最悪だよ！」

　近距離からのフィニッシュブロー。
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　細い『筆記官ライター』の身体からは想像もできない速度で打ち出された右フックは、強烈に『英雄エロイカ』の顎あごを撃ち抜いた。銃剣の扱あつかいに長たけていても、それ以外において秀でたもののない死し書しよは、ただそれだけであっさりと地に伏した。

　敗北への怨えん嗟さは、奏でられる演奏のせいで、相手には届かなかった。




　地に落ちた数枚の楽がく譜ふを手に取る。音符が書いてあるのかと思ったら、そこの五線譜にはなにも書かれていなかった。『英雄エロイカ』ってのは本当に、音楽と関係のありそうで、ただの物語でしかない存在だったらしい。

「イツキ様」

「リヴル……お前、大丈夫かよ」

　肩と脇わき腹ばらから痛々しい赤を噴ふん出しゆつさせるリヴルが、俺の横に侍はべる。メイド服も血に濡ぬれていた。作戦自体は上う手まくいったとはいえ、リヴルをボックス席まで移動させるのは相当の賭かけだったと言えよう。だって銃剣で刺されてるんだぞ。

「少々痛みますが問題ありません。両腕を切断された時ほどのダメージではありませんでした。それよりも、賞賛させてくださいイツキ様。私を囮おとりにして、その上、『冥兜』によってイツキ様自身が攻撃を加えるなど。さすがイツキ様です、私に頼らずご自身で戦えるとは」

「さすがに阿あ修しゆ羅らとか邪じや神しんとか、そういった化け物は無理だぞ」

　相手が人間の姿をしていた『英雄エロイカ』だからできた芸当である。人を褒ほめるってことは、リヴルは血まみれでもまだ余裕があるってことかな。もっとも、右肩から先はだらりと下がっていて力が無さそうだが。

「それに、俺だけの力じゃない。助けてもらったんだよ、アイツらに」

　まだ舞台では、二組の双子が演奏と歌を続けている。『英雄エロイカ』に散々荒らされた『死し聴ちよう音楽堂』だ。調律とやらにはまだかなりの時間がかかることだろう。しばらくは好き勝手してくれ。俺はもう疲つかれた。

「一番良いところもってかれた。さすが会長だぜ、まったくいけ好かねえ」

「私はそうは思いませんが」

「いいや、そうだよ。タイミングまで見計らって出てきて、美お味いしいところはかっさらって、そのくせ俺の仕事はきちんと俺にやらせてくれたんだ。約束守ってくれたんだよ。腹が立って仕方がねえ。まあ、確かに？　仰おつしやる通り封印は俺の仕事ですけどね、会長」

　一心不乱にギターを弾ひく会長は聞いてやしねえ。ていうかギターとヴァイオリンってどんなセッションだよ、聞いたことねえぞ。そのくせ、また二人とも上手いのだから、腹が立つのだった。

　どこまでも完かん璧ぺきで、本当嫌いや気けがさす。

「もう俺は疲れた、帰るぞリヴル」

「イエス、マイライター」

　今は何時くらいなのだろうか。

　色々と、後始末をしなくちゃいけない。けど今は良いや。ちょっと疲れた。数日後回しにしても、もう手遅れのこともある。あとは、そうか、緑みどりヶが丘おかヒカリに対する処しよ罰ばつか。まあでも、それについてはエレシュキガルや会長と改めて相談だな。

『英雄エロイカ』を殴りつけた右手が痛い。

　まだまだ母親には及ばないのだと知った。拳こぶしの握り方が甘かったか。それとも別の要因なのか。いずれにしても、誰かを殴って痛がるようではダメだということだ。だったら初めから殴るな、という話。

　その鈍にぶい痛みが、心臓まで伝達するような気がして、俺は思わず顔をしかめた。
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　数日後のことである。

　俺は朝っぱらから『死し聴ちよう音楽堂』に来ていた。なんでもエレシュキガルが所望したらしく、リヴルを伴ともなってオペラ座の席に座っている。舞台にいるのは多分緑みどりヶが丘おか双子の、姉のほうだと思うんだが、正直俺には見わける術すべなんてないので困っている。今は午前五時くらいか。まあ現実の俺は寝てるわけなんだが。

　全てが終わっても、弟のほう、緑ヶ丘ヒカリに現実世界での処しよ罰ばつは下されなかった。そりゃそうだ。異能の力、ジュモ・ブルを伴って引き起こした事件に、警察が動けるはずもない。代わりにヒカリが食らったのは、姉と女神のダブルの説教だった。

　いや、正確に言おう。ヒカリは監かん禁きんされたのだ。

　音楽堂の一室で二十四時間の正座をさせられ、膝ひざの上には重石おもし。そのままエレシュキガルと緑ヶ丘ユカリがかわるがわる彼の元を訪れて、今回の事件に対して言葉を尽つくして責め立てたらしい。まあ俺としては敬けい一いち郎ろうのこともあるし、それでも足りないんじゃないかと思うわけだが。

　会長が、もうヒカリは反省したと断言した上に、処しよ遇ぐうに対して口出しをしない、と約束したこともある。だからもう、俺は許すしかないのだ。もっと痛めつけてやれ、とか言いたくても言えない。

　なんだかんだで双子の弟には甘い会長だが。ここで手を抜くはずもない。そこで俺が余計なことを言えば、またこじれるだけだ。完かん璧ぺきな緑ヶ丘ユカリが、頭を下げて弟を許してほしいとまで言ったのだから、俺は許すしかない。あの交こう渉しようの結果は、そういうことなのだ。

　敬一郎は、脅きよう威いの再生力であっさり退院までこぎつけた。もちろんその裏にはつきっきりの小こ牧まきの看病があったことは言うまでもない。本当、心底、あのバカのどこが良いんだろうか小牧は。

「のう、イツキ」

「どうした」

「怒っておるか？　こんな結果になったことを」

　隣のシートに座るエレシュキガルが、そんな風に問うてきた。

　確かに、今回、結果としては最悪に近い。けれど、エレシュキガルを責めても仕方が無い。もしかしたら、もっと良い結末を彼女は思い描いていたのかもしれない。それを実行もできただろう。俺たちを誘導することで。

　でも、そんなのは結局、『それ』の先延ばしでしかなかったんじゃないだろうか。

　いつかこうなると、俺もわかっていた気がするから。

「ほら、演奏聴きけよエレシュキガル。上う手まいかどうかなんてわかんねえけど」

「む、むう」

　演奏している会長の両側には、『青の双子』が立って歌っていた。オペラなんてわからないけど、やっぱりあの双子はどこか演技がかって見える。かなりファンタジーな衣装だからか？　ていうかそもそも歌が日本語じゃないから訳わからん。

『英雄エロイカ』は図書館に封印されたせいで、最初はかなり自じ暴ぼう自じ棄きになっていたようだが、やがて『邪神秘法書ネクロノミコン』や『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』、アリスらに諭さとされていた。というか、その辺りの死し書しよが性格が変わったとかなり驚いていた。驚くことか？　元々かなり、気の良いヤツらだったと思うのだが。

　ちょっとだけ、俺たちとは目線が違うけど。当然だ、アイツらは本で、死書で、人間じゃないから。

　一応、会長は、今回の事件の被ひ害がい者しやたちとヒカリを突き合わせて、土下座させたらしい。とはいえヒカリが犯人である確証があるわけじゃないし（まさかジュモの存在を教えるわけにもいかない）、結局、会長が双子だったという衝撃の事実が発覚しただけ、という結果になったらしい。

　そのことに一番驚いていたのは未み耶やだったけどな。まあ、気持ちはわからないでもない。あんなハイスペックが双子でたまるかっていう話だよなぁ。

「黒くろ間ま君？」

　いつの間にか。

　俺の背後から、会長が覗のぞき見ていた。あん？　どっちがどっちだ？　じゃあ舞台で演奏しているのは弟のほうか？　一体どうやって見分けりゃ良いんだっての。

「私がヒカリですわよ。まあ、どちらでも構いませんわよね。演奏、聴いては下さらないのかしら？」

「音楽はわからん。今日の俺とリヴルは、エレシュキガルの付き添いだ」

　ふと横を見れば、その小さな神様はすうすう眠ってやがったが。おい、寝んな。

「アンタ、女装やめねえの？　反省したんだろ？」

「それとこれとは話が別ですわ。もうお姉様に成り代わろうなんて思ってはいないけれど、私にとっての憧あこがれはやっぱりお姉様ですもの。目標はそこにあるし、だったらこの姿も当然じゃないかしら？　なにより私にとって自然ですの」

「変へん態たいか」

　すごい目で睨にらまれた。おっと、つい本音が。

　まあ、彼女がどっちでもいいや。どうせ互いが互いに情報共有するだろうし。こいつらはこういう存在なのだと頭に叩たたきこむことにした。エレシュキガルの話では、正式な『演奏家プレイヤー』はヒカリだけ、という話だが。姉のほうだって十分こなせるだろうし、正直ジュモもジュメルも、どっちが主でも構わないんじゃないだろうか。

　片割れを探して彷徨さまよっていた双子は、今はとても楽しそうだ。いや、目を閉じた表情からなにかわかるわけでもないのだが。無くしていた自分自身を、ようやく取り戻したような。そんな安あん堵どがこちらにまで伝わってくる。

「ああ、まあ、いいや。じゃあちょっと姉の方に渡しておいて欲しいもんがあるんだが」

「なんですの？」

「これこれ」

　取り出したのは、日記帳である。

　そう、俺が緑みどりヶが丘おかユカリの部屋に侵入した時に、目の前で粉々にされた日記帳。本当は会長は無罪だったのに、悪い事をしてしまった。この日記帳は、まあ、そのお詫わびというか。

「これ……私の？　どうして？」

「死し想そう図書館に来るだろ。どこにもない本は。紙片になった日記帳も探したらあったよ」

　もっとも、どこにあるかはリヴルですら把は握あくしてなかったので、かなりの量の書しよ棚だなをひっくり返すことになってしまったのだが。他の死書も動員させての探たん索さくである。感謝してくれないと割にあわない。

　それより、今お前、私のって言ったな。やっぱりアンタがユカリか。てことは舞台で弾ひいているのがヒカリか。ああ、もう訳がわからん。いいやどっちがどっちでも。俺が困るわけじゃねえし。

「別に、良かったのに。今、ヒカリと楽しいことをしているから」

「あん？」

「姉と弟で交換日記」

「直接話せ」

　案外、この姉のほうも天然入ってるのかもしれないと思った。

「だって、ヒカリったら私の日記を盗ぬすみ見て、私に成りきって日記を書いていたらしいの。そんなことするくらいだったら二人で日記を書いたほうが楽しいでしょう？　陰気で暗いヒカリはもうお終しまい。今度はあの子、完かん璧ぺきな私の妹として、きっと生きていってくれるはず」

「男だろ」

　なんか、この双子と話しているだけで疲つかれる。エレシュキガルも寝てしまったし、俺も休むことにしよう。現実ではまだ寝てる時間だし。俺はそう決めると、エレシュキガルとは逆ぎやく隣どなりの席に座るリヴルに、自分の頭をもたれさせた。

　当然だが、怪け我がしたリヴル、既すでに完全再生。

　俺によりかかられて、リヴルは特になにも言わなかったが、そのままわずかに身じろぎして、俺が寝やすいようにしてくれた。さすが俺の従者。ヴァイオリンの音色は、とても素す晴ばらしい子こ守もり唄うたになってくれた。

　学校行くまで、よく寝れそうだった。




　その日の、昼休みのことである。

　俺は、久々に未み耶やを昼飯に誘った。色々と思うところはあったけど、こいつも今回は敬けい一いち郎ろうのことでかなり気をもんでいたわけで、だったら一緒に昼飯食べて事件解決を祝うくらい、良いんじゃないかと思った。場所は、屋上。

　もう好きじゃないと言われた場所。

　快晴だというのに、風が強いせいか人はあまりいなかった。

「うはーいっ、良い天気じゃん。気が利きくねイツキ！」

「ああ」

　フェンスに寄りかかって、パンをもそもそ食う俺。未耶はなんか甘そうなパンを小さくかじりかじりと食っていた。あんな甘いもので昼飯となるのだろうか。女はわからん。

「結局、通り魔の犯人捕まらなかったんだって？　良いのかなぁ、それ。おししょーさまとか、まだ忙しいんでしょ？」

「ああ、でも大丈夫。もう事件は起こらねえよ」

「ほへ？　なんでわかるのさぁ」

　わかるさ。だって、ヒカリはもう自分を持ってるから。

　むしろ自分がないのは、俺のほうかもしれなかった。いつまでもぐじぐじと。似たようなことで悩み続けている。自己に価値を見出みいだせない俺は、未耶との関係をいつまでも迷っている。小学生でも、もっとマシな考え方ができる気がした。

「なあ、未耶。ちょっと聞きたいんだが」

「なんじゃーい」

　ペットボトルのお茶をごくりと飲み込んでから、未耶がそんな風に返事をする。

「会長──緑みどりヶが丘おかユカリの留学の話、どこで聞いたんだ？」

「え？　えーっとねぇ、誰だったかなぁ？　誰から聞いたのか」

「誰からも聞いたはず、ねえよ」

　さあ。

　それでは、始めようか。

　今回の事件。エレシュキガルが避さけたかった、最悪の結末を。

「誰からも聞いたはずない。だって、緑ヶ丘ユカリが誰かに言うはずがないんだ。あの双子は中学時代、入れ替わっていたことは、あの時アイツらと同級だった一部の人間しか知らない秘密だった。会長も、ヒカリも絶対に口外しない。それ以外の人間から伝え聞いたところで、お前はまず信用しないに決まっている」

「ど、どうしてさぁ。だって、あたしは確かに留学したって」

「その間、中学に通ってた会長がいるんだよ。まあ実際は弟のほうだったわけだが。お前、会長が双子だって知って驚いてたよな。でもアレ、演技だろう。だって、会長の留学は、会長が双子じゃなきゃ成り立たないんだから。留学のこと知ってたなら、双子のことも知らなくちゃおかしい。なあ、未み耶や、お前、どこまで知ってたんだ？」

　最初に教えてくれたのは、未耶だった。それが事件解決の糸口になった。

　逆だったとしたら？

　未耶が、初めからなにもかもを知っていた未耶が、俺に会長が双子であることを気付かせるために、わざわざ留学の話を持ち出してきたとしたら？　だって、そうでもなければ、未耶が留学のことを知っていたはずもないのだ。

　思い出せばいい。

　会長のことについて聞いて回った時、未耶以外の誰一人として、留学の話は口にしなかったことを。

「イツキ、あたし、イツキの言っている意味が全然わかんないよ？」

「会長が双子だって知ってるなら、今回の事件だって犯人の推測が簡単に成り立つ。俺と同じ推論ができる。だって、会長の声を敬けい一いち郎ろうが聞いてるんだ。あの時、お前もいたよな？　姉じゃなく弟のほうが犯人じゃないかって推測は、お前もできたよな？　だって、俺よりお前のほうが頭が良いもんな」

「さあ？」

　もうやめろと言いたくなった。未耶を責める俺が、俺自身を引き裂さきそうになる。痛くて痛くて、声をあげそうになる。もうやめろよ黒くろ間まイツキ。幼おさな馴な染じみにこんなこと言って、お前になんの得があるんだ。

「下へ手たすりゃ、異次元のことまで勘かん付づいていたか？　死し想そう図書館も知ってたか？」

「ねえイツキ。あたし、イツキがなに言ってるか本当にわかんない。病院いこ？　付き添ってあげるから」

「違うだろ。気付いて欲しかったんだろう。今回の事件、犯人の目星までついていて、お前がそれを誰にも言わなかった理由。そんなのは、誰も信用してくれないからに決まっている。俺と会長が関わった異次元の世界を、お前も知っていたから。いや、違う、きっとお前は、誰よりも早く、全てを知っていた」

　そうだ、そのほうが納なつ得とくがいく。

　未耶は、会長が双子だということを知っていた。それでもあえて黙だまっていた。そんな理由、一つしかない。全部気付いて欲しかったんだ。誰に？　留学のことを教えた、俺に決まっている。

「気付けと言っていたんだろう。自分は全部知ってるって、俺に気付いて欲しかったんだろ！　なあ、未耶、遅かったけどわかったぜ。お前が、全部知ってたってことをさあ！」

「そんな大声出さないでよ。イツキ。わかったから。うん、そう、クイズ番組だと時間切れだったけど、まあいーかな。あたしは優しいから、なんとか合格点あげる」

　本当は。

　こんな風に問い詰めなくても、俺は屋上に来た時から、未み耶やがこう言うことを知っていた。だって、未耶は最初に言ったのだ、気が利きくねイツキと。真ま面じ目めな話をする時にしか、アイツは俺をイツキと呼ばないから。

　真面目な話。二度としたくないような、深刻な話。

「どこまで、知ってるんだよ、未耶」

「全部」

「全部って。意味わかんねえよ」

「全部は、全部。知らないことなんて無い。死し想そう図書館のことも、今回の事件のことも、カナちゃんのことも、赤あか崎さき君のことも、今までイツキが頑がん張ばってきたってことも、あたしが一度死んじゃったことも、全部。全部教えてくれたの」

　それは、およそ最悪に近い告白で。

　俺は、未耶を守るために戦ってきたつもりで、でもこれで、なんの意味もなかったのだと思い知らされた。どうしてこうなったのか、簡単だ。俺の力が及ばないせいで、それはとても暗い暗い深しん淵えんに、容易たやすく俺を飲み込んでしまう。

「教えてくれたって」

「死し書しよ」

　お前は、そんな言葉知らないはずだろ。

　屋上でパンをかじりながら言うセリフじゃないだろ、絶対。

「そう、あたしに全部教えてくれた。あたしが忘れていたことも、あたしに隠かくれてイツキがしてくれたことも、全部教えてくれた死書。それはね────」




　同時刻。

　エレシュキガルの部屋に、リヴルが飛びこんできた。その時のエレシュキガルは、ただただ遠くを見ていた。なにも考えていないような、あるいはなにか深く考えているような、どちらともとれない表情。

「どうした」

　気だるげに、エレシュキガルがリヴルに問うた。

「死書が脱走しました。『アカシック年代記レコード』です。『邪神秘法書ネクロノミコン』が蔵書の整理の際に発見したそうです。かの全てを知る死書が、どこにもおりません」

「知っておる」

　そう、エレシュキガルはこうなることを知っていた。

　リヴルの表情が青ざめている。無理もない、と思った。『アカシック年代記レコード』は、死書の中でも別格だ。そもそも他の死し書しよと同じカテゴリーに分類すること自体が無理な、下へ手たをすればイシュタルやエレシュキガルに匹ひつ敵てきする力を持つような死書なのだから。

「おそらく、余の風か邪ぜが悪化して、お主たちが事件の捜そう査さをしてた時に、隙すきをついて逃げだしたのじゃろ。姉者も余の分の仕事を肩代わりしておって、今更このタイミングで逃げる死書がいるなどとは思わんかったじゃろうからな」

「その隙をついた。いいえ、その隙をつくことこそ、『アカシック年代記レコード』の得意技だから」

「そうじゃのう。全てを知っておる死書。そう、文字通り、全てじゃからの。あらゆることを知っておれば、いつ逃げだせば捕まらぬかなど、手に取るようにわかるじゃろうな。本当に、イツキには、可哀想なことをした」

　もっとも。

　エレシュキガルの風邪が悪化せずとも、いつかのタイミングでやはり『アカシック年代記レコード』は逃げだしたことだろう。防ぐのは不可能に近い。全てを知っている相手を、どうやって出し抜けというのだ。

「イツキ様？　イツキ様が、なにか」

「あの小娘と、『アカシック年代記レコード』は結けつ託たくしておる。イツキも気付いておったよ。死書の名前は知らずとも、あの小さな……ミヤ、とかいう娘に、不審を持っておったようじゃからの」

「では、イツキ様が……！」

　リヴルはそれだけ言うと、疾しつ風ぷうのように飛びだしていった。おそらくはイツキの元へ馳はせ参じたのだろう。

　相手が『アカシック年代記レコード』では、いかにイツキとリヴルでも分ぶが悪い。エレシュキガルはそう思っていた。どうなるかは文字通り、神のみぞ知るの、だが。

「………………慌あわただしいの」

　小さな女神は、病症特有のぼけっとした瞳で、ただただ遠くを見るばかりだった。




　未耶は、笑っている。

　俺は知っている。彼女の笑みを。

　アリスの森で出会った、偽にせ者ものの矢や口ぐち未耶。あの顔と同じだ。三日月形の口が裂さけて、笑うのだ。あれは、ある種の未来予知だったのかと、今更気付いて。

「ねえ、イツキ」

『アカシック年代記レコード』によって全てを知った幼おさな馴な染じみは、その手を俺に伸ばした。俺の頰ほおに触れて、不気味な表情で笑う。

「守れなくて、残念だったね？」

　熱い。

　未み耶やの指先は、とても熱い。

「でも、あたしだって大変だったんだよ。それをこれから教えてあげる。じっくり、じぃっくりね。あたしがなにしてたか。ようやく気付いてもらうまで、どれだけ苦しんでたか、あたしはイツキに知ってもらわなきゃいけないの」

　喋しやべり方が違うだろ。

　なんでそんな声なんだ。まるで水あめみたいな、甘すぎて溶ける粘ねん性せいの声なんだ。甘さが行き過ぎていっそ不快で、どろりとした形で俺の内部にまで侵しん入にゆうしてきて、こちらの喉のどを渇かわかすような声なんだ。

「でもその前にね、あたし、イツキにお願いがあるんだぁ」

　俺が守れなかった彼女は、可愛かわいらしい声音でねだる。なにを？

「死んで、ほしいな？」

　胸、心臓があるだろう位置に熱い指を這はわせて、未耶は、俺の命を欲した。

　俺の知る限り、最悪の所望品だった。

[image: ]










　　　あとがき




（BGM 「schism」by ALI PROJECT）




　お久しぶりです、折おり口ぐち良よし乃のです。

　まず初めに、謝らなくてはなりません。作中で意図的に噓うそを書きました。

　ベートーベン作曲、交響曲第三番変ホ長調『英雄エロイカ』についてのことです。作中において、リヴル・ブランシェは、この曲の献けん辞じをベートーベンが破り捨てた逸いつ話わを『虚きよ偽ぎの創作である』と断定していましたが、これは正確ではありません。あくまで一つの有力な説として、創作である可能性が高い、とされている程度です。つまりまだ本当か噓かは、はっきりとはわからない、ということですね。僕自身は、やっぱり逸話は噓の可能性が高そうだな、とは思っていますが。噓であるという明確な証拠があるわけでもない、ということもまた、このあとがきにおいて書いておきたいと思います。

　歴史を勉強しているとこういう事がままあるので面おも白しろいのですが、やっぱり物語に書く上で、この曖あい昧まいさをそのまま持ち込むことができないのが歯がゆいところです。このシリーズでは現実にある本や物語を下敷きにしているので、死し書しよについての記述はなるべく正確を記そうと努力しているのですが、なにぶん演出の都合もあるので、必ずしも学問的な正しさを追究できないのは、作者のジレンマですね。

　二巻では『喫きつ茶さ養よう生じよう記き』についても、禅ぜん思想を下敷きに薬効を得る魔術書であるような描写をしましたが、こちらはある程度はっきり噓とわかったかと思います。演出優先だったわけです。今回の『英雄エロイカ』については、注釈が必須と考えたのであとがきに書きました。




　基本的に作家は噓つきです。それが職業とすら言えるのですから当然ですが。

　読者の皆様が楽しくなるように、上手に騙だますことができれば、作家冥みよう利りにつきるというものです。

　今回のラストも────なわけですから。むしろラストのワンシーンにＫケｅーＧジさん渾こん身しんの挿さし絵えをいれて欲しくて、四巻を書いたと言っても過言ではないかもしれません。はて、これは噓か本当かどっちだろう？




　では、最後にこの本にかかわってくださった方に感謝を。

　編集Ｍさんはブレないです。こっちがメンタル的に不安定でも、編集という軸じくが安定しているのでなにかと安心できます。リヴル四巻を五巻と間違えるドジも、カリスマ編集者だとかっこよく見える不思議です。

　絵師のＫケｅーＧジさん。今回も美麗なイラストをたくさん仕上げていただいて本当に感謝しています。自分はもしかして挿さし絵えが見たくて文章を書いているのか？　と思う時がままあります。これは噓うそじゃないよ。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、今回も細かいところまで修正をしてくださった校正さま、突然飲みに連れだして付き合ってくれる友人ＨとＮ、そしてなりよりもこの本を買ってくださった皆様へ、最大限の感謝を。
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折おり口ぐち良よし乃の

甘いものが苦手な22歳。でも執筆の時はなにか食べないと全然書けない。編集部では打ち合わせの度にお菓子をねだる迷惑なヤツと思われてるかも。著者近影は最近の原稿のお伴です。
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イラスト／ＫｅＧ

伊予国出身、彩の国で絶賛引きこもり中。子供の頃の将来の夢は「サラリーマン」でした。よもや絵を描いて飯を食うことになろうとは…。
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死し想そう図と書しょ館かんのリヴル・ブランシェⅣ








折おり口ぐち良よし乃の





発　行　　　　2015年5月14日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 YOSHINO ORIGUCHI





※2011年10月10日発行の電撃文庫『死想図書館のリヴル・ブランシェⅣ』初版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg
SO | e

IREHHRMIC LRS-V~

Lovive Blanchio N,






item/image/t003.jpg
o4 Nt >3

BRMEOR—R

e (Blosiiio V.






item/image/t002.jpg
co < L. >0:

IR oRN=K

Lorse Blonctio N,






item/image/cover.jpg
EExE





item/image/p313.jpg





item/image/p037.jpg





item/image/p279.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/hyou4.jpg





item/image/p189.jpg





item/image/p067.jpg





item/image/p107.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第一章　完璧主義者のためのセレナーデ



		第二章　疑惑によるカプリス



		第三章　敗北者のフーガ



		第四章　双子に捧ぐララバイ



		第五章　英雄へと向かうマーチ



		エピローグ　君が嘲笑うスケルツォ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p135.jpg





item/image/p333.jpg





item/image/k002.jpg
i

£3
LSRR <IN
= LD 3SR






item/image/k001.jpg
HAN SRR

[WROemEe)

HEANER™NETRSIKES KH®
FRRININD GH IV S R 40 B 1o 1@
ECWES | N RIS TR KL
HOMEQR HKBEKRKSNR®






item/image/k004.jpg
23 0 HMEE]






item/image/k003.jpg
)
Jate7)N
[Lowb-52] J; ™
TRREEEIOE T—A'rﬁfDYX?MDH'EJ 0

TR T AR ERRCRASHDR
EhHoTcfcsh kT

BL7cEEZSN TS,

s 2 8 R

BRE .

£ ® S F0

/ Sé Qo B ‘31

/BR 75) A \
%ﬁ», ohl « )\
N

TS

o rglaE

_)\r @ﬂ?ﬁ@}‘fgﬂik
VAT AARBRICIR
ABICHRER
BIRTEIENo






item/image/k006.jpg
=t kil yo= = - )
[ R
7w oW W B %
7 # ¥ b B E
7o % # if ER
2w ¢ 9 3 %
AR S A
% 5 Z i 7 -
2 ) Dl =
# .
1
%
317 283 215 141 7l 13

AEAR X i
Ju\ (=] [L-29-tLxpA])

BERZETL aFHIHIET S, (O —ME TRWRIEI THE BRI ZRE -
EE R ST BlchlcfEShic, WhIRTEDRIERE. Z sk 25t E DFEFIES
DEMULETHD REICBV\THFET ZDR5(ERHE > CHRRBRERICKSND &
370 FEEE &l EICUF OB 515,

—RRCBVTRE FBREBEBOTHRLLAE HDA,

L REDARRZEDYEDH THFEY BN KELBRNED,

S BE EELZIRICDID S AN RO BELTUE TV EDDRE,

Vo ROBEF%E &> TR\t ABD KD e E D,
FILEOEACARBEN BIF 5N 5






item/image/k005.jpg
TR

[FEL7=&

FEI=244

2

[R5 R270!

Ve h MR AL IBER

ﬁBhU?‘LDL\Ob‘%ct%ét RELT 1(11&“7157(‘: 1D LA

%(DElifé’(ti’l(t;ﬁ‘&(’&ﬁ.'(méo y

E F i TN 1@&%%& 2

EOEEPIINDONBNEZZ K
BB LS ER RIS
2zt BBn s EDHTT T
RS- mﬂw%otc/
[Eo3EER DVBREHEEIRSS

EETTERHTA]

[ A MRBICEIZFE R B EES I, RS 5! <

ESMEIEEF > T e - TER K %“E@?E%O)ﬁ%l
[OWIRiR, FD EH BRI TT . ZBZSR- T
P —
VP ZHIBESZTEEL fé(i)%iwﬁliu_tu
%fﬁﬂ’&?&')#éL,‘(ﬂll/x,f:o%ﬂt_%?ai@%o)éi? %o

J:o‘(%fbhé@té% \

HTh K

A

&, BRIDE R BIUTEASNBA LD

&






item/image/photo.jpg





item/image/t005.jpg
L R 8

HEAOE Ry —R

Lovve Blonctio N,






item/image/p248.jpg





item/image/t004.jpg
X 8k Bt

B MHLECANNG

e (Blosiilo N,






item/image/p169.jpg





item/image/t006.jpg





item/image/p009.jpg
BREHEOYVTINV- TSV

>

2w T E TSP Ny WRRaEW 7 TN B






